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　　　　　　プロローグⅠ




　鬱うつ蒼そうと茂しげった木々と茂みが大地を覆おおう──【アルヴの森】。

　その森をドスンッ、ドスンッと、大地を揺ゆるがしながら巨大生物が走っていた。姿はまさに恐きよう竜りゆう。二足歩行で前ぜん傾けい姿勢のまま大口を開けて敵意を漲みなぎらせている。ぎらついた獰どう猛もうな瞳ひとみが、眼前のターゲットを見み据すえていた。

　しかしそのターゲットは、僅わずかな焦あせりも見せずにいる。

「───グレイラプトル、危険度ランクＡのモンスター。大したことないな」

　黒い前まえ髪がみから覗のぞく赤い瞳がモンスターを射い貫ぬく。

　漆しつ黒こくの外がい套とうを羽織り、左手には自身の身長以上はある黒い鞘さやに収められた長刀が握にぎられている。歳としは十五の少年。名を──アクス・オーダーという。

　グレイラプトルが、少年を食わんと口をさらに大きく開いたその時──。

「───《氷の封縛アイスロツク》ッ！」

　突とつ如じよとしてグレイラプトルの足場が凍こおりつき、同時に氷に触ふれている両足もまた凍とう結けつしたことで動きが止まる。

　この状じよう況きようを生んだ張本人が、傍そばにある茂みから姿を見せた。

「アクスくん、今ですよ！」

「……ナイスだ、アル」

　少女に向かってアクスはニヤリと笑って返す。そのまま瞬しゆん時じに体内で練り上げた魔ま力りよくを放出し全身に纏まとうと、大地を蹴けって跳とび上がる。体長が三メートルはあるだろうグレイラプトルの遥はるか頭上へと一瞬で到とう着ちやく。

　そのままくるりと身体からだを一回転させると、眼下に立つターゲットに向かって直下した。

「───はあぁぁぁぁっ！」

　グレイラプトルの首元を目め掛がけて瞬時に居合いを放つ。

　そのまま地面に降り立つと──カチン。静かに刀を鞘に沈しずめた。

　同時にプツリ……とグレイラプトルの首筋に赤い線が走り、大きな頭だけが地面へと落下する。そして身体の方も、糸が切れたマリオネットのように倒たおれ込んだ。

「これで今回の任務は完かん了りよう、だな」

「はい！　お見事です、アクスくん。さすがはアルの王子様ですね！」

「アルもお疲つかれ様」

　自分の姉代わりにして、今は仕事のパートナーでもあるアルティア・スクルド。出会って十五年ほど経たつが……。

「……ところで」

「ん？　何です？」

「…………本当にアルは変わらないな、スタイル的な意味で」

「カッチーン！　そ、それは喧けん嘩かを売ってるってことなんですね！　そーなんですねアクスくぅん！」

「い、いやだって……な？」

　頰ほおを膨らませて詰つめ寄ってくる。

　マズイ、怒おこらせてしまったようだ。

　ただ彼女の言い分も分かるには分かるのだが、いかんせん出会った当初と比べても少し身長が伸のびているだけで、他ほかはあまり成長していないのだ。少なくとも身体つきは。

「うぅ～どうせアルはハーフエルフですよぉ。ですから成長が遅おそいだけなんですぅ。ふ～んだ。そのうちきっと驚おどろきますからね。アルの爆ばく発はつ的な成長ぶりに。きっとこうバインバインと」

「バインバインと？」

「…………」

　二人して、同じ場所──アルティアの寂さみしげな胸むな元もとを見つめる。

　すると突如として彼女が涙なみだ目めになって、

「うわぁぁぁぁん！　アルも成長しますも～ん！　絶対ぜ～ったいするんだも～ん！」

　盛せい大だいに泣き始めてしまった。

　彼女の種族はハーフエルフ。長命種族だ。故ゆえに成長が非常に遅いらしい。

　彼女はアクスよりも長く生きているのだが、見た目は十二歳程度である。何でも五十歳くらいでようやく人間の二は十た歳ちに相当するらしい。

「見ててくださいね！　アルは、アルは、きっとアクスくんが肉欲に負けて襲おそい掛かってしまうほどのナイスバディさんになるのですからぁ！」

「肉欲って……その頃ころにはオレって多分ジジイになってるだろうな」

　何な故ぜなら人間であるアクスは、あと五十年もすれば立派な老人だ。下へ手たをすれば介かい護ごが必要になっているかもしれない。その時に欲情しろと言われても……。

「フッフッフ、こうなったらエルフ族に古くから伝わる長ちよう寿じゆの秘薬を無む理り矢や理りにでもアクスくんに飲ませて……」

「勘かん弁べんしてくれ」

「えぇ～」

「とにかく……！」

「どうかしたんですか？」

「あそこから煙けむりが上がってる」

　空へ向かって黒こく煙えんが伸びていた。

「確かめよう」

「あ、待ってくださいよぉ！」

　木々の間を擦すり抜けて向かってみると、驚くべき光景がアクスの視界に飛び込んできた。




　──一つの村が、ある武装集団に襲しゆう撃げきされていたのである。

　その集団の風ふう貌ぼうを見るなり、アクスの心に怒いかりが込み上げてくる。

「っ…………帝てい国こくめ」

　彼らこそ、アクスの憎にくしみの象しよう徴ちようともいえる存在である。

　軍服を纏った兵士たちが、逃にげ回る村人たちを愉ゆ快かい気に追い回し殺していたのだ。

「アクスくん……」

「ああ、任務報告はあとだ。アル、害虫を駆く除じよするぞ」

「了解！」

　アクスは刀を抜くと、全速力で村へと走る。

　その脳のう裏りには、かつて自身が体験した忌いま々いましい事件が蘇よみがえってきていた。

（忘れるわけがない。何故ならオレは──）










　　　　　　プロローグⅡ




　──始まりは突然に。

　今の状況は、まさしくその言葉を体現しているといっていいだろう。

　何故なら……。

「ほほう、何かちみっこいのがいやがったぜ」

　視界に飛び込んできた言こと葉ば遣づかいの悪い赤髪の女性が、腰こしを屈かがめて見下ろしていたのだから。まるで女盗とう賊ぞくのような姿をしている。

（えっと……どういう状況？）

　記き憶おくの混こん濁だく。何があってこうなっているのかサッパリ摑つかめない。

　思い出そうとしてみるが、自分がこんな場所で寝ねているわけがないという感情しか湧わいてこない。

「けどまぁ、こんな場所に捨て子ってなぁ。しかも生まれて間もねえっぽいじゃねえか。アンタの両親はなぁに考えてんだかねぇ」

　……捨て子？　生まれて……間もない？

　明らかに自分を見つめながら言われた言葉。

（いやいや、それはおかしい。だってオレは…………確か十六歳だった、はず。あれ？　三十歳だったか？　それとも五十？　男……だったよな？）

　それもまた曖あい昧まい。意識の中をグラフにすると十六という数字の評価が少し高いといったところだ。つまり印象が強い。ただ何故か記憶の断だん片ぺんに、自分がどの年ねん齢れいでもおかしくないという不可思議な感覚もある。

（……よく分からん。何だこの気味の悪い感覚は……？　いや、そんなことよりも捨て子ってのはどういうことだ？　家で寝てたら、知らぬ間に両親に放ほう逐ちくされたということ？　それだったら酷ひどい話なんだが……）

　女性が「しょうがないねぇ」と言いながら、軽々と自分を持ち上げることに驚く。ほんのりと香かおってくる女性特有ともいえる甘い匂におい。

　さらにいえば柔やわらかな温ぬくもりが、強く脳を刺し激げきしてくる。男っぽい言葉遣いとは裏腹に、抱だきかかえられたことによってかなり豊満な胸が優やさしき誘ゆう惑わくを放つ。

　女性が自ら抱きついてきたのだから、これはこれで流れのままに……とはいかないのは、自分の癖くせだ。

　胸の柔らかさと甘い香りのせいでドキドキしながらも、何故それなりに成長しているはずの自分の身体を、こんなふうにして抱かかえられるのか疑問に思った。

「ぅ……あぁ……っ」

　何となしに声を出してみたが、まるで力のないなよっとした甲かん高だかい声が、自分の喉のどを震ふるわせた。

（…………はい？）

　まさか、と思いつつ再度声を出す。

「あぅあ……」

　……やはり言葉にならない声。自分では「誰だれですか？」と声に出しているつもりだ。

　首も回りにくく、身体の自由も思うように利きかない。次いで視線を動かすと、そこで初めて自分が横たわっていたことに気づく。

　また周りは瓦が礫れきの山であり、明らかに荒こう廃はいした街並みのようなところだった。建物はまるで、この街で戦いくさでもあったかのように荒あれ果てており、さらにいえば長年放置されていたようで、カビや蔓つるなどが多く目立つ。

　記憶の中を洗ってみるが、まったく見知らぬ場所なのは間ま違ちがいない。というよりも、自分を抱えている女性の髪かみが赤いという時点で、明らかに変だったのだ。

　自身の記憶に刻まれている場所に住む人々の多くは黒か茶色で、確かに奇き抜ばつな髪色をしている人も中にはいるが、こんな燃えるような赤はとんと見たこともない。

（だって日本人に……ん？　日本人……って……何だ？）

　咄とつ嗟さに思いついた言葉だが、その意味を正確に理解できていないことに気づく。

（分からない。一体何なんだこの違い和わ感かん……）

　しかもこれが夢ではないのは、肌はだで感じる空気や、周りから漂ただよってくるニオイで分かる。

　一体自分に何が起きたのか、いまだ把は握あくし辛づらいところもあるが。

　ただ一つ、確かなことがある。




　どうやら自オ分レは──




　信じたくない状じよう況きようだが……。




　────赤あかん坊ぼうになってしまっているらしい。




　まったくもって始まりは突とつ然ぜんに、始まったのである。










　　　　　　第一章　壊滅都市の遺児




　どういうわけか赤ん坊になっていた自分を女性は拾い上げてくれた。その際に何かを発見したようで「お？」と声を上げる。

　どうやら自分が入れられていた籠かごの中に一枚のカードを見つけたようだ。

「うんと、なになに……あ、これネームカードか」

　どうやら女性が手にしたカードには、赤ん坊オレの名が刻まれているらしい。

（そういや、オレの名前って…………ああダメだ、思い出せない）

　記憶に靄もやがかかっているような感じで、引き出したい記憶を全然引き出すことができないのがもどかしい。

「へぇ。なあお前、名前は──アクスだって。アクス」

　──アクス……。

　何だろうか。感覚的にだが名前の響ひびきが気に入った。

（それがオレの……名前）

　名前がないと不便なので、まだしっくりとはこないが、一応その名を自分の名として認にん識しきしておく。

「……ん？　何だいこれ？」

　そう言いつつ、オレの右みぎ腕うでを手に取る女性。そこで自分自身も初めて気づいたが、右手首には赤と銀で彩いろどられたブレスレットが装着されていた。そこにサファイアのような輝かがやきを放つ石が嵌はめ込まれている。重さはなく何の材質か分からないが、固いのでゴムバンドとかそういったものではない。

「何でこんなもんが？　……ありゃ、取れねえし」

　女性が引っ張ってもビクともしない。肌にピタッとくっついていて離はなれないようだ。

「……まあいっか。親が手た向むけに宛あてがったものかもしれねえしな」

　何となく、このブレスレットを見ていると気持ちが安らぐような気がする。

「しっかし、どうしたもんかねぇ。アタシゃ子育てなんかしたことないんだけど」

　女性がキョロキョロと周りを窺うかがいながら、縋すがるような感じで言葉を吐はく。

　そこで改めて女性を観察してみた。

　年の頃は二十代前半くらいだろうか。それとももう少し若いかもしれない。

　短めにカットした赤髪で、黒のインナーと茶色のジャケットを着崩したラフな格好である。

　また後ろ腰には短刀のようなものを携たずさえているので、平和な日本ではあるまじき姿だと思った。

（……あれ？　日本……？　確かさっきも同じ言葉を思い出したけど……）

　不意に出た言葉に、記憶にかかっていた靄の一部が薄うすれる。そのお蔭かげで情報をほんの少しだけ確認することができた。

（……そうだ。オレは日本っていう場所に住んでて……………ああダメだ。何となく思い出せたことはあったけど、何でオレがここにいるのかはサッパリだ）

　この状況──確か前に読んだ小説などにもあった転生、というやつなのだろう。

　となると、元の世界で自分は死んだということだろうが……。その理由が判明しない。

　それにここがよくいう異世界なのかもまだ判別できない。ただ言葉を理解できていることから、たとえ異世界だったとしてもありがたい恩おん恵けいだと思った。

（……ま、いいか。この姿じゃ考えても何もできないし、そのうち思い出すのを待つしかない）

　基本的に楽観的な性格をしているので、とりあえずは現状を確認することに努めよう。

　女性は男前というか精せい悍かんな顔つきで、キリッとしていて〝できる女〟の雰ふん囲い気きを醸かもし出していた。

　ただそのスカイブルーの瞳ひとみは思わず見み惚とれてしまうほどの美しさがあった。

「む？　何だい、まさかアタシに惚ほれたってわけかい？　つうことはお前、オスかい？」

　オスって……。動物ではないのに。

「まあ、んなことよりも、だ。このままこの子を放ほっぽって任務に行くのも何だしね。とりあえずは【クリノーク】に一いつ旦たん帰るかい。面めん倒どうはまあ……アルティアにでも任しゃいいか」

　どうやらアクスを誰かに預けようとしてるみたいだが…………物もの凄すごく不安だ。

　いや、すでにこの状況が不安なのは否いなめないが。そのアルティアという人が、育児スペシャリストだったら実に嬉うれしい。

　アクスは女性に抱きかかえられながら、廃はい墟きよになった街を後にする。

　傍そばに馬を待機させていたようで、初めての騎き乗じようを経験することに。とはいっても手た綱づなを握にぎるわけではないが。

　走り出す馬。

　一言──速い。

　走る馬の体感速度はバカにならない。風を全身で受けて、流れていく景色を見つめていると、どことなく高こう揚よう感かんを覚える。

　一人で馬に乗れたら、もっと気持ち良いのだろう。

　広大な大地の上を走りゆく。乾かわいた大地と草のニオイを風が運んでくる。

　ただ一つ不満があるとするなら、この揺ゆれ。

　馬に乗っているのだから仕方ないと腹を決めるほど人生経験も豊かではないので、こんな感じで身体からだを揺られ続けていると確実に──酔よう。

　ただ赤子を乗せているからか、女性は馬を全力疾しつ走そうはさせずにできるだけ揺らさないようにはしてくれているようだ。それでも初乗りの立場としてはキツイものがあるが。

（うぅ……気持ち悪い……っ）

　下へ手たに考え事をしていると余計に酔いそうなので、流れゆく景色を楽しむだけにしておく。

（それにしてもこの世界……本当に自分が死ぬ前にいた世界なのか……？）

　記き憶おくの中にある日本という場所の光景とまったくもって一いつ致ちしない。

　だだっ広く、ただただ建物が何も見当たらない空間が広がっていた。

　それでもこの澄すんだ空気は、何となくだが日本で吸うソレとはかけ離れており、穢けがれがほとんど無く、とても心ここ地ち好よく美う味まいものだった。

　そうしてしばらく揺られていると、赤ん坊ということもあって強きよう烈れつな睡すい魔まに襲おそわれて結果、寝ね入いってしまうことになった──。







　──不意に目を覚ました時、すでにそこは馬の上でも女性の腕の中でもなかった。

　周りからは杉すぎの木に似たニオイが鼻をつく。視線を動かして確認してみると、どうやら木造の建物の中だということが分かった。

　寝かされているのは、アクスが入れられていた籠の中だが、その籠は木材のテーブルに置かれてあるようだ。

　周りにはソファとかベッドらしきものも見当たらない。

　あるのは幾いくつかの椅い子すと、食器が置かれている棚たなや冷蔵庫のような大きな箱だけ。飾かざり気もなくずいぶんと質素だ。部屋の広さも十畳じようほどだろうか。その大半をかなり大きなテーブルが占しめているので、何となく狭せまい。

　しかしテーブルを挟はさんで扉とびらが二つあり、まだ他ほかにも部屋はありそうだ。

　そう思っていると、扉の一つが開き、中から赤髪の女性が出てきたのでホッとする。ただその後ろにも一人、女性……というか幼女がついてきていた。

「この子なんだけどね、アルティア」

「はぁ、今度は子供を拾ってくるなんて……って、キャーッ、ものすっごく可愛かわいらしいじゃないですかぁ!?」

　アルティアと呼ばれた幼女が、アクスを視界に入れると一目散に駆かけつけて抱だき上げてきた。

　あまりに素す早ばやい動きでビックリし、つい。

「おぎゃあぁぁぁぁっ!?」

　泣くつもりなどなかったが、何な故ぜかそうなってしまった。どうやら理性では抑おさえようとしても、赤ん坊の本能には逆らえなかったのだろう。

「あ～あ、アルティアが泣かした～」

「えっ、あっ、ど、どうすれば!?　え、えっと……泣かないでくださいぃ～！」

　必死で優やさしく揺らしながらあやそうとしてくる。

　アクスとしても泣き止やみたいところではあるが、どうも思う通りにいかない。

「ど、どどどどうしゅればいいんでしゅかぁぁぁぁ!?」

　何故かアルティアも涙なみだ目めになって慌あわて始める。見たところ七歳ほどの彼女なので、さすがに子育ての経験があるとは思えない。子供のあやし方だって知らないのが普ふ通つうだと思う。

　しかしまあ、泣いている本人としてはカミカミな彼女がとても愛らしい。

「泣き止んでくだしゃいぃぃぃ～っ」

　アルティアは、赤髪の女性と違ちがい盗とう賊ぞく風の姿ではなく、給きゆう仕じのような服装をしている。穏おん和わそうな顔立ちで、翡ひ翠すい色の垂れた目がとても可愛い。

　だがやはり日本人ではない髪色──銀ぎん髪ぱつというのが驚きよう愕がくすべきところであるが。

　またもう一つ驚おどろく要素が。それは……何故か彼女の耳が横に長く尖とがっているということ。

　明らかに普通の人間の耳ではない。大きいからよく聞き取れるだろうなぁとか思ったのはアクスだけの秘密だ。

　ただまあ、彼女に似合ってるし、美少女だから何だっていいということにしておこう。

　是ぜ非ひ十年後くらいに一度デートしてほしいと思わせるほどの将来性を持っている。ただ残念ながら、このままいくと、十年後はまだ十歳な自分が腹立たしい。

　そんな肉体年ねん齢れいを愚ぐ痴ちっていると、本能も鎮しずまってくれたようで。

「ふぇ～泣き止んでくれて良かったですぅ」

　心底ホッとしている様子だ。

（そういえばこの二人、見た目は似てないけど、どういう関係なんだろうか）

　アクスを拾った女性とアルティアを見比べてみるが、まったくもって似通っている部分がない。同じ女性だということだけだ。

（友達同士？　……ま、そのうち分かるか）

　──さて。一段落ついたところで、アクスは視線を女性へと向けると、女性も視線をアクスと合わせながらニッと楽しげな笑えみを浮うかべる。

「どうやらその子もアルティアのことを気に入ってくれたようじゃないか」

「ふぇ？　そ、そうですか？」

　彼女が人差し指を差し出してくるので、その指をギュッと握った。

「はうわあぁぁ～、可愛いですぅ！」

「実はな、その子の世話をアタシと一いつ緒しよに──」

「やります！　いいえ！　是非やらせてくださいっ！　何だったらアル一人でも十分です！　いいえそうしましょう！」

「お、おお……い、いいのか？　当然アタシだって手伝うが」

「はい！　おはようからおやすみまでしっかりとお世話しますので！」

　目が爛らん々らんと輝いている。そう言ってくれるのは、何もできないアクスからしたらありがたいのだが、必要以上にやる気に満ちて鼻息を荒あらくしている姿は何となく不安に感じてしまう。女性もアルティアの態度に若じやつ干かん引いているし。

「じゃ、じゃあ頼たのんでいいんだな？　一応団長には報告しとくからさ」

「ＯＫです！　何も問題ありません！　この子をアル色に染めあげるつもりですから！」

「い、いや、普通に育てるからな。普通にな」

　是非ともそうしてほしい。

（だ、大だい丈じよう夫ぶなのか、この子が中心に育児して）

　もっと他に人材はいなかったのだろうかと本気で悩なやみ始める。

「んじゃ、頼むな。少し出てくるから何かあったらすぐに報告しろよ」

「はい！　お任せください！」

　赤髪の女性が去っていくと、さらに不安が増す。今まで一緒にいてくれた人なので、赤子の本能的に寂さびしさを覚えているのかもしれない。

「むふふ～、えっとぉ、アクスくんですよね！」

「あぅあ」

　そうだよと言うが、当然言葉として出ない。

「アルはですね～、アルティア・スクルドって言います。アルって呼んでくださいね～」

　呼べるか、とツッコみたいが、悲しいことにそれさえできない。

　余よ程ほど赤あかん坊ぼうが好きなのか、蕩とろけた表情を見せながら、そのままアクスを抱かかえて部屋を出て行く。

「お家の中を案内しますね～」

　気分ルンルンといった感じで、家の中を進むアルティア。

（普通赤ん坊に案内しても仕方ないって思うのはオレだけか……？）

　木造住宅なのは壁かべや柱などを見て把は握あくしていたが、それ以上に変わったところはなかった。ただ敷しき地ちはそれなりに広いらしく、小さな屋や敷しきくらいはあるだろう。

　部屋数も、一戸建ての住宅より多く、大人数でも暮らせるほどある。ただ気になるのは、先程から誰だれ一人として会わないこと、建物が古いのかあちこち壊こわれていることくらいだろうか。

　そして花か壇だんや灯とう籠ろうもある和風な庭園が見える縁えん側がわに出た瞬しゆん間かん、突とつ如じよ叫さけび声がした。視線をやると塀へいを何かが跳とび越こえて、アクスたちのもとへと突つっ込んできた。

（へっ……は、はぁ!?　な、何だあの生き物は!?）

　それは醜しゆう悪あくな顔をした人型の生物。緑色の肌はだに、ツルンとした頭には尖った角が生えている。明らかにオレが知っている人間とはかけ離はなれていた。あんな生物モンスターがいるとは……。

「ふぎゃあぁぁぁぁぁっ」

　理性ではただモンスターの存在にビックリしただけなのだが、赤子としてのアクスは本能的に恐きよう怖ふを感じたのか泣いてしまった。

「あ、ああ！　大丈夫ですよぉ。ほらほら、アルが傍にいますからね～」

　下手をすればアクスを放ほうり出して逃にげても不思議ではない場面かもしれないのに、醜悪なモンスターを前にしても、幼女アルテイアの表情は一いつ切さい恐怖を見せず、逆にアクスを泣き止ませようと困こん惑わくしながらあやしている。

　そんな彼女の態度を見ていると、アクスの本能は安心感を覚えたのか泣き声が静かになっていく。

「……はぁ、泣き止んでくれましたぁ。…………ていうかよくもアクスくんを泣かせましたね？」

　明確な怒ど気きを込めた視線を、アルティアがモンスターへとぶつける。アクスへと向けていた感情とは打って変わって冷たいものへと変化したせいで、アクスも息を吞のむ。

「まったくもってやれやれですよ。せっかくの楽しい気分を害さないでほしいんですけどね」

　まるでこれが日常茶さ飯はん事じかのような感じで、微み塵じんも動どう揺ようしていない様子。

「この子を泣かせた報むくいを受けてもらいましょうか」

　向かってくるモンスターに対して目を鋭するどく細めると、ゆっくりと右手を上げ人差し指を立てる。同時にその人差し指から蒼あおい輝かがやきが淡あわく灯ともった。

（な、何だこれ……？）

　さらにピタッと指先を自身の下した唇くちびるにつけると、まるでストローで吸うかのように息を吸い始めた。すると蒼の輝きはアルティアの口の中へ吸い込まれていく。

「──《凍結の息吹コキユートス・ブレス》」

　直後、アルティアが小さく呟つぶやくと、プクッと頰ほおを大きく膨ふくらませて一気に息を吐はき出した。

　彼女の息は、まるでダイヤモンドダストのように煌きらめいていて、とても綺き麗れいだ。その息は瞬時にモンスターの周囲を覆おおうと、それに触ふれたモンスターの身体からだが瞬またたく間に氷こおり漬づけになった。

（……え？　ええぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇっ!?）

　まさに驚愕とはこういうことを言うのだろうか。というか一いつ遍ぺんに驚くことが起こり過ぎて、何から驚けばいいのかサッパリである。もう頭の中は混乱で渋じゆう滞たい中だ。

「そろそろここがアルたちの縄なわ張ばりだって理解すればいいですのに。ねぇ、アクスくん」

　いや、そんなにこやかな顔で言われても……。

　と、アクスはただただ不可思議現象に言葉を失っていた。

　凍とう結けつした生物は、次し第だいにボロボロと崩くずれていく。恐おそらく……死んだのだろう。

　鋭い牙きばに凶きよう悪あくな殺意。恐らくアルティアが何もしなかったら、または彼女が何もできない存在だとしたら、ここで襲おそわれて絶命していただろう。当然、アクスもだ。

　まだどんな世界か分からないけど、生きるためには力が必要ってことなのかもしれない。

　無知では通じない世の中らしく、特に死に直結している。だからこそ、唐とう突とつではあったがこの世界の恐怖の一いつ端たんに、早々に触れられて良かったと思った。

（そういやこの子ってば縄張りとか言ってたけど……）

　よくよく考えれば、あんなモンスターが襲ってくるのに、平然とここに居座っている根こん性じようがどこかズレているような気がする。

（縄張りということは、ここが彼女たちの住む場所なんだろうし。……とにかくいろいろな疑問を解決できる説明がほしいな……）

　そう切に願う。

　案内が再開されると、またテーブルがある部屋へと戻もどった。

　そこにはどこかに出で掛かけていたはずの赤髪の女性の姿があった。手に持ったリンゴのような果実を口を大きく開けて頰張っている。少し品がない。

「あ、お早いお帰りでしたね、パウラ様」

　どうやら女性の名はパウラというらしい。ようやく拾い主の名前が分かった。

「んあ？　……ほうか、ほのほひはんはひひてはんはは」

「何言っているか分からないんで、口の中のものを処理してください」

「んぐんぐんぐ……。その子に屋敷の中を案内してたんだな？」

「そうですよ」

「泣かせなかったか？　お前には前科があるからなぁ」

　嫌いやみたっぷりにニヤニヤ顔で言うパウラ。

「な、泣かせていませんよっ」

「へぇ、本当かぁ～？」

　本当はモンスターを見て泣いたのだが、疑うパウラを前にアルティアはムッとしつつも、

「大人しかったですよーだ！　ねえ、アクスくぅん、そうですよねぇ～！」

　と必死な感じに同意を求めてきたので、一応「あぁい」と返事をした。すると彼女は嬉うれしそうに頰ずりしてくる。少し圧あつ迫ぱくされてしんどい。嬉しいか嬉しくないかと問われれば、ここは嬉しいとだけ答えておこう。幼女だけど可愛かわいいし。

「つまんねーなぁ。ま、何もなかったんだったらいいんだけどよ」

「あ、それがですね。ゴブリンがまた襲い掛かってきましたよ」

　さっきのはゴブリンという生物だったらしい。

「ふぅん。仕留めたんだろ？」

「当然です！　こう見えても〝魔ま法ほう士〟ですから！」

　聞き捨てならない言葉が耳に入ってきた。

（まほう……いや魔法？　そうか、さっきのやつが多分魔法なんだろうな）

　ただ魔法と聞いて懐なつかしいと思えたのは何な故ぜだろうか。不思議とあまり驚おどろきがないのも、このわけの分からない記き憶おくがあるせいなのかもしれない。

「それにしても、理性の欠片かけらもねぇモンスターどもは扱あつかいに困るねぇ」

「ぶっ殺せばいいのでは？」

　何て物ぶつ騒そうなことを言う幼女だ、この子は。少し背筋が寒くなった。

　意外に彼女は残ざん酷こくな性格なのかもしれない。

「殲せん滅めつですよ、殲滅殲滅ぅ！」

「とはいってもなぁ、奴やつらはマナ減少の弊へい害がいで生まれる存在だしな。倒たおしても時間が経たったらすぐに現れやがるしキリがねぇ」

「ん～でもああもここに襲ってこられると面めん倒どうなんですよね」

「それについては安心しろ。団長が、ここら一帯に結界を張れるほどの力のある奴をスカウトできたって言ってたしな。直にここもある程度は安定するだろうな。まあそれでも完全に結界が定着するまでは数年くれえはかかるけどな」

「おお～、それなら安心ですね！　ここには来たばかりで、まだ住すみ処かとして安定してませんでしたからね！　うん、これで子育てもゆっくりかっちりしっぽりできますね……はあはあ」

　しっぽり？　やはりこの子……危ない素質の持ち主かもしれない。

　赤ん坊に対し、しっぽりという言葉を放つとは……アルティア、恐ろしい子。

「……お前、もしかして変た──」

「シャラーップゥッ！　その続きを言うのであれば、パウラ様……お覚かく悟ごを」

　ぷはぁ～と吐く息に、先程見た冷気のようなものが混じっている気がする。

「わ、分かった！　分かったって！　け、けどいくら可愛いからって手を出すなよ！」

「出しませんよ！　アルを何だと思っているんですかぁ！」

「あ、そっか。なら安心──」

「アクスくんをアル好みに育ててから元服したのち回収しますけども！」

「できねぇっ！　何だその不安しか抱いだけない邪よこしまな人生設計は!?　こら、やっぱアクスを返せ！　今すぐに育児係を解任だ！」

「やですっ！　もうアルはアクスくんにメロメロなんですぅ！　それにこの子もいずれアルにメロメロにするんですからぁ！　それを邪じや魔まするならたとえパウラ様といえども凍こおらせちゃいますからね！」

　パウラにアクスを取られまいと、彼女が伸のばす手からアクスを遠ざけるという行こう為いを何度も繰くり返す。

（や、止やめてくれぇ！　そんなにブンブン振ふり回すなぁ！　うっぷっ。は、吐く……！）

　馬の乗り心ごこ地ちよりも遥はるかに悪く、すぐに目を回してしまう。

「ああっ、アクスくぅぅんっ!?」

「何やってんだいお前はぁっ!?」

「ご、ごめんなしゃぁぁぁい！　出来心だったんでしゅぅぅぅっ！」

　本当に自分はここに居て、まともに成長できるのか……。

　薄うすれゆく意識の中でそんなことを思っていたアクスだった。







　──三ヵ月後。

　とはいっても大きな変化はなく、ここに来てからの日々は実に平和なものだった。

　世話はアルティアとパウラがやってくれたし、彼女たちもアクスが退たい屈くつしないように存分に……特にアルティアは存分過ぎるほど構ってくれていた。

　おむつ交こう換かんや入浴関係については、恥はずかしいので思い出したくはない。アルティアはともかく、パウラが一いつ緒しよに入った時は、顔から火が出るかと思うほどだった。

（アルは……まあ、あまり女性らしく成長をしていないというか、子供の身体だから助かってるが）

　ただ彼女がアクスの身体を洗う時は、決まって瞳ひとみを妖あやしく輝かせているので、恐きよう怖ふは増していくばかりではあるが。

　それでも彼女は親身になって、まるで本当の弟のように愛情を注いでくれている。それが何だか家族のような気分にさせてくれて、アクスもとても嬉しいし感謝していた。

　ちなみにアルティアはアクスのように人間という種族ではない。耳が尖とがっている時点で気づいてはいたが。

　彼女はハーフエルフという種族らしく、長命種であるエルフと他種族の間に生まれた存在なのだそうだ。

　パウラはアクスと同じ人間で、パウラとアルティアは血は繫つながっていないが、互たがいに家族のような絆きずなで結ばれているようだ。放ほう浪ろう癖へきのある姉としっかり者の妹といった感じだろうか。

　何でもアルティアもアクス同様に、一人ぼっちだった時にパウラに拾われて、それからずっと一緒に行動してきたらしい。アクスが来る前は、この広々とした屋や敷しきに二人で住んでいた。

　またこの三ヵ月、初日に襲い掛かって来たようなゴブリンの来らい襲しゆうなどもなかった。パウラ曰いわく、結界のお蔭かげだというが、詳くわしいことは自由に情報収集できないので分からない。

　それとこれは転生したからだろうか、三ヵ月という驚きよう異いのスピードで、たどたどしいがよちよち歩きもできるようになったし、僅わずかながらも言葉を話せるようになっていた。

「あーる、よんへ」

　アルティアに向けて、傍そばにある本を指差す。「よんへ」とはもちろん「読んで」だ。

「はぁい！　今日はこの本ですねー！」

　彼女はいつも楽しそうだ。ニコニコ笑って、常に場を明るくしてくれるムードメーカー的な存在。時折ゴブリンと戦った際のような冷たいことを言うこともあるけれど、アクスに関してはデレ甘である。

「ん～とぉ……ああ、これはまだちょ～っとアクスくんには早いと思いますよー」

「ん～ん、よんへ！」

「あ～分かりました！　そこまで言うのであれば、ほらアクスくん、アルの膝ひざへ！」

　いつもの定位置。彼女が正座をして、その膝の上にチョコンと座る。その体勢で、いつも本を読み聞かせてくれるのだ。

　こうして本を読んでくれるお蔭で、この世界の文字体系も知ることができた。記憶の片かた隅すみにあるヘブライ語という言語に似た書体で、当然見ただけで読むことはできない。

　ただアルティアが読んでくれている文字を追うことで、多少は理解を深めることができたが。

　今回、読んでくれる本に書かれていた内容は、この世界に語り継つがれている原初の物語。

　この世界の名は──【ロゴス】という。

　神が創つくりし星で、世界の中心には、神によって天を衝つくほどの巨きよ大だい樹──〝神樹・アダム〟が植えられていた。

　その〝神樹〟からは、常にすべての物質の源になる〝マナ〟が放出され、人々の生活を豊かにしていた。

　その〝マナ〟を使って、人類は魔法や利器なども編み出しており、生活の幅はばがどんどんと広がっていったという。

（ふぅん。前にアルが使ったやつだな）

　冷たい息い吹ぶきを出してゴブリンを即そく死しさせた力のことだ。

（オレにも使えたらいいな、あれ）

　だとしたら是ぜ非ひとも習いたい。どうやらこの世界には、ゴブリンよりも凶きよう悪あくなモンスターも棲せい息そくしているらしいので、自衛のためにも必要になるだろう。

　アルティアが本を読んでくれている間、アクスはあることを思案する。

　それはパウラやアルティアが、一体何者なのかということ。どうやら魔法もすべての民たみが扱えるわけではないらしい。だとすると魔法を扱いつつゴブリンのようなモンスター相手に怯ひるまないアルティアたちのことが、自おのずと気になってしまう。

　たまに夜にパウラが出で掛かけているようだが、その時は誰だれか他ほかの人の声がする。

　きっとこの屋敷の外には、彼女が言う団長とやらがいるのだろうと推察した。

（けどその団長って一体何なんだろうなぁ。あだ名……か。それとも……）

　分からないことを悩なやんでも仕方ないので首を振って考えを捨てる。

　もう少し成長して、言葉を流りゆう暢ちように話せるようになってから、アルティアにでも聞こうと思う。今は、この世界の常識や最低限のマナーを彼女たちから教わるべきだ。そう考え、アクスの日常は積み重なっていく。

　そうしてさらに時が経ち──ここに来て五ヵ月が過ぎた頃ころだろうか。

　もう言葉もある程度、思った通りに声に出せるようになっている。

　アルティアが、「アルの教育の賜たまものですねー！」と喜んでいたが、恐おそらくは僅かに残っている前世の知識のお蔭だと思う。多分。

　自分が前の人生の記憶を持っていることは、もう理解することができたが、日を追うごとに確実にその記憶は薄れていっているのを感じる。別に生きていく上で不都合ではないので、そのことについては放置することにしていた。

　またたまにパウラに、無む理り矢や理り立たされて「ほらほら歩けー、走れー」といった強制調教を受けていたのも、きっと成長の一いつ端たんを担になっているのだろう。当然のように、パウラはアルティアにガッツリ𠮟しかられていたけれども。

「さぁて、そろそろ夕食の時間ですし、お風ふ呂ろに入っておきましょうか！」

　愉ゆ快かい気に眉まゆを上げる彼女。そんなに嬉うれしいのだろうか。

　浴よく槽そうは木材で造られており、薪まきをくべて湯を沸わかすような古ふる臭くさいやり方だ。前の人生で堪たん能のうした風呂はもっと造りがしっかりしていたが、何となく情じよう緒ちよが感じられるので、今となっては結構好きである。

　脱だつ衣い所に着くと、鼻歌交じりに服を脱ぬぎ出すアルティア。それを当然のように見ているアクスだけど。

（……よし。オレはやっぱりロリコンじゃないみたいだ）

　ドキドキしない自分に心の中でガッツポーズをした。

　もしこれでアルティアにドギマギするならば、タイーホされる（精神年ねん齢れい的に）かもしれなかったが、どうやら自分の嗜し好こうがノーマルなことに安あん堵どする。

　しかしながら……。

「はぁい、脱ぎ脱ぎしましょうねぇ」

　自分が裸はだかにされる瞬しゆん間かんというのは、誰が相手でもやはり恥ずかしいものである。しかも柔やわ肌はだに抱だきかかえられるというのは、相手が幼女でも気恥ずかしい。

「んーやっぱりこのブレスレットは外せないようですねー」

　そうなのだ。壊かい滅めつした都市に放置されていた頃から身につけているこの赤と銀で彩いろどられたブレスレット。何な故ぜか外せないのだ。ただアクス自身も、何となく外さない方が良いような気もするので、これまでずっと身につけてきた。

　不思議なことに成長しても締しめ付けられる痛みはなく、成長の阻そ害がいにもなっておらず、ブレスレット自体も大きくなっているのが不気味ではあったが。

「それにしてもアクスくんの髪かみってキレイですよねー。ここらへんで黒髪って結構珍めずらしいはずなんですよー。おっきくなったらいろいろ結んだりして遊ばせてくださいねー」

　そう言いながら頭を洗ってくれる。何となく前世の影えい響きようか黒髪には愛着があるが、どうも瞳の色が赤みがかっているようで、血を思わせて怖こわいものを感じてしまう。これも慣れればそのうち気にならなくなるのだろう。

　まあカッコ良いといえなくもないが、それならできれば髪も赤とか金きん髪ぱつとかでも良かったのになと思う。別に今の姿を気に入っていないわけではないけれど。

「……アル、みぎのほう、かゆい」

「右ですか？　ここですかー？」

「ん……ありがと」

「それじゃお湯を流しますよー」

　そうして頭と身体からだを洗うと、二人でゆったりと浴槽に浸つかる。少し熱かったが、浸かっているとちょうど良くなってくる。

「んーアクスくんの身体はプニプニしてて気持ち良いですねー」

　後ろからアルティアがアクスを抱きかかえるような形で入浴している。

　アクスにしたらアルティアの方が柔らかいのだが、結構恥ずかしいので口には出さない。

「このあったかさ、本当にあの子が帰ってきたみたいです」

「？　あのこ？」

　突とつ然ぜん過去に思いを馳はせるようなことを口にしたアルティアが気になり、アクスは小首を傾かしげた。
















「あ、すみません。弟のことですね」

「おとうと、いたんら」

「……はい、いました」

　短く返事をしたアルティアの表情は、とても切なく寂せき寥りよう感が漂ただよっていた。後ろから抱きしめてくる力がギュッと強まる。

　本物の子供なら、彼女の言葉と様子から真意を察するのは不可能に近いだろう。

　しかし精神的には到とう底てい幼児とは言えないアクスには、何となくだがアルティアが悲しい過去を背負っていることを感じ取ることができた。

「ねえアル」

「何ですかぁ」

「……やっぱいいや」

「あはは、何ですかそれ」

　アルティアたちがどうしてここに住んでいるのか、何故他に人がいないのか、また弟のことなどを尋たずねようと思ったが止やめた。

　今、自分はまだまだ幼児であり、たとえ聞いたとしてもはぐらかされるだろう。そこを追求したとしても子供らしくないはず。

（どうやらオレ、アルやパウラさんに変な奴やつとか思われたくないみたいだなぁ）

　これ以上子供離ばなれした言動をすると、気味悪がられる可能性が脳のう裏りを過よぎった。

　姉代わり、母親代わりの彼女たちに、そんな思いを抱いだかれたくないと思う。だからついツッコんだ質問ができずにいた。

　そのうち彼女たちから話してくれるだろうと思い待つことにしたのだ。

　そしてまた時は過ぎ──アクスが五歳になった時にそれは起こった。

　自身の運命を決定づける忌いまわしき事件が──。







「──こらぁ、アクスくん！　お勉強の時間なのに、どこに行ったんですかぁ！」

　……危ない危ない。

　今、アクスは家の敷地内にある茂しげみに身を隠かくして様子を窺うかがっていた。

　家の中を歩き回り、頰ほおを膨ふくらませたアルティアが怒ど気き混じりの声を上げている。

（あ～あ、怒おこっちゃってるな、アルの奴。けどなぁ、何度も何度も同じ歴史の勉強なんて退たい屈くつなんだよ。魔ま法ほうに関する話は面おも白しろいんだけど、歴史って何か面白くないし）

　アルティアは「歴史はとても大切です」と言って、もう教わったことを何度も耳にタコができるほど毎日繰くり返すので、嫌いやにもなってくるというものである。

　こうなってくると他人の自じ慢まん話を聞いているのと一いつ緒しよだし、興味のないことを延々と聞かされる身になってほしい。苦痛で仕方ない。

　ここ数年で、前世の記き憶おくもある程度思い出しているが、やはり何故死んだのか、どうして赤あかん坊ぼうになったアクスが一人で捨てられていたのかは定さだかではない。

「もう！　どこ行ったんですぅ！　くんくん……はっ、こっちからアクスくんのニオイが!?」

　最近益ます々ます彼女のアクス探知能力が成長を遂とげている気がする。

　まるで犬のように鼻をひくつかせて、ほぼ間ま違ちがうことなく目的のものアクスを見つけ出すのだから。

（甘いなアル、今回はこれを持ってるんだよな）

　懐ふところから取り出したるはにんにくのような球根のような物体。これは食用にもなる植物──《ペペルナの実》である。色は茶色をしており、強きよう烈れつな刺し激げき臭しゆうを放つ。

（これでオレのニオイは消え…………あれ、何でアルがこっちにくるんだ？）

　何故か一目散に茂みの方に彼女がやって来て──。

「見つけましたよぉ、アクスくぅん？」

　般はん若にやが背後に見えるほどオーラが迸ほとばしる彼女に見つかってしまった。

「マ、マジか……せっかくこれでニオイを隠したのに」

「あのですね、こんな何もないはずの茂みから変な刺激臭がしたら何かがあるって思うのは当然ですよね？」

「……あ」

　……迂う闊かつだった。

「はぁ。咄とつ嗟さの機転や記憶力は良いですのに、どうしてたまにこんな単純なことに気づかないのか……教育係としてアルは悲しいです」

　およよ、と言わんばかりにポケットから出したハンカチで涙なみだを拭ぬぐうフリをする。

　そんな彼女も、この五年で少し成長して大人っぽい身体つきに変化──してはいなかった。若じやつ干かん身長は伸のびているものの、従来の五年間の成長度からいえば、首を傾げてしまうほどの些さ末まつな程度しか成長していない。彼女が大人になれる日はくるのであろうか。

「むっふっふ、でもでもぉ、いくらニオイを誤ご魔ま化かしたとしても、このアルがアクスくんのニオイを察知できないわけがないじゃないですか。毎日一緒に寝ねて、毎日抱きしめてクンカクンカしてるんですよ？　もう今ではアクスくんのニオイでご飯を三杯ばいおかわりできます！　いえ、頑がん張ばれば五杯は確実ですから！」

　……これがなければ、最高の義あ姉ねではある。

（まあ美少女に好かれているという点では喜ばしいことなんだろうけど）

　頰に両手を当てて身体をクネクネし始め自らの世界へトリップ中のアルティアの隙すきを見て、アクスは逃にげようとする。

「──どこに行くんですか？」

「っ!?」

「さあ……お勉強しましょうか、アクスくん？」

「…………むぅ、仕方ないな」

　どうやら変態シヨタコンからは逃げられないらしい。

「もうアクスくんってば、そこは素す直なおに、はい分かりました、ですよ。まったく、言こと葉ば遣づかいや性格がどこかパウラ様に似ちゃって残念です」

　いや、元々こんな言葉遣いと性格ではある。何故なら精神的にいえば子供ではないのだから。大人っぽい喋しやべり方になってしまうのも無理はない。

「お勉強が終わったら、アクスくんが大好きな魔法を稽けい古こしましょう」

「お、それなら俄が然ぜんやる気が出るけど……マジで？」

「ええ、それにパウラ様が帰って来たら、また武芸の稽古も頼たのんであげますから頑張ってくださいねー」

「ああ！　よし、頑張るぞ！」

　餌えさに釣つられた感は否いなめないが、それでも魔法の稽古ができるなら苦痛も我が慢まんできる。それにパウラとの体術などの鍛たん錬れんもアクスは好きなので、早く帰って来てほしいと願いつつ勉強に精を出した。

　そうして何とか二時間、精神がガッツリ削けずられるほどみっちり授業を受けた。

　その後すぐに、アルティアと一緒に庭へと出る。

「──さて、アクスくん。これまでのおさらいです。まず、魔法とはどういうものですか？」

「えっと、契けい約やくした精せい霊れいの力を現象化させるもの」

「はい、その通りです。ではどうすれば契約できるのでしょうか？」

「共鳴」

「ん……自らの魔力と精霊の魔力を共鳴させて契約する方法ですね」

　ただ簡単に契約といっても、ひとえに相あい性しようがものを言う。相性の良い精霊としか契約することができないのだ。それは魔法にも言えることで、この世には多種多様な魔法が溢あふれているが、そのすべてを扱あつかえるわけではない。

「魔法には様々な性質があります」

「確か火、水、風、土、だったはず」

「その通り。四大性質と呼ばれていますが、中には特とく殊しゆ性質──俗ぞくに〝輪りん廻ね継けい承しよう〟と呼ばれる力もあります」

「それってアルの性質のことだよな？」

「はい。アルの性質は──〝氷〟。基本の四大性質から外れた性質。これはアルの家系にしか発現できない力──それを〝輪廻継承〟と言います」

　つまり誰だれもが扱えるわけではなく、限られた者にしか使うことができない稀き少しような能力というわけだ。

「まあ、そもそも魔法自体扱える者は決して多いとはいえませんけど……さて、それではアクスくん、魔法を扱うためには何が必要ですか？」

「……魔力、だ」

「そう、魔力。精神力と考えてもらっても結構ですね。魔法において最も大切なこと──それはこの魔力の扱いです。ではさっそく、やってみましょうか」

　待ってましたと、アクスはふぅっと息を吐はくと、目を閉じて意識を身体の内側へと向ける。

　心臓や肺、血液などから少しずつエネルギーを絞しぼり出すようなイメージを浮うかべた。

　するとブゥゥゥン……と、アクスの全身から白い湯気のようなものが滲にじみ出てくる。

　──これが魔力だ。

（うん、いい感じだ）

　魔力で身体からだを覆おおうと、それだけで身体能力が向上する。

　それとアクスはまだその域に達してはいないが、前にアルティアが指一本に魔力を集中させて、その指で石を真っ二つにしていた。魔力を纏まとえばそれが武器になるというわけだ。

　実際今、アクスは普ふ段だんよりも身体が軽くなっていると感じている。

「──よし、てやぁっ！」

　白い光に包まれたままアクスは大地を蹴けり上げジャンプをした。普通では考えられないほどの跳ちよう躍やく力で跳はねることができ、上空からアルティアを見下ろしている。

　大体三メートルほどだろうか。

　これだけでもアクスの中にあった常識が打ち破られたものだ。大人でも三メートルなど跳とべないはずなのに、子供のアクスが軽々と超こえているのだから。

　地上へと降りたアクスに対し、アルティアが拍はく手しゆで迎むかえてくれた。

「見事です。基き礎そ的な魔力コントロールとはいえ、まさかその歳としであそこまで跳ねられるとは。さすがはアルの王子様ですね！」

　……いつから王子様になったのさ？

　というツッコみはすでに過去に何度もやっていた。だから敢あえてツッコまない。

「では次、魔法ですね」

　今度も「よし！」と気合を入れて、両手を前に出しながら魔力を集めるように意識していく。

　すると次し第だいに黄緑色に色づき始めた魔力が両手に集まり、周囲から風が手元へと流れ込んでくる。両手から溢れ出した黄緑の光が風を包み込み小さな球体を形成し始めた。

　アクスは十メートルほど先にある木に神経を集中させる。

「──《風弾エアガン》！」

　言葉を放つと同時に、アクスが生み出した風の塊かたまりが弾だん丸がんのように木に向かって飛んでいく。

　──バキィッ！

　塊は少し木の根元の方へ向かったが、見事に命中しハンマーで殴なぐったような跡あとをつけた。

「わぁ、本当に凄すごいですよアクスくん！　ちゃんと完成したばかりか、命中させるなんて！」

「むぅ……けど思った場所に命中しなかった」

　本来はもっと上の、中央辺りに当てるはずだったのだ。

「それに威い力りよくも……低い。まだまだコントロール不足ってことだな」

　魔力をもっと大量に練って扱うことができれば、威力や精度などが上じよう昇しようする。

「アルはこれでも十分過ぎると思いますけどねぇ」

　そこへまたも拍手が聞こえる。ただそれはアルティアからではなかった。

　視線を向けると──。

「──やるじゃねえか、アクス」

　パウラがいた。五年経たっても、美女度はまったく色いろ褪あせない。ただ本人はガサツな性格なので色気はあまり感じられないが。

　それでも身体自体は女性らしく、アルティアが特に羨うらやむナイスバディなのだけれども。

「おかえりなさい、パウラ様」

「おかえりー」

　アルティアと違って、アクスは気軽な感じで言う。

「見せてもらってたけどよ、アクスも立派な魔法士になれそうだな」

「え、そ、そう？」

　パウラに認められて少し照れてしまう。

「何を言うんですか！」

「「……え？」」

　いきなり反論めいた声を出したアルティアに視線が集中する。

「いいですか！　アクスくんは立派な魔法士になる前に、立派な旦だん那なさんになるんですよぉ。もちろんその相手はアルなんですけどぉ。きゃー言っちゃったぁ！　むふふ～、あーいつかアクスくんに押し倒たおされる日が……やぁん、恥はずかしいですよぉ！」

　いや、もう何度もプロポーズめいたことを言われているんだけど……と言いたい。

　その度たびに、「コイツ、本気か？」とバカバカしくなるが、どうやら本気と書いてマジのようなのだから始末に負えない。できれば本人の前で妄もう想そうを口に出すのは止やめて欲しい。

「……な、なあアクス。アンタ……貞てい操そうは無事なんだな？」

「……まあね」

　五歳の子供に何てことを尋たずねるんだと思われるだろうが、パウラはアクスの思考能力が大人顔負けだということをすでに知っているので、こうした会話も普通にする。

「食われないように、頑張れよ」

「はは……冗じよう談だんだって笑えないところが悲しいな」

　真性のショタコンに今後どうやって向き合えばいいか、女性と付き合った経験のないアクスにはまったく分からなかった。

（嫌いやじゃない。アルは可愛かわいいし好かれることは嬉うれしい。でも……）

　今もなお妄想に耽ふけってトリップ状態のアルティアを見ていると……。物凄く彼女の将来が心配になってくる。本当にいつか弟離ばなれができるのだろうか、と。

（……とにかく今は魔ま法ほうに集中しよう）

　とりあえずはまだ先のことなので考えないようにしておいた。







　パウラが戻もどって来たその日の夜は、三人で一いつ緒しよに食事を摂とっていた。最近パウラが仕事で忙いそがしいらしく、こうした団だん欒らんの時間もあまり取れないでいたのだ。

　今彼女が請うけ負っている仕事は、行商人の護衛ということだった。村に必要な食材や日用品などが不足した時、行商人を護衛して、その対価で優位に商談を進めて商品を買うらしい。

　一年ほど前に、たまたま旅先で知り合った行商人がいたのだが、見れば質の良い品を扱っているようで、パウラがこの村まで護衛、交こう渉しようをし、優先的に安く商品を提供してもらっているそうだ。

　そんな彼女が戻ってきているということは、その行商人をここに連れてきているのだろう。

　アクスが村中を一人で自由に歩き回れるようになったのは、三歳の頃ころだった。それまでは過保護なアルティアにより、外に出ることを禁じられていたのである。

　ただパウラに聞くと、村を覆っているモンスターを阻はばむ結界が完全に定着し安全が保たれるまで、アクスを外に出すのは危険だと判断したとのことだったようだ。

　彼女たちの心こころ遣づかいはありがたかったが、ようやく外に出ることができた時は本当に嬉しかったものだ。

　外には、やはり他ほかにも住民がいたようで、初めて見るアクスに驚おどろいて目を見張っていたが、パウラの仲ちゆう介かいもあって、今では気さくに話しかけられるようになっていた。

　少し残念なのが、村に住む子供たちの中に、アクスのような幼子がいないということ。どちらかというとアルティアのような見た目が十三、四歳くらいの子供だけ。

　たまに一緒になって遊ぶこともあるが、さすがに結構歳が離れているせいか、向こうはどこか親しん戚せきのお兄ちゃん的な感覚でアクスに接してくる。友達、という感じがしなかった。

　それと気になることが一つ。それは村人たちが、ふと東の空を険しい顔で見つめること。その理由は誰も答えてくれない。もっと大きくなれば教えてあげると煙けむに巻かれるだけ。

　アルティアやパウラに聞いてもそれは同じ答えだった。いつか話してくれるという約束をしたので、アクスはもう気にしないことにしていた。

「っぷはぁぁぁっ！　や～っぱ、仕事のあとはコレだコレェ！　生き返るぜぇぇぇ～っ」

　頰ほおを紅潮させたパウラが右手に持ったコップを呷あおる。中に入っているのは彼女の大好きな酒だ。すでに酒瓶びんを三つも空にしている。というか酒を飲む姿が、一仕事終えたあとの中年オヤジのようで、とても美女……いや、女性に見せてほしい恰かつ好こうではない。

「もう、いい加減そこまでにしたらどうですか？　さすがに飲み過ぎです」

「あぁ？　何だよぉ、ひっく……アタシから楽しみを奪うばうのかい？」

「うわ、酒臭くさっ！　パウラ様、ここにはアクスくんもいるんですから！」

「お、ちょうどいいじゃねえか。おいアクス、酌しやくしてくれるか？」

「もう、ダメですってば！」

「あっ、ちょ、返せこらぁ！」

　アルティアが酒瓶を奪い、パウラが怒いかり眼まなこで睨にらみつける。

「ならあと一いつ杯ぱいって約束できますか？」

「……いやだから、酒はアタシの人生そのもので……」

「この屋や敷しきにあるお酒を片かたっ端ぱしから凍こおらせますよ？」

「ああっ、分かった分かった！　一杯だけで終わるからぁ！」

　結局パウラが折れる形になった。台所の支配者であるアルティアには逆らえないようだ。

　アルティアに一杯だけ恵めぐんでもらった酒を、不満そうな表情でチビチビと飲み始めるパウラを見て、こんな情けない酔よっ払ぱらいにはなりたくないなと強く思った。

「……そういえばアルティア、最近変わったことはないか？」

「はい。特にありませんよ。至って平和な限りです」

「そっか。そりゃ良かった良かった」

　こんなふうに、パウラはいつもアクスたちのことを気遣ってくれる。

　仕事に関しても、ちゃんと食べていけているということは、商人の護衛などの仕事はそれなりに実入りがあるという証しよう拠こだろう。

「パウラ様こそ、仕事ばかりですが、お酒だけじゃなくてしっかり食べていますか？」

「当然だ。食わねえと力出ないからな。それに外じゃまたモンスターどもが活発化してやがるし」

「……そう、ですか」

「まあ、辛しん気き臭くさい話なんてするこたねえ。なあアクス」

「ん？　なに？」

「そういやアンタはどんな魔法を使えるようになったんだ？　最近見てやれてねえしな。《風弾エアガン》だけか？」

「他に二つ使える」

「おおー！　その歳としで三つもかよ！　こりゃマジに将来は期待できそうだぜ！」

「当然です。このアルが育てているのですよ？」

　むふぅと自じ慢まんげに小さな胸を張る。

「それもあるが、生まれつきの魔力が高いというのも大きい」

「そうですね。アクスくんはまだ魔法の種類は僅わずかしか扱あつかえていませんが、内包する魔力量は信じられないくらい多いですし」

「え？　オレってそんなに多いの？」

「多いですよ。単純に量でいうならアルの十倍以上はあるんじゃないでしょうか」

「じゅ、十倍!?」

　エルフという種族は魔力に恵まれ、子供でも通常の魔法士の数倍ほどの魔力量を持つ者だっているのだ。アルティアもエルフの血を引いているお蔭かげか、その身に秘ひめる魔力量は膨ぼう大だいである。

　そんな彼女の十倍と聞くと驚くのも仕方ないだろう。

「オ、オレってそんなにあったのか……！」

「しかもそれでまだまだ発展途と上じようだというんですから大した才能ですね」

　魔力の量は生まれつき上限が決まっていて、鍛きたえて増やしてもいつかは壁かべにぶち当たる。それがその者の魔力量の限界ピークなのだ。そして基本的に初期の魔力量で、大体の潜せん在ざい的魔力量は推おし量れると言われている。

　まだ本格的に鍛えているわけでもない状態で、アルティアの十倍以上の魔力量を持つアクスは凄すさまじい才を持っているとのこと。

「あれ？　でも魔法を三回くらい使うとしんどくなるけど？」

「それは単に魔力のコントロールが稚ち拙せつで、その反動で気き疲づかれをしているだけです」

「じゃあコントロールが上う手まくなれば三回くらいで疲れない？」

「三回どころか、《風弾エアガン》程度なら数十発撃うっても大だい丈じよう夫ぶでしょうね」

　自分に秘められた予想外の魔力量に脱だつ帽ぼうしてしまう。嬉しいのだが実感がないから微び妙みような気分である。

「ただ……」

「ん？　どうかしたの、パウラさん？」

　何か言いたげな様子でジッと見つめてきていたので聞いてみた。

「……いやな、アルティアも気づいてるだろうが、アクスが魔法を扱う時、いや、正しくは魔力を練っている時か。何な故ぜかアクスの両眼に魔力が集まりやすくなってるんだよな」

「あ、それはアルも気づいてましたよ。多分無意識の癖くせだと思ってたんですけど。あまり支障はないのでアクスくんには言ってませんでしたけど」

　通常、魔力で全身を強化する時は、全体に万まん遍べんなく魔力が行き渡わたる。そう意識するからだ。

　しかしアクスは無意識に魔力が両眼に集中する癖があるらしい。

「まあ、今のところ問題も起こってないようだし、放ほうっておいても大丈夫だと思うけどな」

「そうですね。ただ一応次から意識させて万遍なく全身に魔力を行き渡らせるようにしますね」

「そこまで求めなくても、今は好きにさせといてもいいんじゃねえか？」

「いえいえ、眼に行き過ぎて魔力暴走を起こし爆ばく発はつ、とかはシャレになりませんし。ちゃんと教えるようにします」

　確かに爆発とかは嫌だ。命は大切だから。失明もノーサンキューである。

　この第二の人生。今度こそ謳おう歌かしてから死にたい。

（前の人生じゃ、死に様すら覚えてないしなぁ）

　どんな死に様だったのかも分からない。もしかしたら忘れているだけかもしれないが、いまだに靄もやがかかったようで引っ張り出すことができずにいた。

「大事に育ててえってわけか。まあ気持ちは分かるけどな。次代を担になう子供らに、約束された平和を堪たん能のうさせたいってのは、よぉ」

　遠くを見るような目をするパウラ。同時にアルティアもまた苦く笑しように似た、何とも言えない表情をしている。時折だが、彼女たちはこんな表情を見せるのだ。しかしその雰ふん囲い気きは、追求してはいけない空気を醸かもし出す。

　アルティアはすぐにいつもの表情を浮うかべ、

「まあ、アルだって見た目はまだ子供なんですけどね」

　と口を尖とがらせながら言う。

「あっはっは、そうだったね。けどま、実じつ年ねん齢れいはさ、アタシとそう変わら──」

　グサッとテーブルの上にフォークが突つき刺ささる。

（…………え？）

　シーンと場が静まり返った。

「……何か仰おつしやいましたか、パウラ様？」

「い、いいや……何でもありませんです、はい」

　突とつ然ぜん顔を引き攣つらせて敬語を使うパウラ。

　気持ちは分かる。今のアルティアから醸し出される異様な殺気。これはあれだ。踏ふみ込んではいけない場所に踏み込んだ時に感じさせる彼女の暗黒オーラ。

　アルティアもやはり女性。歳の話は禁忌タブーらしい。

「おっとそうだ。今日はよ、アルティアとアクスに土産みやげがあったんだ」

　そう言うと、パウラが席から立って自分の部屋へと向かう。しばらくして帰って来ると、彼女は一冊の本と、綺き麗れいなガラス玉が嵌はめ込まれたペンダントを持っていた。

「この本は、前にアルティアが欲しがってたやつだ」

「はわぁ～！　そうですぅ！　と～っても読みたかったやつじゃないですかぁ！　ありがとうございます、パウラ様！」

　本を抱だきしめて小こ躍おどりしている。

（よっぽど嬉うれしいんだろうな。まあ、アルが大の本好きだってことは、オレも知ってるし。特に歴史本）

　しかしまたあの歴史本を読んだあとに、長々と説明を聞かされるのだと思ったら少しうんざりしてしまうのだけど。

「そんで、アクスにはこのペンダントだ」

「なに、これ？」

「これは《守護宝ほう珠じゆ》ってのが嵌められてるアクセサリーの一種だな。一度だけ災わざわいを防いでくれるって代しろ物ものだ」

「へぇ。何か高そうだけど、もらっていいの？」

「当然だろ？　アンタのために手に入れてきたんだからよ」

「そっか。うん、ありがと、パウラさん！」

「でも男の子にペンダントって、珍めずらしいですよねパウラ様」

　確かにアルティアの言うことも一理ある。普ふ通つうは女性に贈おくる物かもしれない。

「あーまあ、子が五歳、そんで十五歳になった時に親が贈る物が決まってんだよ。昔アタシがいたところの風習じゃな。五歳ん時はペンダントだ」

「えぇー、十五歳って元服の年ですよね～、アルはもらってませんよぉ」

「いやだってお前、アタシと会った時はすでに歳は──っ」

　一いつ瞬しゆんのことだった。パウラの懐ふところへ潜もぐり込んだアルティアは、今度はフォークをパウラの首元へ突き付けていた。

「……この短い間に二度もタブーを破りますか、パウラ様？」

「あ、は、ははは…………いやマジでごめんなさい。許して。だからそのフォークをどけてください！」

　本当に学習をしない人パウラである。

　何とか空気を変えようと思い、アクスはさっそく首からペンダントをかける。

「ど、どうだ？」

「きゃーっ、可愛かわいいですよぉ、アクスくん！」

「はは、似合う似合う」

　カラカラとパウラが笑う。こういうものを初めて身につけるが、まるで田舎いなか者が都会に馴な染じむように必死に垢あか抜ぬけようとしている感じがして若じやつ干かん気き恥はずかしい。

　一応アクスも男なので、可愛いものを身につけるのは抵てい抗こうがないわけではないが、パウラが親として贈ってくれたものなので心の底から嬉しかった。

「それにしても、アンタをあの壊かい滅めつした都市で見つけてもう五年かい。早いもんだねぇ」

「あ、そういえば聞きたかったんだけど」

「ん？　何だい？」

「オレが捨てられてた場所って、何で壊滅したんだ？」

「詳くわしいことはアタシも知らないけどね。何でもあそこは大昔にドデカイ化け物に襲おそわれたって話らしいよ」

「ふぅん。どうして？」

「だから詳しくは知らねえっての。ただまあ……あの都市には専もつぱら化け物が住みついてるって話があってね。仕事で近くへ行ったもんだから、観光がてら行ってみるとアンタがいたってわけさ」

「そっかぁ。拾ってくれてありがとな」

「よ、よせって礼なんか！　身体からだが痒かゆくなっちまうし！」

　それでも本当に彼女には感謝している。彼女が見つけて拾ってくれなかったら、確実に今の自分はいないだろう。

　あのまま飢うえ死にするか、モンスターに食べられる。そんな結末しか見えない。

「……オレの親って、何でオレを捨てたんだろ」

「「……っ!?」」

「……あ、ごめん。別に今となっちゃどうでもいいんだけどな」

　本当にどうでもいいと思っている。何故なら親の顔すら知らないのだ。そこに情が湧わくことはないし、怒いかりでさえも今はない。

「ただちょっと気になっただけで」

「アンタを捨てた親のことなんか気にすんな。そんなクソどものことはよ」

「パウラ様。言い過ぎですよ。一応アクスくんの親なんですから」

「フン。子を捨てるような親なんてクズだクズ。たとえそこにどんな理由があってもな」

「まあ、気持ちは分かりますけど、ね」

　空気が悪い。あまり見せないパウラの不ふ機き嫌げん面づらにアクスも反応に困る。

「…………でも」

　そんな言葉を発したアクスに、二人が注目する。

「だけど……本当に憎にくくて捨てたなら、ネームカードは置いてないんじゃないかな」

「っ……それはそうかもしれないけどよぉ」

「それに、已やむに已まれぬ事情があって仕方なくってこともあるのかもな」

「だとしても捨てたことには変わりねえよ！」

　自分としては気にしてないので軽い調子で言い、場の雰囲気を和なごやかにしようと思った矢先、声を荒あららげたパウラにアクスも驚おどろいてしまう。

「あ……す、すまねえな。つい怒ど鳴なっちまった」

　バツが悪そうな顔をする彼女。その様子を見ていると、子を捨てる親に対し、何か強い思い入れがあるような気がしてならない。

「まあよ。もう親のことなんか気にすんなって。アンタはアタシたちが最後まで守るからさ。な、アルティア」

「はい。もちろんです。そしていずれはアルの旦だん那な様に……ぐふふふふ」

　またもトリップするアルティアに、アクスとパウラはジト目で見つめる。

　だが彼女たちの想おもいはとてもありがたい。とてもあったかい。とても嬉しい。

　血は繫つながっていなくとも、彼女たちは家族。少なくともアクスはもうそう思っている。

　だから彼女たちが困っているなら力を貸したいし、守ってあげたい。

　この気持ちは──本物だ。

　恩返し、といえばそれまでだが、アクスは感謝しているし、全力で返していきたい。

「はは、ありがとな、二人とも」

　だから言うのだ。こうして言葉にするのだ。

　それが彼女たちとの絆きずなを確かめることのできる方法でもあるのだから。










　　　　　　第二章　村の真実




「──たぁぁぁっ！」

　アクスは手に持った木ぼつ剣けんを全力で振ふり下ろす。

「甘い！」

　カンッと乾かわいた音とともに、手に持っていた木剣が弾はじかれてしまう。

　手にも衝しよう撃げきが伝わり痺しびれてしまっている。

　かろうじて木剣を落とすことはなかったけど……。

「っ……やっぱりパウラさんは凄すごいな」

　プレゼントをもらった翌よく日じつから、パウラに剣の鍛たん錬れんをしてもらっているのだ。

　まだ五歳だし剣の鍛錬は早いのでは、とアルティアは言っていたが、アクスが強く願い出たこともあり、パウラが家にいる間は付き合ってくれるようになったのである。

　鍛錬といっても、パウラは我流の剣術しか持ち合わせていないということで、基本的な素す振ぶりの練習も一通りやったが、ほとんどこのような打ち合いを行っていた。

「ほらほら、それだけかい？」

「っ！　ま、まだまだぁ！」

　まだ五歳とはいえ、これでも男なのだ。女性に「その程度で諦あきらめるの？」的なことを言われて黙だまってられない。

　何な故ぜなら男が女性にカッコつけたいと思うのは、生まれ変わっても同じみたいだから。

「てやぁぁぁぁっ！」

　木剣を両手で強く握にぎって何度も振り回す。しかしその度たびに空を切り、ターゲットは余よ裕ゆうの笑えみを浮うかべたまま回かい避ひしてしまう。

「っ……はあはあはあ……あ、当たらない……」

「ハハハ、当然当然。そんな大振りがそう簡単に当たるもんかい。いいかい、アクス。剣を当てるには、相手の動きを見るんだよ。そして最小限の動きで最大限の効果を発揮させる。──こんなふうにね！」

　刹せつ那な、空を切り裂さく音が聞こえたと思ったら。

「……あ」

　持っていた木剣がパキッと切断されてしまっていた。

　ちなみにパウラが持っている武器も同じ木剣だ。

（うわぁ……木で木を真っ二つとか……）

　だがアルティアも同じようなことができるので、この世界では不思議なことではない。

　実際に軽々とやってみせた女性を啞あ然ぜんと見つめていると、くしゃりと頭を撫なでられる。

「いつかこれくれえはやってみせな」

「……できると思う？」

「できるできる。鍛錬あるのみ、だけどな」

「だよなぁ……頑がん張ばるしかないか」

「よし。ちょっくら休きゆう憩けいだ。ちょいとついてきな、アクス」

「へ？　どこ行くんだ？」

「散歩だ散歩」

　そう言って家の庭から出て行くので、アクスもついていく。

「おや、パウラさん。それにアクスくんも、こんにちは」

　話しかけてきたのは隣となりの家のおじさんだ。名前はジンクといい、今は庭の畑で作業している。麦わら帽ぼう子しを被かぶって穏おだやかな笑みを向けてきていた。

「こんにちは、ジンクさん」

「今日も元気そうで良かった。おっとそうだ、良ければ……」

　そう言いながら畑の奥へと入っていきすぐに戻もどってくると、その手には大きくて真っ赤に育ったトマトが握られていた。

「どうだい、このトマト。立派なもんだろう？」

「うん、凄く美お味いしそうだよ！」

「ああ、この土地でそれだけのものを作るなんてやるじゃないか」

　パウラも褒ほめると、ジンクは本当に嬉うれしそうに笑う。

　通常、作物はなかなか育ちにくい。実際、アクスがまだ三歳くらいの時、ジンクの畑には緑がほとんど見当たらなかった。だがジンクは毎日試行錯さく誤ごをして、こうして見事なトマトを栽さい培ばいすることに成功したのだ。

「あはは、これからはもっともっとたくさんの作物を育てるつもりだよ。実ったら是ぜ非ひご馳ち走そうするからね」

　ジンクがアクスの頭を撫でながら言う。きっと彼ならできるだろうと、アクスも楽しみである。

　ジンクがトマトをくれるというので一つずつ受け取り、パウラと仲良くトマトを齧かじりながら歩く。

「んん～、美味しい」

「だな、甘くてフルーツみてえだ」

　歩いているとパウラを見かけた者たちが、先さき程ほどのジンクのように一様に挨あい拶さつをしてくる。彼女もそれに軽く手を上げて笑顔で応こたえていく。

　村の人たちの態度から、パウラがいかに彼らに慕したわれているのかがよく分かる。

　当然アクスにも挨拶くらいしてくれるが、パウラに対する村人のそれには、敬愛が含ふくまれているように感じられる。

　すれ違ちがう村の子供たちは、全員がアクスのように剣や槍やりなどの武器を扱あつかう鍛錬をしていた。子供というものはもっと自由に遊び回っているものと思っていたが、結構な時間を費ついやしてまで身体を鍛きたえていることに驚いたものだ。

　パウラに聞くと、このご時世何があっても対応できるように心身ともに鍛えるのが、この村の風習になっているという。

　確かに村に住む人たちは全員身体つきがいいように思える。女性も男性も個人差はあるものの、若々しく逞たくましい気がするのだ。健康志向が強い村なのだろうとアクスは考えている。

「ねえパウラさん、これからどこに行くのさ？」

「おう。ちょいといい見晴らし台があってだな」

　彼女が指を差したのは、村に幾いくつか立っている見晴らし台である。常に人をそこへ配置させており、外からの障害を警けい戒かいしているようだ。

　見晴らし台は円柱状になっており、上に登るには梯はし子ごを伝っていく。

　アクスもパウラのあとについて登る。

　そういや、見晴らし台に登るのは初めてだ。

　一度登ってみたいと思っていたが、アルティアに言うと「危ないからいけません」と注意されるだけだった。

　もしかしたらその話をアルティアから聞いて、パウラがここへ連れてきてくれたのかもしれない。そうだとすれば感謝である。

　最上まで登ると、そこには一人の男性が立っていた。パウラが「しばらく休憩してろ」と言うと、男は恐きよう縮しゆくしたように下へ降りて行く。

「……パウラさんって、もしかして村の中で偉えらい人？」

「ん～まあそこそこってとこだな」

「そうなのか。あ、でもまだオレって団長って人と会ってないけど、いいのかな？」

「あーまあ、別にいいさ。今はこの村にはいねえしな」

「へ？　そうなんだ」

「んなことより、ほら見てみろよ」

　何か誤ご魔ま化かすような感じがしたのだけれど、彼女が促うながした先に見える景色の素晴らしさに小さな疑問はどこかへ飛んで行ってしまった。

　村が一望できる高さにある見晴らし台からは、周囲に広がる外の様子までハッキリと視界に収めることができる。

　周りは森で囲まれているが、ずっと先には高々と聳そびえ立つ山々が確かく認にんできるし、視点を変えれば海も遠くに見えた。

　とても気持ちの良い風が頰ほおを撫で、絶景に酔よいしれてしまう。

「どうだ？　いい景色だろ？」

「うん。それに村の人たちって結構いたんだな」

　こうやって上から見れば、下にいる時と違った村の状じよう況きようが伝わってくる。小さな村ではあるが、まだ喋しやべったことのない人たちもそれなりに発見することができた。

「……なあアクス」

「ん？　なに？」

「……お前は、この村を見てどう思う？」

「へ？　どうしたんだよ急に？」

　何故か真剣な声こわ音ねを発す彼女に違い和わ感かんを覚えた。

「……どう思うかって。別に平和そうでいいと思うけど」

　ここから見える人たちは、それぞれに仕事をこなしている。畑で仕事をしている者もいれば、商売に勤いそしんでいる者、広場で談だん笑しようしている者たちもまた確認できた。

　穏やかな時間が流れており、まさしく平へい穏おんそのもの。

「……平和、か」

「もしかしてパウラさんは、平和……嫌きらい？」

「いんや。大好きさ。できればいつまでも、こいつらや……お前とアルティアたちと一いつ緒しよに楽しく過ごしてえよ」

「……でも何でそんなに不安そうなんだ？」

「！　……はは、相変わらず五歳のガキには思えないほど鋭するどい子だね、お前は」

　苦笑交じりに肩かたを竦すくめるパウラ。

「アクスは、守りてえものってあるか？」

「……あるよ」

「それは何だ？」

「アルだ。それにパウラさんだって」

「！　…………そっか」

　その時、彼女はとても優やさしげに微笑ほほえんだ。だが何故か、彼女の瞳ひとみの奥には悲ひ哀あいが込められているようにも見えた。

「パウラさんにもあるんだよな？」

「……まあな」

「何なのさ？」

「……秘密だ」

「うわ、自分だけ言わないとか卑ひ怯きようだな」

「ハハハ！　聞きたかったら、アタシより強くなってみな！」

「むぅ……これだから大人は」

「大人みてえなガキが何言ってんだか」

　確かに精神的には大人だが。

　パウラがそっと頭の上に手を置いてきた。それは女性の手なのに、とても大きく温かいと感じた。

　彼女はニカッと笑って言う。

「ここに登ったことは、アルティアには内緒な」

「じゃあ二人だけの秘密ってことか」

　パウラは不思議な魅み力りよくに包まれている女性だ。謎なぞも多い。

　だけど確かに彼女からは親愛の情を感じる。とても大切にされているという愛を。

　だからアクスは思う。

　またこうして二人で見晴らし台に来たい、って。







「────あれ？　パウラさん、あれってもしかして」

　見晴らし台から家への帰り道、不意に発見した見慣れない馬車が二台。

　その周りにも天幕が張られており、初めて見る顔もまた幾人かいた。

「ああ、言ったろ、行商人の馬車を護衛する仕事をしてるって。そいつらだよ」

　確かに馬車の荷台には、ここらでは見かけない食材や品がたくさん載のっている。本や服まであるようなので、アルティアに言えばすっ飛んで来そうだ。

　すると馴な染じみのない大人たちの中からひょっこり顔を出した存在があった。

　アクスくらいの少年である。

　白雪のごとく真っ白な髪かみを持ち、クリッとした無む邪じや気きな海色の瞳がアクスを捉とらえて「あっ」と小さく声を漏もらす。

　互たがいに見つめ合う形で止まってしまう。

　ここには外見上、小さな子供といえるのはアクスだけであり、その少年も「あ、子供だ！」という驚おどろきに満ちているようだった。

「む？　どうしたセイガ……ああ、これはこれは、オーダー殿どのではありませんか！」

　少年の名前を呼んだ、見た目は少し怖こわい印象さえ与あたえる厳格そうな男が、パウラのファミリーネームを口にした。ただ声音は明るく、笑えみを浮うかべたその顔はホッとさせるものがある。

　そんな彼の若じやつ干かん細い瞳が、アクスの存在を確認してさらに細まった。

「……おや？　この村にこんな小さな子供がいたのですか？」

「はは、そういえば以前護衛した際にここへ来た時は紹しよう介かいしてませんでしたね。しかしそちらも今回はその子を連れてきたではないですか」

「いえ、そろそろこの子にも世界を教えようかと。それにしても……」

「？　何か？」

「いやいや、この村で初めて見るお子さんなので。もしかしてオーダー殿の？」

「はい、息子むすこです。血は繫つながってませんが」

　即そく答とうしたパウラの言葉にアクスは心温まるものを感じた。血は繫がっていないが、息子……家族だと認めてくれていることが素す直なおに嬉うれしかったのだ。

　そしてパウラから名乗るように言われたので。

「アクスです。遠いところからようこそいらっしゃいました」

「おっと、礼れい儀ぎ正しい子ですな。私はフラガだよ。見た通りしがない行商人をやっているんだ。セイガ、お前も挨拶をしなさい」

「はい、父上。俺はセイガっていうんだ。よろしくな！」

　ニカッと屈くつ託たくのない笑みを浮かべるセイガもまた、フレンドリーではあるがちゃんとした挨拶ができる子であった。

　聞けば年ねん齢れいもアクスと同じ五歳だという。

（でも五歳にしてはしっかりと喋る子だなぁ）

　前世の記き憶おくがある自分と同じように流りゆう暢ちように話すので、商人の子供とは思えない教育を受けているように感じた。

「ちょうどいい。アクス、これからこちらのフラガ殿と話があるから、二人で遊んできたらどうだ？」

「オレは別にいいけど……」

「どうでしょうか、フラガ殿？」

　しかしフラガは答えずに、ジッとアクスを見つめているだけ。そんなにこの村で小さな子供を発見したことが不思議なのだろうか。ただまあ確かに、この村の幼児といえばアクスだけなので珍めずらしいかもしれないが。

「フラガ殿？」

「！　いえ、そうですな。アクスくん、今回おじちゃんたちは一ヵ月くらいの滞たい在ざい予定なんだよ。その間、よければセイガと遊んでやってくれないかい？　他ほかの子供に頼たのんでみようと思ったんだけどね、同年代の方が話が合うと思ってさ」

　頰を緩ゆるめて言うフラガから子を想おもう優しさを感じた。アクスも初めて同年代の男友達が作れそうということもあり二つ返事でＯＫした。

「ありがとう。セイガ、迷めい惑わくをかけないようにな」

「はい！　えっと、よろしくな、その……アクスくんでいいか？」

「アクスでいい」

「だったら俺のこともセイガでいいぜ。この村を案内してくれるか？」

「ああ。それじゃ行こうか」

　アクスの心が何だか高こう揚ようしていた。初めて普ふ通つうに接することができる男の子と会えたからだろうか。

　冒ぼう険けん心をくすぐられる思いを抱いだきつつ、アクスはセイガを連れて村中を回ることに。

　セイガは知識欲が強いのか、いろいろ質問を投げかけてはアクスがそれに答えることを繰くり返す。

　そしてまたアクスも、セイガのことをいろいろ聞いた。

「へぇ、セイガも魔法使えるんだな」

「おうよ、もしかしてアクスもか？」

「まだ扱あつかい切れてないけどな」

「でも俺らくらいの子供が使えるのは珍しいって親おや父じも言ってたぜ」

　先さき程ほどは父上と呼んでいたが、今は親父。こっちが本ほん性しようなのだろう。

「みたいだな。オレもパウラさんから聞いた」

「パウラ……って、あのやべえくらい強つええ人だよな？」

「へ？　ああ、もしかしてパウラさんが戦うところを見たことあった？」

「おう。護衛中にトロルってめっちゃくちゃでっけえモンスターが三体も出てきたんだけどよ……」

　トロル──苔こけ色いろをした肌はだと、三メートルを超こすほどの巨きよ体たいが特とく徴ちようの怪かい物ぶつだ。討とう伐ばつにはかなりの実戦力が必要になるだろう。

「マジですごかった……。すげえ長い刀で踊おどるみてえにトロルを斬きってたしさ。しかも一人でだぞ」

　剣けんの鍛たん錬れんをしてもらっているアクスも、前にパウラに外に連れて行ってもらいモンスターとの戦い方を見せてもらったことがある。

　その時もパウラの尋じん常じようではない強さを垣かい間ま見みた。

　踊るように──。

　セイガがそう口にした理由が分かる。パウラは自身よりも長い刀を扱う。それを器用に振ふり回し、まさしく踊るように敵を斬り倒たおしていくのだ。

　彼女も魔ま法ほうを扱うことはできるが、どちらかというと剣術の方が得意だという。

「俺もさ、親父から剣の稽けい古こを受けてんだよ」

「え？　行商人なのに？」

「あ、え、えっと……さ、最低限の強さが必要だって！　ほら、旅に危険はつきものだし！」

「ああなるほど」

　何な故ぜか焦あせった様子だったので気になったが、確かに旅をするにもゴブリンくらい退治できるくらいの剣の腕うではあった方が良いかもしれない。

「そうだ、じゃあちょっと打ち合ってみないか？」

「俺とか？　いいね！　アクスと仕合ってみてえ！」

「よし行こう！　オレの家に案内するからさ！」

　家で家事をしているアルティアにも紹介したかったこともあり、彼を連れて行くことにした。







「──アル～！」

　家に到とう着ちやくし、アルティアの名を呼ぶと、すぐに家の奥から返事とともに彼女が姿を見せた。

「おかえりなさーい、アクスくん……って、子供？」

「紹介する。こっちは今村にいる行商人の息子──セイガっていうんだ」

「セ、セイガだ……です！」

　急に敬語で話すセイガ。アルティアは子供っぽい見た目だが年上だと気づいたのだろうか。

「お、おお～！　美少年が二人！　こ、これはまさしく！　まさしくですね！」

　何がまさしくなのかサッパリ分からない。

　ただアクスとセイガを交こう互ごに見ながら興奮気味のアルティアに、空そら恐おそろしいものを感じたのは言うまでもない。

（やっぱりアルはショタコンなの……か？）

　信じたくはなかったが、今の彼女の態度に不安になる。

「フッフッフ、しかーし！　いくら将来性のある美少年だからといっても、アルのアクスくんも負けませんよ！　セイガくん、よぉく聞いてください！　何たってアクスくんは美しさと可愛かわいさのみならずワイルドさも兼かね備えていますからね！」

「は、はぁ」

　前言撤てつ回かい。どうやら彼女の嗜し好こうのベクトルはアクスだけに向けられているようだ。

　ホッとしたようなゾッとしたような変な感じである。

「あ、あのアル、恥はずかしいからそのへんで止めてくれ」

「そうですか？　アクスくんの素晴らしさを伝えるには、あと半日くらいは喋しやべりたいところなのですが……おほん、まあいいでしょう。アルは……私はアルティア・スクルドと申します。よろしくお願いしますね！」

「は、はい！　こ、こちらこそ！」

　明らかに緊きん張ちようしている様子がセイガから伝わってくる。何故だろうか……。

「ところでアクスくん、どうして彼を？」

「紹介しようと思って。これからしばらく一いつ緒しよに遊ぶから」

「ああなるほど。確かパウラ様が一ヵ月くらいは行商人たちがこの村にいるって言ってましたね。それにしてもこの村に子供連れ、ですか」

　ジッと観察するようにアルティアがセイガを見つめる。セイガは見つめられたことに照れたのか目を泳がせていた。さっきも言葉がつっかえていたが女性が苦手なのだろうか。

　ただアルティアの雰ふん囲い気きは、まるでセイガの一挙手一投足を探さぐるような感じだ。もしかすると子供連れが来ることをあまり歓かん迎げいしていないのかもしれない。

　──が、すぐにアルティアはいつも見せるような笑みを浮うかべる。

「ま、パウラ様が許したのであれば大だい丈じよう夫ぶでしょう！　そうと決まればささ、家の中へ！」

　彼女に促うながされてアクスとセイガは歩を進めていく。

「あのさ、今からセイガと稽古したいんだけど、見ててくれるか？」

「ええ、いいですよー。では準備しますから、お庭にいてくださいね」

　そう言ってアルティアが離はなれていったので、アクスはセイガを連れて庭へと向かう。だが足を止めたまま、去って行くアルティアの背中にホッと息を吐つくセイガを見た。

「……どうしたんだ、セイガ？」

「へ？　あ、ううん、何でもないって！」

　慌あわてた様子で首を左右に振る。何でもなくなさそうだから聞いたのに……と思ったあとに、セイガが目をキョロキョロとさせて口を開く。

「え、えっと……よ、アクス」

「何？」

「その…………アルティアさんって女の人、だよな？」

「は？　そうだけど……」

「いや、実はちょっとさ……。アルティアさんみてえに何かこうテンション高たけえ女の人って苦手というか緊張するんだよ」

　確かにアルティアのキャピキャピした様子を苦手とする者もいるかもしれない。アクスも初対面だったら気け圧おされるだろう。何せいきなり強きよう烈れつな弟自じ慢まんをされるのだから。しかしなるほど、緊張していたのはそういう理由だったらしい。

「パウラさんみてえな人だったらカッコ良いって感じで緊張なんかしねえんだけど」

「ああ、なるほど。パウラさんはサバサバもしてるし接しやすいかもな」

　そんな他愛たわいもない話をしながらセイガと一緒に庭に出ると、互たがいに準備体操をし始めた。

　そしてその間にアルティアが木剣を二つ持ってきてくれたので、それを使って稽古をすることになった。

　セイガは父親に剣の稽古をしてもらっていると言っていたが、確かに彼の振るう剣に鋭するどいものを感じた。

　パウラに師事しているアクスと互角に打ち合っていることが驚おどろきなのか、縁えん側がわで見ているアルティアも感かん嘆たんの溜ため息を漏もらしている。

　カンッ、カンッ、カンッ！

　木剣同士がぶつかり合い乾かわいた音が周囲に響ひびく。

（何だろう……何か……何か凄すごく楽しい！）

　いつも上手ばかりとしか打ち合っていなかったためか、こうして実力が拮きつ抗こうしている者との稽古は、実に新しん鮮せんだった。

　それはセイガも同じなのか、打ち合っていると彼の顔にも楽し気な緩みが出ている。

　アクスとセイガは、時間を忘れてしばらく稽古という名のチャンバラごっこのようなやり取りに没ぼつ頭とうしていた。







　──一ヵ月後。

　セイガと知り合ってから、アルティア曰いわくアクスが毎日本当に楽しそうだったという。

　アクス自身も、彼と友好を深めるのは楽しく刺し激げき的と感じていた。

　毎日のように釣つりや虫取りに出で掛かけ、日が暮れるまで稽古をした。また皆みなに黙だまって外へ探険しに行った時は、ドキドキしながらも楽しくて心の底から笑ったものだ。

　ただこの一ヵ月一緒にいて分かったのは、セイガが相当高い教育を受けているかもしれないということだ。言こと葉ば遣づかいもそうだが、ふとした時の立ち振ふる舞まいや知識量も、凡およそ平へい凡ぼんな行商人の子供だとは思えなかった。

　子供にしては賢かしこく利発なセイガとアクスは、次し第だいに打ち解け合い何をするにも一緒にいる仲になっていた。

　そして今日もまた村の近くにある川で、二人は一緒に釣りをしていた。

　どっちがより大きな獲え物ものをゲットできるか勝負をしているのだ。

「──っ!?　きったぁぁぁぁっ！」

　アクスお手製の釣り竿ざおが大きくしなる。全力を出して両足で踏ふん張り釣り竿を天高く持ち上げると──

　──バシャァッ！

　糸に繫つながれて川から出てきたのは三十センチメートルほどの鮭さけに似た魚。

「よーし！　明らかにセイガが釣ったやつよりオレの方がデカイ！　オレの勝ちだ！」

「はあー！　冗じよう談だんじゃねえって、ちゃんと見ろよ！　ほらほらぁ、さっき俺が釣ったこっちの方が大きいってば！」

　セイガが木の桶おけに入れていた魚を見せつけてくる。

「いーや！　オレの方がデカイ！」

「違ちがう！　俺の方だ！」

「オレ！」

「俺！」

「「むむむむぅ！」」

　と、微び妙みような差だといつもこうしてどっちも勝利を譲ゆずれないで睨にらみ合いになってしまう。

　だがすぐに……。

「「──ぷっ！　あはははははは！」」

　こんなふうにムキになっている互いの顔が面おも白しろくて笑ってしまうのだ。

「んじゃ引き分けってことで」

「あーあ、これで五十二勝五十二敗十八引き分けかぁ。せ～っかく今回で勝負がつくと思ったのによぉ～」

　やれやれとセイガが残念そうに肩かたを落とす。

　彼とはいろいろなことで勝負をしてきた。通つう称しよう〝アクセイ勝負〟。今回の勝負で、もしかしたらどちらかが勝ち越こしできるかもしれない、といったところだったので残念なのはアクスにもよく分かる。

　今日勝負を決したかったのには理由があった。

　明日にはセイガがまた旅に出るからである。パウラたちとの商談が終わり、この村から去って行く。

　この一ヵ月間で、セイガもこの村を気に入ってくれたようで、お互いに別れがたいと思っているのだった。

「……なあセイガ、またあそこに行こう！」

「え？　……ああ、いいぜ！」

　二人で向かった先は、川の上流。

　そこに小高い丘おかがあり、丘の上からは眼前に広がる森とある光景を一望することができるのだ。

「──おーし、ついたぁ！」

　ちょうど良い時間帯だった。

　辿たどり着いたそこから見えたのは、赤く燃える太陽が遠くに見える山々に沈しずもうとしている景色。

　空が茜あかね色いろに染まる優ゆう雅がで穏おだやかな時間が広がっていた。

「やっぱここは最高だ。な、セイガ」

「おう。特等席だよな！」

　ここは偶ぐう然ぜん二人が見つけた絶景の場所である。こうして川に来た時は、夕方になると上流まで上りいつもこの美しい景色を見てから帰るのだった。

「…………なあ、アクス」

「ん？　どうした？」

　何だか神妙な面おも持もちで声を発したセイガ。

「俺は明日、村を出て行くよ」

「旅に戻もどるんだったな」

「……国に帰るんだよ」

「国？　そういやセイガってどこに住んでたんだっけ？」

「…………帝てい国こく。【神聖ガンエデン帝国】」

「確か〝神樹・アダム〟がある国だよな？　すごいな。いつか見たいって思ってたんだ。どんな樹きなんだ？　やっぱり相当デカイ？」

「！　……アクスは」

「ん？」

「アクスは……帝国の人間だから話しかけるな、とか言わないんだな」

「へ？　どういうことだ？」

「俺もよく分からねえけど、帝国に住んでない人は帝国を嫌きらってるみてえだからさ」

「へぇ、そうなのか」

「……だから今まで教えられなかったんだ。親おや父じにも言わないようにって言われてた。ごめんな……」

　どうしてだろうか。帝国が何か嫌われることをしたということだろうか。

（そういや、一度アルに帝国のことを聞いた時に、あまり他ほかの人に帝国の話はしちゃダメって言われてたっけか？）

　それから何となく聞くのが申し訳なくて、本などで知識を増やすことだけしかできなかった。

　世界を支えているといわれる〝神樹・アダム〟という大樹が帝国にあって、その恩おん恵けいを直に受けているせいか、帝国は非常に栄えているという情報だけ知っていた。

　特に辺境地は豊かとは決して言えない。いや正直貧困に喘あえぐ者たちが多い。この村だって裕ゆう福ふくではないし、好きなものを腹はら一いつ杯ぱいに食べられる土地でもないのだ。故ゆえに潤うるおっている帝国が羨うらやましいということから、僻ひがみがあるのかもしれない。

「オレは別に気にしてない。だってセイガはセイガだろ？」

「アクス……えへへ、ありがとな」

「けど何で教えてくれたんだ？」

「それは……だって、アクスは友達だからな！」

「セイガ……！　あはは、でもちょっと違うかも」

「へ？　ち、違う？　何でだよ！」

　不安色に揺ゆらぐセイガの瞳ひとみ。友達であることを否定されるかもしれず怖こわくなっているのかもしれない。

「ああ、だってさ！　オレとセイガは親友だろ！」

「親友……？」

「そうだ。だからいつかさ、帝国にオレが行った時には案内してくれよ」

「アクス……おう！　絶対するぜ！　だってアクスは俺の親友だからな！」

「ああ、楽しみにしてるぞ」
















「任せろ！　また絶対に会おうな！　その時はぜってえ俺が〝アクセイ勝負〟を勝ち越すから！」

「ほほう、だが残念。次に勝つのはオレだ」

「「それじゃ、約束だ！」」

　そうして彼と夕日に包まれながら、互たがいの拳こぶしを突つき合わせて、最後に親指同士をピタッと合わせる。これが二人で決めた約束をする時の仕草だった。

　そこへ──。

「アクスくぅぅんっ、セイガくぅぅんっ！　どこですかぁ～！　そろそろお夕飯ですよぉぉ～！」

　聞き慣れた呼び声が遠くの方からこだましてきた。

「はは、アルも捜さがしてる。今日は御ご馳ち走そうを作るって言ってたし」

「おお、マジか!?　じゃすぐに帰ろうぜ、アクス！」

　互いに腹の虫を鳴らしながら、アルティアの声がする方向へと肩を並べて走り出した。







　テーブルの上に幾いくつも並べられた豪ごう華かな食事。

　それらをキラキラとした眼まな差ざしで見つめるアクスとセイガがいた。

「「おおぉ～！」」

　残念ながらまだ仕事が残っているらしいフラガはこの場にはいないが、今日の夕食は、セイガの送別会ということで、アルティアとパウラと一いつ緒しよに盛せい大だいな宴うたげが催もよおされていた。

　アルティアが腕うでによりをかけて作った食事はとても美う味まく、アクスとセイガの手は一いつ切さい止まることなく次々と料理を胃の中へと流し込んでいく。

「おかわり、アル」

「はーい。セイガくんはどうですか？」

「あ、うん。じゃあ俺も！」

　アルティアに少し苦手意識があったセイガも、この一ヵ月間で大分砕くだけた接し方になっている。

「ガキどもいいねぇ、その食べっぷり！　ほれほれ、こっちもいっとくか？」

　すでに酔よいが回り顔を赤く染め上げているパウラが、酒瓶びんをアクスたちに突き出してくる。

「もう、パウラ様！　この子たちにはまだ早いです！」

「んだよ、つれねえなぁ。別に今日くらいいいじゃねえか、なあセイガ？」

「え……あ、じゃあちょっとだけ」

「セイガくん？　それを受け取ったらお仕置きですよ？」

「ひっ!?　ご、ごごごごごめんなさい！」

　セイガもまた、アルティアの怖さをしっかり認にん識しきしている。まあ、二人で勝手に外へ出て怪け我がをして帰って来た時に受けた説教で、怒おこった彼女の怖さは嫌いやというほど身に染しみているから。

「パウラ様も、バカなことをやってるとお酒を取り上げますから」

「わ、分かってるって！　だからその殺し屋みてえな目つき止やめろってば！」

　パウラも本当に懲こりないようだ。怒られると分かっているのだから最初からやらなければいいのに。いや、あれもパウラなりのコミュニケーションなのかもしれない。

　楽しい食事が終わると、アルティアが用意してくれた風ふ呂ろにセイガと一緒に入ることになった。

　いわゆる五ご右衛え門もん風ぶ呂ろのような造りになっていて、大きな石いし釜がまのような浴よく槽そうにたっぷりと湯が張られている。

「俺いっちばぁぁんっ！」

「あ、こらセイガ！　飛び込むなってば！　ていうか最初に身体からだを洗えって何度も言ってるだろ！」

「あ～あ～、うっさいうっさい。ほんとーにアクスは細けえなぁ」

「こ、細かい……！　あのな、これはマナーってもんで」

「………………っぷはぁぁ～！　あれ？　何か言った？」

「……はぁ。もういい」

　人の話を聞かずに潜もぐって遊んでいるセイガに、これ以上何を言っても仕方ないと思いアクスは身体を洗い始める。

　だがそこへ──。

「よーす、ガキどもぉ、楽しんでるか？」

「「──っ!?」」

　突とつ如じよ入ってきたのはパウラだった。当然ここは風呂場なので裸はだかである。

　しかも豪快にも一切身体をタオルで隠かくしていない。

「ちょっ、パウラさん！　いきなり入ってくるな！　ていうか身体を隠せーっ！」

「うっせえな。別にいいだろ、初めてってわけじゃねえし……って、セイガはどうした？」

「へ？　セイガ……っ!?」

　浴槽にいる彼を見やると、茹ゆで蛸だこのように全身を真っ赤にしながら、グルングルンと目と頭を回している。

「は、はだ……か……おん……な……きゅ～っ」

　相当初う心ぶだったようで、ダイナマイトバディのパウラの裸を真正面から見てしまったことで、彼の純じゆん朴ぼくな許容量がパンクしてしまったらしい。

「セイガ大だい丈じよう夫ぶかっ!?」

「ハーッハッハッハ！　だらしねえな、もうのぼせちまったのかよ！」

　誰だれのせいだとツッコもうとしたが、高笑いするパウラの背後を見てアクスは息を吞のんだ。

　そこにいたのは全身からダークなオーラを立ち昇らせるアルティアだった。そしてその手に持っていたお玉で目一杯パウラの後頭部を強打する。

「へぶしっ!?」

　凡およそ女性がしてはいけない形相を見せたパウラが、そのまま前のめりに倒たおれて痙けい攣れんし始める。

「ではごゆっくりどうぞ、アクスくん、セイガくん」

　そう言うとパウラの足を持って引き摺ずりながら出ていく。

「ったく、最後のお別れなんですから気を利きかすとかできないんですか。そもそもパウラ様はデリカシーというものが……」

　ブツブツと文句を垂れ流しながら去って行くアルティア。

（や、やっぱアルは最強だよなぁ……）

　何があっても彼女に逆らってはダメだ。それと……。

（パウラさんは子供よりも子供過ぎだろ……）

　だからこそ親近感が半はん端ぱないのだが。

「おん……な……おっぱ……おっぱ……おっぱい……っ」

　まだトリップ中のセイガを元に戻もどすことが先決だと判断し、彼の頭から水をかけて正気に戻したあと、ゆったりと二人で風呂を堪たん能のうした。

　それからしばらくして就しゆう寝しん時間となったので、アクスとセイガは同じベッドに横になる。

「あーまだ顔が熱いぜ……」

「ははは、セイガって女の人と風呂に入ったことなかったんだな」

「ねえよ！」

「お母さんとは？」

「！　……おふくろは……いねえ」

「っ、……悪い」

　そういえば彼の母の話は今まで聞いたことがなかった。

「いや、いいって。俺を生んですぐに死んじまったらしくてさ。俺だって覚えてねえし。だから悲しいとか寂さびしいとかはねえな。つうかそれを言ったらお前の方だろ。捨て子……だったんだしよ」

　セイガには自分が壊かい滅めつした都市に捨てられていたことを教えている。

「今のオレにはパウラさんやアルがいるから」

　だから少しも寂しいと思ったことはない。

「だよな。俺にも親おや父じがいるし」

「そういやフラガさんってどんな人だ？　結局あまり喋しやべれなかったし」

「ん～怖こええな。すっげえ厳しいし」

「あーそんな感じはするかもな」

　見た目は商人というより武人のような風格があるから。

「けどちゃんと俺のことをすっげえ考えてくれるし、優やさしい親父だぜ」

「そっか、ちゃんとした親なんだな」

「おう。おふくろの墓参りだって一度も欠かしたことねえし、誕生日だってお祝いしてくれるしな。それにああ見えて結構腕っぷしも強つええんだ。だからいつか俺も立派な大人になって、親父みてえに強え奴やつになりてえな」

　きっとフラガは家族を大切にしている良い父なのだろう。

「……セイガのお母さんもきっと優しい人だったんだろうなぁ」

「そう思うか？」

「まあな、だってセイガのお母さんだし」

「にしし、あんがとな」

　そこで少しの間、他愛たわいもない話をしながら時間を過ごし、気づけば二人は夢の中へと旅立っていた。

　そして何事もなく朝を迎むかえ、アクスとアルティアは村の外までセイガたち行商人を見送るためにやってきていた。

「アクスくん、この一月、セイガと遊んでくれてありがとう。本当に感謝するよ」

「いいえフラガさん、オレも楽しかったです。また是ぜ非ひ来てください」

「ははは、機会があったらその時に、ね」

　フラガに別れの挨あい拶さつを済ませると、彼は荷馬車の方へ向かった。その場に残されたセイガは、アクスと笑えみを浮うかべて向き合っている。

「鍛たん錬れんを怠なまけるなよアクス！　ま～怠けてたら、次は俺の圧勝だしいいけどな～」

「そんなことにはならない。セイガこそ、少しは女の人に慣れろよ？」

「う……それを言うなってば」

　そこへアルティアがセイガに近づき、少し大きな包みを渡わたす。弁当を作ったらしく、道中で食べてほしいとのこと。

　セイガは彼女に礼を言うと、再度アクスと対面してニッコリと笑う。

「じゃ、またな！」

「ああ、また！」

　こうしてセイガたち行商人一行は、次の町まで護衛するというパウラとともに村から去って行ったのである。




　　　　　※




　──十日後、セイガたちを乗せた馬車は、【クリノーク】を出立してある国に到とう着ちやくしていた。

　その名は──【神聖ガンエデン帝国】。

　世界で最も恵めぐまれた土地を頂き、〝神樹・アダム〟をシンボルとする巨大国家である。

　そこには、人々が憧あこがれ、求めるもの、そのすべてがあった。

　そんな裕ゆう福ふくな国の中にある大きな屋や敷しきの前に、セイガたちの馬車は停とまっていた。

　立派な門構えと、広大な庭を有する屋敷は、住む者の格の高さを物語っている。

「お前は少しここで待っていろ」

「はい、父上」

　フラガは息子むすこであるセイガにそう言うと、門を潜くぐり屋敷の中へ入っていく。

　侍じ女じよに話を通すと、彼女の案内で二階のある部屋の前に辿たどり着いた。

　フラガは扉とびらの奥へ向かう前に身み形なりを整え、僅わずかに深呼吸をしてから侍女に頷うなずきを見せる。

　それが合図となり、侍女がノックと声かけをすると、中にいる者の反応を待った。

「──入っていいですよ」

　慇いん懃ぎんさを感じさせる男性の声こわ音ねが聞こえ、侍女が扉を開く。

　フラガは一礼してから敷居をまたいで中へと入る。そのまま真っ直すぐ青い絨じゆう毯たんの上を半ばほど歩くと、スッと片かた膝ひざをついた。その表情は厳格でどこか冷たいものを含ふくみ、とても【クリノーク】で商売していた彼と同一人物とは思えない。

　彼の目の前にはアンティーク調の仕事机が置かれ、その向こうには高級そうな獣けものの革で作られた椅い子すに座る一人の人物がいた。

「フラガ・デュナミス、ただいま帰参致いたしました」

「いやはや、お待ちしておりましたよぉ。……で、どうでしたか？」

「はっ、ここ一年の調査により、あの村は──ほぼ黒かと」

「ほほう。やはりそうでしたか。まあ、でなければたかが辺境の村に、あれほど強固な結界など張りはしませんか」

「小さな村には過ぎた結界術。しかも人ひと払ばらいの術式まで込められておりました」

「そう、それが不思議だったんですよねぇ。モンスターから身を守るだけなら、結界じゃなく、外がい壁へきだけでも事足りますしね。あの周辺に出現するモンスターは、それほど強くはないですから。しかし結界は明らかにＡランク相当であり、村民以外の者を拒きよ絶ぜつする術式もあった」

「故ゆえに調査の必要性があると断定されたのですよね」

　フラガの言葉に対し、ニヤリといやらしい笑みを浮かべる男。

「んふふ、その通りですよぉ。ただ侵しん入にゆうするにはその結界が邪じや魔までしたが……仕事は終わったのですよね？」

「一年の月日をかけて、村に滞たい在ざいする度たびに結界の構造を調べ上げました。ここまで時間がかかってしまったのは想定外でした。申し訳ございません」

「いえいえ、あなたのその慎しん重ちようさはこちらとしても重宝しているところです。先方にバレては逃にげられかねませんしね。んふふ、貴族の身でありながら、目的のためなら下げ賤せんな行商人の恰かつ好こうに扮ふんし、相手を欺あざむくこともできる。その忠誠心は上層部にも非常に評価が高いですよ」

「ありがたきお言葉。結界はいつでも破は壊かいできるように整っております。どうされますか？」

「んふふ、一年もかけて準備をしてくれたのです。失敗はできませんからねぇ。当然僕自ら赴おもむきましょう」

「畏かしこまりました」

「ああそれと、今回の件で成功を収められたあかつきには、あなたにも良い計らいを約束しますから楽しみにしていてくださいね」

「はっ、閣下のお心のままに」

「ええ、本当に良い仕事をしてくれましたよ。──帝てい国こく軍・諜ちよう報ほう部隊フラガ中ちゆう尉い」

　閣下と言われた男は愉ゆ快かい気に笑みを浮かべると、椅子から立ち上がって窓の外を見やる。

「さあ、粛しゆく清せいを始めましょうかねぇ」

　その視線の遥はるか向こうには、【クリノーク】の村があった。




　　　　　※




　セイガが去ってから二週間以上が過ぎていた。護衛として同行していたパウラも戻ってきており、無事に次の町まで送り届けたと聞いてアクスはホッとしたのを覚えている。

　そして今日も、パウラと剣けんの稽けい古こをし、アルティアと魔法の勉強を終えて床とこへ就つこうとしていた。それはいつも通りの過ごし方だった。

　──深夜。

　虫の鳴き声すらしない静せい寂じやくの中、突とつ如じよドンドンドンドンと不安を搔かき立てられるような激しい音が響ひびき渡った。

　当然のように眠ねむ気けは吹ふき飛び、一いつ緒しよに寝ねていたアルティアも起き出す。

「むぅ……一体何事ですかぁ」

　彼女はまだ眠そうだ。

　音は玄げん関かんから。どうやら誰だれかがドアをかなりの勢いで叩たたいているようだ。

　すでにパウラが対応しているらしく、訪問者との会話がうっすらと聞こえてきた。

「────何だってぇっ!?」

　その時、家中に響くほどの大声をパウラが発した。さすがに只ただ事ごとではないと察知したのか、アルティアも真ま面じ目めな表情をしていた。

「結界はどうしたってんだ!?　────はあ？　いきなり破られただぁ!?　あの強力な結界がか!?　冗じよう談だんだろ！」

　周囲を気にする暇ひまもないような事態に、思わずパウラの声が大きくなっている。だからこそその言葉は、ハッキリとアクスの耳にも届いていた。

（……結界が破られた……？）

　結界とはこの村に外からの侵入者を防ぐために施ほどこされた一種の魔法である。それのお蔭かげでモンスターの侵入などを阻はばみ、不必要な余よ所そ者ものがやってくることもない。

　こちらから招き入れさえしなければ、結界はこの場所を秘ひ匿とくし続けてくれるはずなのだ。

　すると今まで気づかなかったが、窓の向こうから見える景色に、赤みが射さしていることに気づく。この村は周囲を森に囲まれている。その森が燃えているようだ。

　同時に森から響く破は裂れつ音や衝しよう撃げき音。爆ばく弾だんが爆発しているような音がする。次し第だいに近づいてくるその音は、アクスの日常をどんどんと揺ゆるがしていく。

「……アル、一体何があったんだろ？　結界が──」

「お静かに」

　言葉を遮さえぎられて反射的に押し黙だまってしまう。

　比ひ較かく的てき冷静を保っている彼女の様子は、こういう事態への慣れを感じさせた。

「……モンスターが？　いえ、それにしてはこの乱れたマナの感覚は……」

　ブツブツと独り言を呟つぶやき始めるアルティアだったが、すぐに起き上がると服を着き替がえ始めた。

「アクスくん、どうやら緊きん急きゆう事態のようです。今すぐ服を──」

　と彼女が言い始めた瞬しゆん間かん、部屋にパウラが入ってきた。

　彼女の表情は険しく、明らかに焦あせりの様相を呈ていしている。彼女の右手には、こんな夜よ更ふけにもかかわらず、物々しさを漂ただよわせる長刀が握にぎられていた。

「いいかい、二人とも。よく聞きな」

　ゴクリとアクスは喉のどを鳴らす。

　そして……アクスは初めて認にん識しきすることとなる。

　ここがどういう場所だったのか。

　彼女たちがどういう立場にある者だったのか。

　そのすべてを──。




「──帝国軍にここが見つかった。我われ々われ革命団は、今すぐここを放ほう棄きして脱だつ出しゆつを図はかる」




　──始まりは突然に。

　それは平和な日常が崩くずれた瞬間だった。







　燃える村。

　言葉にすれば酷ひどく抽ちゆう象しよう的てきで、現実感がなくそれほどの恐きよう怖ふを感じない。

　だが実際に赤々と紅ぐ蓮れんの炎ほのおが建物を燃やし尽つくし、黒こく煙えんが天を衝つく様子を見せつけられると、これが紛まぎれもなく現実なのだと痛感させられる。あちこちから悲鳴や怒ど号ごうが飛び交かい、異様な熱気と臭しゆう気きで酷く息苦しかった。

　建物が崩れる音も途と切ぎれることなく響き渡り、そしてそれはアクスの住む家にまで近づいてきていた。

「いいかいアンタたち、絶対にアタシから離はなれるんじゃないよ！」

　パウラに導かれて、裏口から外へと出る。

　そこに広がっていた光景は、まさに──地じ獄ごく絵図だった。

　見たこともない鎧よろいやローブを着込んだ者たちが、村人たちを虐ぎやく殺さつしているのだ。

　人。人。人。

　死。死。死。

　それらで溢あふれる。

（な……んだよ……これぇ）

　剣に斬きり裂さかれて血を流し倒たおれる村人。見覚えがあった。

　アクスが住む家の左ひだり隣どなりに住むジンクおじさんである。

（ジンク……さん……っ！）

　環かん境きようの悪さに負けず、立派な作物を育て、いつも瑞みず々みずしいトマトなどを譲ゆずってくれる優やさしい人だ。つい先日も、もう少しで見事なキュウリが育つから、そのうち試食においでと誘さそってくれていた。

　その畑は無情にも火に包まれ、美しいとさえ思わされた緑が燃え散っていく。

　またその先の通路にも、もう動かずに地に伏ふせている者がいる。口と胸から大量の血を吐はき出しながらピクリとも動かない。

　その人も知っている。広場でいつも穏おだやかな顔をして本を読んでいた女性だ。

　その傍そばには、すれ違ちがうといつも笑え顔がおを返してくれていた初老の男性も横たわっている。

　他ほかにも。他にも。

　言葉を交わしたことのある者たちが息絶えていた。まだ十代の子供たちでさえも……。

「こらっ、ぼうっとするなっ」

　パウラに怒鳴られるが、この状じよう況きようを正確に理解することなどできずに固まってしまう。

　一体何があってこうなっているのか。

　何な故ぜ穏やかに暮らしていたはずの住民たちが、武装集団に虐殺されているのか。

（何なんだよ……何だってんだよぉ！）

　それは人間の焼けた臭においなのか、嗅かいだことのない悪臭が鼻をつく。炎と煙けむりが肺を圧あつ迫ぱくしてくる。

　このままここにいればどうなるかなど、考えなくとも一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

　しかしあまりに現実離れし過ぎている光景に足が動かない。思考が働かない。

　──その時、ギュッと右手に温ぬくもりを感じた。

「…………アル」

　彼女の温もり。

　アルティアはこんな状況だというのに、アクスに微笑ほほえみながら手を握ってくれている。その瞳ひとみが語っていた。

　──大だい丈じよう夫ぶ。あなたはアルがお守りします。

　だからだろうか。それまで強こわ張ばっていた身体からだが、少し柔やわらかさを取り戻もどしたような気がする。

　アクスは下した唇くちびるを嚙かみながら、困こん惑わくする脳と身体を、無む理り矢や理り動かした。

　前方ではパウラが剣を持って、鎧を纏まとった敵と思わしき者たちを斬り伏せつつ、逃げ道の確保に必死になっている。

　彼女はたった一人で、行く手を遮る無数の敵たちを一いつ掃そうしていく。

（つ、強い……っ！）

　パウラが本気で戦うところなど初めて見た。実際鍛たん錬れんで手合せをしてくれることはあったが、無論子供相手に本気にはならない。

　当然の如ごとくそれでもアクスは簡単にあしらわれていたのだけれども。

　しかし今、パウラは相手の命を奪うばうことに何の躊躇ためらいもなく剣を振ふるっている。その剣先は視線で追いつけないほど速く、一瞬で命を刈かっていく。

　それだけで彼女がとてつもない熟達者だということは理解できるだろう。

　これなら無事にここから脱出できるかもしれない──と思われた矢先、パウラの足が止まった。

　彼女が見み据すえるその先。敵の群れの中から一ひと際きわ異い彩さいを放つ人物が歩いてきた。

「──ほっほう～。まさかこのような辺へん鄙ぴな場所で、あなたのような大物が身を潜ひそめていたとは誰も考えなかったでしょうねぇ」

　軽かろやかに喋しやべる男。しかしその風ふう貌ぼうは異様だ。

　他の者たちのように鎧やローブを一いつ切さい纏ってはおらず、豪ごう華かで煌きらびやかな白いマントコートを着用しており、黒のロングブーツを履はいている。そして手には血のように真っ赤な手て袋ぶくろを備えていた。

　ここはいわば戦場。だがその男は明らかに戦う者の姿をしていなかった。

　またそれ以前に。

（コイツ……何だあの目は）

　タカの目のように鋭するどく細められた目つき。その奥で鈍にぶく光る漆しつ黒こくの瞳は、まるですべてを吞のみ込んでしまいそうな陰いん鬱うつな闇やみを含ふくんでいて恐怖を煽あおられる。

　それでいて口元には楽しげな笑みを浮うかべている。そのアンバランスさが不気味でならなかった。

「アンタは……パラーチ。──パラーチ・Ｈ・アードルフ」

「おやおんやぁ～。これはこれは光栄ですねぇ。まさかかの革命団──《在るべき世界アヴニール》、『赤せき刀とう』のパウラ・オーダーに名を覚えられているとは」

「よく言うね。聞いてるよ。若くして帝てい国こく軍の准じゆん将しようになった傑けつ物ぶつだってね」

「いえいえ。僕などまだまだ。何せ上には怪かい物ぶつよりも遥はるかにこわ～い人たちがい～る～の～で。僕などまだか弱～い方ですし」

　おどけた感じで言うパラーチという男。しかしパウラの表情はずっと険しいままだ。それだけパラーチという人物は強いのだろうか。

　観察していると、パラーチと目が合う。

「おやおや、こんなところに小さな子供がいたのですか……はてさて」

　ゾクッと背筋が凍こおるのを感じる。まるで身体の中をすべて見られているような気持ちの悪さを感じる視線だ。

「ふむ。まあ皆みな殺ごろしというのは最初から予定されていましたからどうでもいいですね。だって薄うす汚ぎたない家か畜ちくそのもの……しょせんは『敗北の民デロタ』ですから」

　デロタ……初めて聞く言葉にアクスは眉まゆをひそめた。

「さあさあ、我々は〝神樹〟に選ばれた帝国民。圧あつ倒とう的な『勝利の民ヴイクトリア』の力を見せつけておあげなさい！」

　パラーチの言葉と同時に、鎧を纏った兵士たちが一いつ斉せいに向かってきた。

「ちっ、そう簡単にやらせないよっ！」

　パウラが刀身が赤い長刀を構え、横よこ薙なぎに振るう。

　雷かみなりのように鋭い一撃は、兵士たちの身体を容易に真っ二つにする。しかしながら、彼女のターゲットだったであろうパラーチの死し骸がいはそこにはなかった。

　パチパチパチと、上空から拍はく手しゆが聞こえる。上を見上げると、そこには驚おどろくことに空に立っているパラーチがいた。

（そ、そんな……浮いてる!?　風の魔ま法ほう？　いや、そんな感じじゃ……ない）

　風の魔法を使えば浮くことも可能ではあるが、風使いとしての感覚からいえば、パラーチが同属性を行使しているとはとても思えなかった。ならばどうやって宙に浮いているのか。

　パウラは初めて見たわけではないのか驚いてはいないようだった。

「たった一人に手間取っているとは何事ですか。さっさと片付けてしまいなさい」

　パラーチの命を受け、パウラの攻こう撃げきに若じやつ干かん尻しり込ごみをしていた兵士たちが再度攻撃を開始する。

　ただそれでもパウラという障害を乗り越こえられないのか、兵士たちの数が徐じよ々じよに削けずられていく。

　それを静かに眺ながめていたパラーチだったが、

「やれやれ、使えない駒こまどもですね」

　何を思ったのか、懐ふところから取り出した小刀でサクッと自身の腕うでを躊ちゆう躇ちよもなく切ったのだ。

（な、何を……？）

　当然傷付いた腕からは血が流れ落ちてくるのだが、おかしなことに落下した幾いくつもの血液の雫しずくが、ピタリと空中で止まると、重力に逆らいながら浮き上がり、パラーチの周囲にポッ、ポッ、ポッ、と大きく膨ふくれ上がり無数の赤い玉となって出現する。

「──さあ、血の雨を降らしましょうかぁ。──《鮮血の雨ブラツデイ・レイン》」

　刹せつ那な、赤い玉が刃やいばのように鋭い形態に変化して、空から降り注いできた。

（血を使う魔法？　もしかしてアイツもアルと同じ〝輪りん廻ね継けい承しよう〟の使い手!?）

　まさか稀き少しようと言われる魔法の持ち主だとは思わずアクスは驚きよう愕がくに包まれていた。

「ちぃっ、また厄やつ介かいなもんを！」

「防げますか？　あなたに！」

　明らかなパラーチの挑ちよう発はつだが、さすがはパウラだ。自身に降り注いできた攻撃をすべて刀一本で防いでいる。刀を振るう腕が高速過ぎて視し認にんできないほどだ。

（これがパウラさんの本気……なのか）

　何だかんだいっても、彼女の本気は見たことがなかった。無数に思える攻撃をいとも簡単に凌しのいでいる姿は、男から見ても憧あこがれを抱いだくカッコ良い武人そのものである。

「いやは～や、さすがは『赤せき刀とう』！　どうやら直接狙ねらうのはキリがなさそうですね！」

　直後、パラーチの視線がギロリとアクスを射い貫ぬく。アクスの背筋にゾクリと寒気が走った。

「ならばこんなのはどうですかねぇっ！」

　パラーチの矛ほこ先さきがアクスへと向いてしまった。

「何っ!?　させるかよぉっ！」

　もちろんパウラが助けに走るが──。

「くっ、これはっ!?」

　パウラがギョッとしたのも無理はない。何故なら針のように鋭く尖とがった赤い物体が、パウラの周囲の大地から突つき出るように彼女に襲おそい掛かかったのだから。

　それはパウラが刀で弾はじき飛ばしたパラーチの血液が姿を変えたものだった。よもや一度防いだはずの攻撃が二段構えで攻撃してくるとは、パウラもさすがに考えられなかったのかもしれない。

　パウラは咄とつ嗟さに刀を振るい針の攻撃を破は壊かいするが、結果的に足を止めてしまうことになった。

　その間にも当然パラーチの攻撃はアクスへと接近していく。

　アクスは初めてこれほど濃のう厚こうな殺意を間近で受けたショックか、身体が硬こう直ちよくして動けずにいた。

「しまっ、止やめろぉぉぉぉっ！」

　パウラが叫さけびながら再び前へ進み出すが、相手の攻撃スピードの方が速い。

「あ……っ」

　弱々しい声が漏もれると同時に、寸前に迫せまる脅きよう威いに対し避よけられない──そう思った矢先、

「──《冷気の壁フリーズ・ウオール》ッ！」

　突とつ如じよとして眼前に広がった冷たい空気ダイヤモンドダスト。それが壁かべとなって、血刃の雨を弾きアクスを守ってくれた。







「おっほぉ～、な～かなかやるじゃないですかぁ、そっちのハーフエルフも」

　守ってくれたのは──アルティアだ。彼女は氷の魔法を使って、パラーチの攻撃を防いでくれている。

「ア、アル……？」

「よっしゃっ、ナイスだアルティア！」

　呆ほうけるアクスと称しよう賛さんの声を上げるパウラ。

「任せてください！　アクスくんはアルが守ります！」

　本当に頼たよりになる義あ姉ねと義は母はだ。しかし明らかに足手纏いになっていることに、アクスはチクリと心臓の痛みを感じた。

「守る？　言いますねぇ！　しっか～し、いつまでその軟なん弱じやくそうな壁がもちますかねぇ」

　止むことのない雨により、次し第だいにアルティアの壁が抉えぐられていく。

　彼女も魔力を高めて耐たえているようだが、これではジリ貧だ。

「──うおらぁぁぁぁぁぁっ！」

　そこへパウラが繰くり出した刀での斬ざん撃げきが、すべてを薙ぎ払はらうような風圧を生み、それがパラーチの攻撃を弾き飛ばしながら、彼を捉とらえようと飛んでいく。

　パラーチはさすがにまともに受けることはできないと察したようで、その場から避ひ難なんすべく、さらに上空へと跳とび上がる。

　その隙すきを突いて、

「今だっ、そのまま突き進んで、そこの建物の陰かげに隠かくれろっ！」

　パウラの先導で、まだ崩ほう壊かいしていない建物の陰に三人一いつ緒しよで走り込む。

「逃にがしませんよぉ～」

　しかし追つい尾びしてくる血の雨。

　──瞬しゆん間かん。

　アクスたちの背後を守るように走っていたパウラの呻うめき声が聞こえたような気がした。

　ただ振り返ろうとした時、

「パウラ様ぁっ、子供たちを連れてお逃げくださいっ！　うおぉぉぉぉっ、帝国軍めぇぇぇぇっ！」

　前方から走ってきた村人数人が、パラーチに向かって弓矢を射る。

「ありがてえっ」

　援えん軍ぐんの登場により、アクスたちは建物の陰へ逃のがれることができた。

「ふぅ……ったく、まいったね。まさか准将クラスが乗り込んでくるなんてな」

「…………パウラ様。アルが時間を稼かせぎますので、アクスくんとここから離はなれてください」

「ちょ、そんな！　ダメだよアル！」

「そうだぞ、何言ってんだ？」

　到とう底ていそんなことは容認することなどできない。三人一緒でなければ意味がないからだ。

「しかし、このままでは全員が殺されてしまいます」

「…………」

「パウラ様は、これからの革命団に必要な方です。ですから……ん」

　不意にパウラが、人差し指でアルティアの唇くちびるを塞ふさいだ。

「もういいからそこまでにしな。家族を見捨てる家長がどこにいるんだよ？」

「っ……ですが」

「……アタシはお前らを拾って育てた。まあ、アルティアは子供っつうか口うるせえ妹みてえだけどな」

　微び笑しようを浮うかべながらの彼女の独白を、アクスたちは黙だまって聞いている。

「けどよ、自分が立派な親だなんて思ってねえ」

　そんなことはない。パウラは立派にアクスを育ててくれている。だらしないけれど、鍛たん錬れんは厳しいけれど、強く優やさしい彼女を誰だれよりもアクスは尊敬し、親だと思っているのだ。

「親ってもんが正直どういうもんかいまだに分からねえ。でもよ……」

　すぐ目の前にいたアクスの頭にそっとパウラが手を置いてニカッと笑う。

「最後まで家族を守る親でいてえんだ。だからアル、アクスを頼たのむ」

「パウラ様……！」

　もう何も言えないのか、アルティアが下を向く。

　パウラが視線を彼女からアクスへと移す。

「……アクス。本当はもう少しおっきくなってから話そうって思ってたんだけどよ」

「……うん」

「まあ見ての通り、アタシたちはお尋たずね者なんだわ。……革命団。帝てい国こくを打ち倒たおそうって連中だ」

「…………何で？」

「この世界に〝神樹〟があるのは知ってるな？」

　コクリと首しゆ肯こうする。

「〝神樹〟から放たれるマナ。それを〝神樹〟ごと帝国の奴やつらは独どく占せんしてやがんだよ」

「え？」

「そのせいで、ここらの辺境まで〝神樹〟の恩おん恵けいは届かずに、邪じや悪あくなモンスターは増え、大地は荒こう廃はいし、人々の生活は荒すさんじまってるんだ」

「そんなことが……」

「だからアタシたちは、奴らから〝神樹〟を解放させるために集まった。この村はな、革命団の支部の一つなんだ」

　知らなかった。まさかこんな真実が隠されていたなんて。

　彼女たちが、国に刃は向むかう逆ぎやく賊ぞくだったとは思いもしなかった。

　ただその話を聞いて初めて納なつ得とくできることもある。

　村の人たちが、ふと東の空を見上げて険しい顔つきになる理由。それは、この村がいつまでも平和であり続けることがないと知っていたからなのかもしれない。よく考えれば、遥はるか東には帝国が在る。

　国を打ち倒す。革命を起こそうとしているのだ。穏おだやかな暮らしが続くわけがない。

　そしていつかセイガが言っていたことも理解できた。帝国民だと言えば、外の世界では良い顔をされない。それもそのはずだ。こんな真実があったのだから。

「まだお前には早いと思って何も話さずにいた。村の外に出さなかったのも……そのせいだ」

　村の外にはこことは比ひ較かくにならないほど荒廃して、モンスターたちが渦うず巻まいている大地が広がっているという。アクスを守るために、パウラたちは黙っていたらしい。

「……ごめんなさい、アクスくん。今まで黙っていて……」

「いいよアル、別に気にしてない。ビックリはしてるけど」

　本当のことだ。たとえ彼女たちが帝国を敵にしている反逆者だとしても、アクスは彼女たちを信じているし、それはこれからも変わることはない。

「帝国は富を集め、我われ々われから様々なものを搾さく取しゆし続け、まるで家か畜ちくのような扱あつかいを強しいてます。いえ、それ以下でしょう」

　そんな酷ひどい行いを帝国が行っているということに衝しよう撃げきを隠せない。

　不意に浮かんだ親友のセイガのことを思い出す。

　彼がどうして自分が帝国の者だとアクスに告げることを恐おそれていたのか、ようやく理解することができた。

「人が人として、平和に……平等に暮らせるような世の中を創つくるためにアルたちはこうして立ち上がったのです」

　しかしどういうわけか、革命団の根城の一つであるこの場所へ帝国軍が攻せめてきて、アルティアたちは窮きゆう地ちに立たされているというわけだ。

「けど……警けい戒かいを怠おこたってなかったはずなのによぉ。何で奴らに気づかなかったんだか……。結界もあっさり破られちまってるみてえだし。こりゃ考えたくはねえが、スパイが入り込んでた……か？」

「パウラさん……村の人たちは……大だい丈じよう夫ぶなのかな？」

「…………」

　答えてはくれない。いや、質問したアクスだって分かっている。村人の多くが敵と戦ってすでに事切れているのを。そしてこのままだと全ぜん滅めつしてしまう勢いだということもだ。

「とにかく、こっから……っ！」

「どうしたんだ、パウラさん？」

「はは、何でもねえって」

　一瞬パウラの顔が酷く歪ゆがんだように見えたのは気のせいだろうか。まるで痛みを堪こらえるかのように。だが今の彼女は笑えみを浮かべている。

　ただ後ろでアルティアが悲しげに瞳ひとみを揺ゆらしているのに、アクスは気づかなかった。

「さってと、んじゃアタシが時間を稼ぐから、アンタたちは逃げな」

「そんな！　ダメだパウラさん！　だったらオレも一緒に戦うから！」

　その時、「バカ」と口にしながらパウラがアクスの額にデコピンを放つ。

「今のお前に何ができるんだ？」

「そ、それは……」

　勢いでともに戦うと口にしたが、どう考えても戦力にはならないことは分かっていた。

「安心しなって。アタシは負けねえからさ」

「だけど……！」

「こう見えても、革命団で五指に入るくれえは強つええと自負してんだぜ？」

　だとしても、だ。まだ敵の数は多く、彼女が一人でそれ全部を請うけ負って生き残れる保証などどこにもない。

　明らかに自分が無力で、足あし手で纏まといなのは分かる。それでも彼女一人にすべてを押し付けたくはない。

「やっぱり一人で置いていくなんてできない！　一緒に逃げよう、パウラさん！」

　パウラがニカッと笑いながら、アクスの頭に手を置いてくる。

「……アクス。アタシの親はね、アタシが五歳の頃ころに捨てやがったんだ」

「……へ？」

　突とつ然ぜんの告白に息を吞のむ。

「父親は酷く乱暴な奴でね。母親も男を作って出てっちまって、それがアタシのせいだって、いつも暴力を受けてた」

　何だそれは……酷い。酷過ぎる。母親も母親だ。信じられない。

「けどそれでも、たまに優しかったんだよ。だから……我が慢まんできてた。たった一人の、傍そばに残ってくれた親だったからな」

　遠い目をするパウラ。その瞳が泣きそうなほど揺れているように見えたのは、傍で燃えている火が映っているからだろうか。

「でもある日、父親はアタシを捨ててどっか行っちまったんだ。正直、あん時ほど絶望を感じたことはなかったさ。信しん頼らいしていた親に見捨てられちまったんだしな」

　その時の彼女の心痛などアクスには想像もできない。まさか彼女にそんな重い過去があったとは。いつも笑顔を絶やさず凜りんとしている彼女からはまったく想像すらできなかった。

「身寄りのなかったアタシはどうすればいいか分からずに彷徨さまよって……気が付けばここにいた」

「パウラさん……」

「ははは、アンタは頭が良い。魔ま法ほうの才もある。それに剣けんの筋だって悪くはねえ。だからきっと強くなれる。このまま団にいるのかどうかはアンタが決めりゃいいけど、その才だけは伸のばしてやれよ。この世界で生き抜ぬくためにもな」

　何だろうか。何な故ぜか他ひ人と事ごとのように耳に入ってくる。

　脳のう裏りに浮かぶ一つの言葉──遺ゆい言ごん。

　そんなふうに感じ取ってしまった。

　だとしたら。嫌いやだ。嫌だ。嫌だ。

　こんな言葉はこれ以上聞いていたくない。

「アルティア…………この子を頼む」

「パウラ様……っ」

「せっかく拾った命だ。幸せになってほしいからよ」

　止やめて。止めて──と心が叫さけんでいる。

（何で今、そんな託たくすような感じで言うんだよ！）

　不安が高まっていく。だから本能的に何か言わなければならないと悟さとった。

「パウラさ──」

「せっかくできた家族なんだ」

　……え？

　アクスの言葉を遮さえぎるようにそう言ったパウラの表情は、どこか穏やかで優しげである。それはまるで……。

「だからよ、アタシをお前たちが誇ほこれるような親にしてくれ。必ず守る。だってそれが親ってもんだろ？」

　優しい……それでいてアクスの恐きよう怖ふを取り除いてくれるような笑みだった。

　思わず何も言えずにアクスたちは彼女の顔に魅み入いられていた──が、パウラがもたれている建物の壁かべから何かが滴したたり落ちるのをアクスは目にする。
















　これは────血だ。

「パウラさん……血が！」

「アクス……アタシにも守りてえもんがある。それは……お前やアルティア、家族の平和だ」

「パウラ……さん？」

「だからお前らは生きてくれ」

「い、嫌……嫌だっ！　何でそんな最さい期ごの別れみたいなことを言うんだよっ！」

「……きっとまた会える」

「噓うそだっ！　絶対にここから離はなれないからなっ！　だってオレは──っ!?」

　自分の譲ゆずれない意志をぶつけようとした時、ふわりと全身を温ぬくもりが包んだ。それがパウラに抱だきしめられているのだとすぐに気づく。

　とても心ここ地ち好よく、戦場なのに穏やかな気持ちにさえなってくる。もしかしたら、これが親の温かさなのかもしれない。

　しかし──。

「……悪いな、アクス」

　いきなり後ろ首に衝撃が走り、アクスの意識がぐらつく。

「パウ……ッ」

　そのままストン──と、意識は闇やみの中へ沈しずんだ。




　　　　　※




　倒たおれるアクスを優やさしく抱かかえるパウラ。アクスの頭をゆっくりと撫なでるその手つきは、とても慈じ愛あいに満ちており、まさに母親のようだとアルティアは思った。

　彼女はあまり自分のことを良い母親役と思っていないようだが、今の彼女ほど本物の母親のようにアクスを慈いつくしんでいる人はいないだろう。

「パウラ様……」

「お前にしか頼たのめない。アクスを守ってやってくれ」

「アルにもっと力があれば……」

「勘かん違ちがいすんな。力があるからアクスを任せられるんだよ」

「…………もう、何を言ってもムダなんですね。あなたはいつも勝手ですよ……っ」

　これ以上、何を言ってもパウラが答えを曲げないということは、それなりに長い間ともに生きてきたアルティアには分かっていた。ここに居続けても彼女の迷めい惑わくにしかならない。

　ここにアクスがいなければ、また事情が変わったのだろうが。

「アルは……アルは……」

「はは、悪いな。最後まで一いつ緒しよにいられなくてよ。お前にはホントに世話になってばっかだな」

　そんなことはない。彼女がいたからアルティアは生きてこられたのだから。歳としは確かに彼女とはそう変わらないが、アルティアにとっても手のかかる姉のようで、そして母のような存在でもあった。

「けどま、この子のことだけはお前に託すことしかできねえ。誰だれよりも信頼できるアルティア、お前にしかな」

「パウラ様……っ、アルに……どれだけ残ざん酷こくなことを言っているのか……理解できてますか！」

「…………」

「アルは、あなたに拾われてから、ずっとあなたの力になれればって思ってきました」

「めちゃくちゃ力になってきたさ。文句を言う奴やつがいたらぶっ飛ばしてやる」

「それなのに……っ」

　こんな別れをするなど誰が許容できるだろうか。

　──ポンと、アルティアの肩かたにパウラがそっと手を置いた。

「今まで散々わがまま言ってきたけどな。これで最後だ。…………生き続けてくれ」

「……本当にあなたはずるい方……です」

「ハハハ、それ以上のお小言は全部終わってからな。んじゃ、ちょっくら行ってくるわ」

「っ………………はいっ」

　こんな状じよう況きようなのにパウラはニカッと笑うと、アルティアの背中をポンと押して、そのまま一人でその場を離れて行った。

　パウラにも当然生きていてほしい。一緒にまた三人で暮らしたい。しかしそれは今、叶かなわない。

　今、自分にできる最善のことは──。

　アルティアは止めどなく流れ出る涙なみだを拭ぬぐうと、気絶したアクスを背負う。そして背中から大量の血を流しながらも笑顔を絶やさないパウラに向かって一礼をする。

　この建物の陰かげに逃にげ込む時に、彼女がパラーチの一いち撃げきを受けていたことには気づいていた。

　それでも自分にはどうすることもできない。それが分かっているからこそ、アルティアは無力感に苛さいなまれる。

　結局いつまでも彼女に守られてばかりだった。

　帝てい国こくの軍人に家族を殺されて、自じ暴ぼう自じ棄きになっていた時にパウラに拾われたアルティアは、彼女に感謝している。だからこそ彼女専属の付き人に立候補したのだ。

　正直、彼女が赤あかん坊ぼうを拾ってきたと知った時は正気を疑った。同じように拾われた自分が言うのも何だが、革命団としての自覚がないとまで思ったものである。

　しかしアクスはとても可愛かわいく、アルティアの死んだ弟にどことなく似ていた。だからなのかもしれないが、実際に会ってみると、自分から面めん倒どうをみたいと申し出てしまったのだ。

　思った以上にアクスは優ゆう秀しゆうだった。いや、優秀過ぎてほとんど手はかからない子だったが、それでもここにいることに一いち抹まつの不安は覚えていた。

　自分たちは革命団で、いつ帝国に見つかって襲しゆう撃げきを受けるか分からない。そうなればこの子もまた命を落とす危険性が非常に高い。

　だから彼には自分の知識と技術を教え込んで、できるだけ早く自立できるようにしてあげたいと思うようになった。

（もう少し。もう少し時間があったら良かったですのに……っ）

　背中から伝わる温もりから、彼が確かに息づいている感覚を得る。

（パウラ様と約束しました。この子を守ると）

　それが彼女に返せる恩であるのならば。

　そして自分もまた、この子には生きていてほしいから。

　火の手が壁となって遮っている場所を避さけながら、村の外へ出るために駆かける。

　兵士たちにも見つかってはいけないので、静かに、それでいて素す早ばやく動く。

　少し時間がかかったが、ようやく外へ出る避ひ難なん路ろが見え突つき進もうとしたその時──。




「────おやおんやぁ～、もう鬼おにごっこは終しゆう了りようですかねぇ」




「なん……で……っ」

　パウラが引きつけているはずのパラーチが、そこにいた。

　その手にはパウラが持っていた長刀が握にぎられている。

「あの方もよ～く頑がん張ばりましたが、あのような手負いの獣けもの。仕留めるのは容易でしたよ」

　そう言って刀を投げ捨てる。

「噓……です」

「まあ、信じなくても構いませんがねぇ」

　ニヤニヤと楽しげなパラーチの顔。

（……パウラ様が死んだ。殺された……？）

　ワナワナと怒いかりと殺意が湧わき出てくる。

「お前ぇぇぇ……っ」

　このまま怒りに任せて飛び出しそうになったその時、

「……ぅ……ぁ」

　背中からか細い声が耳じ朶だを打った。

　だがそのお蔭かげか、自分が背負っている命に気づき正気が戻もどってくる。

「…………アル？」

「アクスくん……っ」

「どうしたの？　ここは一体……!?」

　アクスの視線が、地面に落ちている長刀へと向く。同時に大きく見開かれる瞳ひとみ。ハッとして周りを見回したあと、唇くちびるを震ふるわせ始める。

　彼は賢かしこい。ここにいないパウラと、彼女の長刀だけがあるという状況の真実に気づいたのだろう。

「噓……っ。ね、ねえアル、パウラさんは？　だ、大だい丈じよう夫ぶだよね？」

「…………っ」

　言葉にするほど自分にも余よ裕ゆうがあるわけではなかった。

　しかし自分のその態度で察したようで、顔を青ざめさせていくアクス。

「何を悲しんでいるのか分かりませんが。人は────死にますよ？」

　残酷なまでに現実を突きつけてくるパラーチ。

　アクスの身体からだが震えている。恐怖か怒りか。それともこれはアルティア自身が震えているのか。それさえも定さだかではない。

　ただあるのは、パウラが死んだという事実だけ。

　ここにパラーチがいることがその証明だろうから。

（……ごめんなさい、アクスくん）

　自分の無力のせいで、彼から家族を奪うばってしまった。

「ではここらで終局としますか。あなた方の革命とやらも」

　尋じん常じようではないほどの殺気がパラーチから放たれる。

　彼を視界に入れたまま、アクスを地面へ下ろす。

「…………アクスくん、ここからできるだけ遠くへ逃げてください」

「え……アル？」

「何とか……。何とかアルの全力を以もつて彼を止めますから」

　それも絶望的だ。あのパウラでさえ勝てなかったのに。彼女よりも弱い自分がどこまでできるか分からない。

「……やだ」

「アクスくん？」

「嫌いやだ……っ！　絶対に嫌だっ！」

「お願いですからわがままを言わないでください！」

「だって……一人は嫌なんだ……っ。せっかく……アルたちに会えたのに……っ、パウラさんもいなくなってその上アルまでなんて絶対に嫌だっ！」

「っ……」

　そんなことを言われたら決心が鈍にぶってしまう。

（アルだって……ずっと……ずっと……パウラ様とアクスくんの三人で……）

　しかし現状、それはもうムリだろう。

　このままアクスを庇かばったまま戦えば、確実に二人とも殺されるだろう。だが自分一人で時間を稼かせげば、もしかしたら彼が逃げられる時間くらいはあるかもしれない。それも希望的観測ではあるが、可能性はゼロではないのだ。

　だからこそ。パウラとの約束を守るためには、これが最良の選せん択たくであるはずなのだ。

「どうでもいいですが、二人とも抹まつ殺さつ対象なのですがねぇ！」

　手の中に、真っ赤に染まった剣けん状のものが顕けん現げんするやいなや、パラーチはそれを振ふりかざして突っ込んできた。

　アクスの前に立つアルティアが、会ったばかりの頃ころ、ゴブリンを退治した時と同じ仕草をして、

「──《凍結の息吹コキユートス・ブレス》！」

　向かってくるパラーチに口からダイヤモンドダストを吐はき出した。

　まともに受ければ一いつ瞬しゆんで凍とう死ししてしまう、アルティアの十八番。

　だが──ヒュンッ！

　冷気がパラーチに届く寸前、彼の姿が搔かき消えてしまった。アクスもアルティアも慌あわてて周囲を見回し行ゆく方えを捜さがす。

　──ジャリ。

　アクスの背後から地面を踏ふみしめる音が聞こえた。そしてそれはアルティアも同じだったようで、同時に振り向くとそこには、アクスに肉にく薄はくしてきているパラーチの姿があった。

　血の剣を振りかぶりつつ接近してきた彼の狙ねらいは───アクスだ。

　ブシュゥゥゥッと、鮮せん血けつが宙に舞まった。




　　　　　※




　パラーチの凶きよう刃じんが、自分へと振り下ろされるのを確かく認にんしたアクスは息を吞のんだ。

　放たれる殺意で身体が硬こう直ちよくして動かない。

　殺される──そう思うと同時に、アクスの目の前に人ひと影かげが立ち、そして赤いものが飛び散った。

　アクスは自分を庇うようにして立ち、身体から血を流すアルティアを見て小さな瞳を目め一いつ杯ぱい見開く。

「──アルゥゥゥゥッ!?」

　パラーチは彼女の背を刃やいばで引き裂さいたのである。

「ハーッハッハッハ！　あなたたちは本当に愚おろかですよ『敗北の民デロタ』！　弱者を守り自らが傷つく。強者といえど、殺すのは実に簡単ですねぇ！　何せ先に貧弱な奴やつから狙えば勝手に死んでくれるんですからぁ！」

　ニタァと不気味な笑えみを浮うかべるパラーチの思おも惑わくは分かりやすかった。弱者アクスを狙えば強者アルテイアが必ず庇うことを計算に入れていたのだ。そして狙い通りに事は運び、アルティアはいとも簡単に大おお怪け我がを負ってしまった。

「……アクス……くん」

「アル、アル！　しっかりしろ、アル！」

「お願い……です。逃げて……ください……っ」

「ダメだ！　アルを置いて逃げられるわけないだろっ！」

「っ…………いいからっ！　言うことを聞いてっ、お願いっ！」

　いくら頼たのまれても無理だ。心が拒きよ否ひしている。

　アルティアを見捨てることなんてできない。

「ククク、安心してください。ちゃ～んと二人とも殺して差し上げますからぁ」

　パラーチが、再びアルティアの背中に近づき、刃を突きつける。

「でもまずは死に損ぞこないのこの女から……」

「や、や、止やめろぉぉぉぉっ！」

　アクスは弾はじかれたようにその場から動き、パラーチへと詰つめ寄る。だが繰くり出した右拳こぶしはあっさりと回避され、

「あっがっ!?」

　腹を蹴けられて吹ふき飛ばされてしまった。

「アクスくんっ!?」

　アルティアが叫さけぶが、彼女は激痛で身体が動かないようで声を出すことしかできていない。

「ア、アル……ッ」

「ほっほう～、勇ましいですねぇ。まだ立ちますか」

「アルは……傷つけさせないっ！」

　アクスは魔ま力りよくを放出して身体強化をする。

「！　まさかその歳としで魔力を？」

　強化された脚きやく力りよくを駆く使しし大きく跳とび上がる。

「なるほど、子供とは思えないほどの跳ちよう躍やく力ですねぇ」

　アクスはそのまま落下速度を利用して拳を突つき出すが──パシッ！

　いとも簡単に片手で受け止められてしまった。

「んふふ、その程度ではまだまだ脆ぜい～弱じやくで～すねぇ～」

　地面に着地した瞬間に、今度はパラーチの手刀が首へと迫せまってきた。

　だが──。

「！　何ですって……！」

　パラーチの攻こう撃げきは、ピタリと歯を食いしばっているアクスの首元で止まっていた。振り抜ぬけていない。そしてパラーチは、アクスの右手に視線を向けて気づく。

「それは《風鎧アーマード》！　魔法まで!?」

　これは風を身体に纏まとい防ぼう御ぎよ力を高める魔法。

　そのままアクスは油断をして虚きよを衝つかれているパラーチの顔面に向かって拳を放ってやった。

「──っ!?」

　動どう揺ようを露あらわにしたパラーチだが、さすがの反射神経なのか、アクスの拳をまともにくらうことはなかった。

　ただ右みぎ頰ほほには掠かすったことで切り傷が生まれて血が流れている。

「…………んふふふふふ、やるじゃあないですかぁ」

　ゾクッと、今まで以上の怖おぞ気けがアクスの全身を走った刹せつ那な、顔面に衝しよう撃げきが走り、アルティアがいるところまで弾き飛ばされていた。

「あぐぅ……っ」

　どうやら今の自分では感知できない速度で顔面を殴おう打だされ吹き飛ばされたらしい。

「アクスくんっ!?」

「だいっ……じょう……ぶっ！　まだ……まだやれ……る」

　フラフラになりながらも立ち上がり、パラーチの攻撃からアルティアを守るべく彼女の前に立つ。

「そうですかぁ、まだまだやれると。では試ためしてみましょうか？」

　パラーチが自身の血液で作り上げた次なる武器は、細くて長い針だ。しかも数え切れないほどの数が、彼の手に握にぎられている。

「まず、一本」

　何の躊躇ためらいもなく、アクスに向かって真っ赤な針が放たれる。避よければ後ろのアルティアに命中するので、アクスは──。

「うっぐっ!?」

　こうやって身体で受け止めるしかなかった。そのまま片かた膝ひざを地面についてしまう。

「アクスくんっ、もういいから逃にげてくださいっ！」

　悲痛な声でアルティアの嘆たん願がんが響ひびくが、それを了りよう承しようするわけにはいかない。

　二本目、三本目、四本目と、次々アクスの身体を針が貫つらぬいていく。当然各部からは血が流れ痛みが走っている。

「ハハハハハハ！　動かない的というのも趣おもむきがあっていいですねぇ！」

　まさに狂きよう気きに塗まみれたパラーチの攻撃が、容よう赦しやなく繰り出される。

「ほらほらほらほらほらほらほらぁっ！　いつまで耐たえられますかぁ！　倒たおれたら後ろにいるた～いせつな人に当たっちゃいますよぉ！」

　わざと急所を外しているのだろう。その気になれば頭部を貫いて殺すことくらい彼ならばできるはずだ。

　この狂遊態びが終わるか否いなかは、パラーチの気分次し第だいである。

「今度は十本、まとめてドーンといきましょうかぁ！」

　さすがにこれ以上は耐えられそうにもない。

　そう思われた時、アルティアが痛みに顔を歪ゆがめながらもパラーチの前に出て、アクスを庇うように立った。彼女の背中から夥おびただしいほどの血液が流れ出ている。

「互たがいが互いを庇い合う美しい光景……ですかぁ。あらあら、反へ吐どが出ますねぇ」

　頰ほおから垂れた血をペロリと舌で舐なめ取りながら言うパラーチ。彼に対し、抗あらがおうとするアルティアだが、それ以上身体からだが動かないようで立って敵を睨にらみつけているだけだった。

　そんな彼女にパラーチが、再び針を剣へと変化させ、その切っ先が彼女へと突き付けられる。

（こ、このままじゃアルが……っ）

　大切な人が殺されてしまう。

「アクスくんは……アルが…………守ります！」

　嫌いやだ。嫌だ。嫌だ。

　助けなければいけない。しかし恐きよう怖ふか、ダメージを受けたせいか、身体が言うことを聞いてくれない。

「パウラ様と……約束…………したんですから……っ」

　グラッとふらつきながら彼女は続ける。

「守る……だって、アルは……アクスくんの──お姉ちゃんだもん」

　家族として自分を守る彼女の姿に、最後に見たパウラの姿がフラッシュバックした。

　嫌だ。嫌だ。嫌だ。嫌だ。嫌だ。嫌だ。

（動けっ！　動けよっ！　──くそっ！　何でオレはこんな時に動けないんだ！　守られてばっかじゃないかっ！）

　何もできない無力感が酷ひどくアクスの心を揺ゆさぶってくる。

「さあ、これでジ・エンドですよぉ」

　嫌だ。嫌だ。嫌だ。嫌だ。嫌だ。嫌だ。嫌だ。嫌だ。嫌だ。

　脳内はただその言葉だけで埋うめ尽つくされていく。

　パウラが殺され、またアルティアも殺される。

　これ以上、家族を殺されたくはない。

　だったら──どうすればいいのか。

　一体誰だれが自分をこんなにも追い詰めているのか。

（………………コイツか）

　視界に映る一人の男。今まさに家族を殺そうとする獣けもの。

　奪うばわれないためにはどうすればいい。

　──簡単だ。

　奪われる前に。殺される前に。




　──────コロセバイイ。




　静かに。そしてゆっくりと…………怒いかりが心を支配していく。

　そして──アクスの右手首に備えられたブレスレットが二つに割れ、地面にカランと音を立てて落ちた。その瞬しゆん間かん、闇やみがアクスの意識を覆おおい尽くした。




「───うぐおぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉおおおおおおおおおおおおっ!?」




「な、何ですっ!?」

　獣のようなアクスの叫びとともに、突とつ如じよ吹ふき荒あれた暴風によって、パラーチは後方へと弾き飛ばされてしまった。

　しかしすぐに体勢を立て直して、その元げん凶きようを睨みつける。

　ズズズズズズズズ……。

　アクスの身体から、溢あふれ出す赤黒いオーラ。同時にアクスの身体に突き刺ささっていた血の針が熱せられているかのように蒸発し始める。

「っ!?　何ですか……あれは……魔力!?　だとしたらこの膨ぼう大だいな量は一体──っ!?」

　とめどなく溢れ出てくる魔力に、言葉を発したパラーチだけでなく、アルティアまでもが驚きよう愕がくの表情を浮うかべている。

　さらにアクスから放出される魔力は増え続け、そのすべてがアクスの両眼に注ぎ込まれていく。

「あっがぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ!?」

　耳をつんざくようなアクスの叫び声とともに、瞳ひとみにズズズズと黒い線が幾いくつも刻まれていく。
















　そこには、黒き翼つばさを模したような紋もん様ようが描えがかれていた。両眼に宿るそれは、まさに両の翼を広げているかのようだ。

　するとその時、アクスの変化に呆あつ気けに取られていたアルティアが、ハッと正気を取り戻もどしたように叫ぶ。

「いけません、アクスくん！　それ以上魔力を眼に集中させたらどうなってしまうか分かりませんっ！」

　彼女が危き惧ぐしているのは魔力暴走であろう。以前、アクスは魔力を放出する時、両眼に魔力が向かう癖くせがあると指し摘てきを受けた。だからそれからアクスも魔力を練る時は気をつけていたが、今のアクスにアルティアの忠告など届いていない。

　そうしてすべての魔力が瞳に吸収されたあと、噓うそのような静せい寂じやくが場を一時的に支配する。

　天を仰あおぐように顔を上げていたアクスは、ゆっくりと顔を下ろし目の前で目を丸くしているパラーチを睨みつけた。

　同時にパラーチはさらに愕がく然ぜんとした様子で、

「っ!?　そ、その瞳は……っ、いや、まさかそんな──っ」

　そう言葉にした刹那、アクスの姿が搔かき消え、一瞬にしてパラーチの懐ふところへ入っていた。

「速いっ!?」

　しかしさすがはパウラを倒した相手。パラーチはすぐに反応して、アクスの繰くり出す蹴けりをかわし、逆にカウンターで拳こぶしを放ってきた。

　だが──バキィッ！

　パラーチの拳は、突如としてアクスの目前に現れた魔ま法ほう陣じんのようなもので防がれていた。

「くっ、これは《紋もん障しよう壁へき》！　やはりその瞳は──《紋章眼オラクル・ウイル》!?」

　アクスの両眼に刻まれた奇き妙みような紋章の正体を知っているのか、パラーチは若じやつ干かん焦あせりながらも頭上へ跳とび上がり、また宙へ浮いた。

「よもやこのようなところで君のような存在に出くわすとは……。黒ですか……その紋章の色を見ると、どうやら〝大罪紋〟のようですね。そうですか、いよいよ始まるというわけですか。これは面おも白しろくなってきました！」

　何やら一人で盛り上がっている様子のパラーチを、何も言わずにただ睨みつけているアクス。

「伝説の〝大罪紋〟を宿す者！　この手で殺すのは少々惜おしいですが、自分の宿命を恨うらむんですねっ！　──《鮮血の雨ブラツデイ・レイン》！」

　先さき程ほどと同じ血液で構築された無数の刃やいばがアクスに降り注いでくる。

「ア、アクスくんっ、逃げてぇぇっ！」

　アルティアの声が耳じ朶だを打ち、心臓がドクンッと脈打つ。

　瞬間、アクスは大きく瞳を見開く。

　すると落下してきていた血けつ刃じんの周囲を黒いオーラが覆った直後、ピタリと止まってしまう。

「！　は？　な、何で急に止まるんです!?」

　驚おどろきに満ちた表情を浮かべるパラーチを尻しり目めに、彼の作り出した刃の群れが一いつ斉せいにクルリと百八十度回転すると、あろうことかパラーチ本人に向かって進み出した。

「なっ!?　何な故ぜ僕の《鮮血の雨ブラツデイ・レイン》がこちらに向かって!?　くっ、《血塗られた盾ブラツデイ・シールド》！」

　パラーチの突つき出した右手から血が溢れ出し、菱ひし形がたの盾を形成し刃から自身を守った。

　その光景を見ていたアクス以外の者が言葉を失ってアクスに見入っている。

「今のは……いや、何かの間ま違ちがいです！　今度こそ貫きなさいっ！」

　再び彼から放たれた真っ赤に染まった刃がアクスに降り注ぐ。しかしアクスの視界にそれらが入ったと同時に、またも黒いオーラで覆われ停止した。

「ま、またぁっ!?」

　そして先程の再放送を観みているかのように、再度パラーチに向かって刃たちは襲おそい掛かかっていく。

　それを今度は飛行しながら器用に回かい避ひするパラーチだが、避けたはずの刃がＵターンして彼の背後から迫せまる。

　気配に気づいたパラーチは咄とつ嗟さにかわそうとするが、一つの刃が彼の右太ふと腿ももを射い貫ぬく。

「つぅっ！　まさか追つい尾び式だとでもいうんですか！」

　その通りである。障害物に当たるまで、刃はパラーチ目め掛がけて突き進んでいく。

「ああもうっ、鬱うつ陶とうしいぃぃぃっ！」

　明らかに怒り心頭のパラーチは、自身に向かって飛んでくる刃たちを、新しく作った血の剣けんを振ふり弾はじいていった。

　そうしてすべての刃がパラーチによって防がれてから、少しだけ沈ちん黙もくが流れる。

　誰もが信じられないという面持ちで、アクスに魅み入いられていた。

　それはパラーチの支配下にあった血刃のコントロールを、容易たやすくアクスが奪ったかのようだったからだろう。相手の魔法のコントロールを奪うことなど、有り得ない。

　とりわけパラーチの驚きは他ほかと比べ物にならないだろう。

「バカな……っ、今のは何です！　このパラーチの魔法を弾くのでも反射するのでもなく操作した？　分からない……理解不能ですよ、君は……！」

　すでに余よ裕ゆうの笑えみすら凍とう結けつさせたパラーチだったが……。

　ちらりと眼下に視線をやる。そこには彼が引き連れてきた帝てい国こく兵たちが佇たたずんでいた。

　これまでパラーチの一人遊び惨劇を黙だまって見守っていた彼らだが、

「ええいっ、何をぼけ～っと突っ立ってるんですか！　あなたたちも攻こう撃げきするんですよ！」

「「「「は、はっ！　パラーチ准じゆん将しよう！」」」」

　と、帝国兵たちはパラーチの指示を受け、弾かれたようにアクスへと突撃した。

　──バチィィィッ！

　しかしながら、先程のパラーチの攻撃を防いだ時と同じように、アクスの前方に浮かび上がった紋が帝国兵の剣を阻はばんでいる。

「くっ、一体何だこの技わざは!?」

「まったく武器が届かんぞ！」

「どうなってんだこのガキは!?」

　紋章の壁かべに阻まれるという事態に、兵士たちは動どう揺ようを隠かくせないでいる。

「ったく、何をやっているんですか！　武器が通らないなら魔法で一気に決めてしまえばいいでしょうっ！」

　新たなパラーチの指示に、一人の兵士が「そ、そうだ！　遠えん距きよ離りから一斉攻撃だ！」と口に出すと、兵士たちが一いつ致ち団結してアクスから距離を取った。

　そのまますぐに火や風などの殺傷力の比ひ較かく的てき高い魔法を駆く使しして、アクスへ向けて発動させる。

　──ドガンッ！　──ドガンッ！　──ドガンッ！　ドガァァァァンッ！

　次々と放たれた魔法がアクスに直撃し爆ばく発はつを引き起こした。結果、アクスの姿は爆ばく煙えんで見えなくなってしまう。

「……やったか？」

　不意に兵士の一人が煙けむりを睨にらみつけながらそう口にして、殺したと思ってか他の者も笑みを浮かべ始めたその時──。

　──ブォォォォンッ！

　煙の中心で爆発物が爆発したような爆風が起こり、それが一気に煙を吹ふき飛ばした。

　そしてその中からは、紋の壁に守られた傷一つないアクスが姿を現す。

「んなっ!?　い、一体コイツは何なんだぁ!?」

　それはそこにいた兵士すべての疑問だっただろう。魔法による一斉攻撃を受けて無傷でいられる子供など普ふ通つうはいまい。

　明らかに動揺し、怯おびえを隠し切れない兵士たちを見て、アクスの瞳はより怪あやしく輝かがやきを増す。

「────シネ……ッ」

　そう短く発したアクス。

　同時にアクスの視界に映る兵士たちの心臓がドクンッと高鳴り、自分たちが手にしている武器を、あろうことか自身の首へと近づける。

「っ!?　か、身体からだが言うことを──っ!?」

「な、何だこれっ、や、止やめ──っ!?」

「うわぁぁぁぁぁぁっ!?」

　──ブシュゥゥッ!?

　兵士たちは自らの首に刃を入れ自決を図はかった。バタバタと絶命して倒たおれていく兵士たち。

　だがその時アクスの視線が頭上へと向かい──バチィィィッ！

「ちぃ、不意打ちでも防ぎますか！」

　言葉の通り、パラーチがアクスの意識が兵士へと向かっている隙すきを狙ねらって攻撃してきたが、頭上に発現した紋章の壁によって不発に終わった。

　パラーチはすぐに後方へ跳んで、アクスから距離を取るが、その顔は非常に険しいままである。少し前までの余裕は微み塵じんも感じない。

「今のは一体……洗脳？　いや、兵たちには自我があった。なのに自決？　……これはさすがに驚きましたよ。やはりここで君は殺しておきましょう。もちろん、そこの女もね」

「！　……アル……モ……コロス……ダト？」

　アクスの魂たましいが火傷やけどしそうなほど熱を帯び、怒いかりに支配されていく。

　呼応するかのように瞳が大きく開かれ、その奥からズズズと何かが溢れ出てくる。

　それは──涙なみだ。ただし真っ黒に染まった異様な形の、だが。

　さらに涙は目尻の方から水すい泡ほうのようになって斜ななめ上方向に浮うき上がり霧む散さんしていくという異常現象を引き起こしている。

　再びアクスの身体から赤黒いオーラが立ち昇のぼっていき、アクスの頭上でそれが次し第だいに形を成していく。

　形作られたのは巨きよ大だいな胴どう体たいと顔。四本の足に立派な鬣たてがみのようなものまで持つ存在である。

「あ、ありえませんっ、魔力が具現化して形を成すなど!?　しかもこの量……っ」

　驚くパラーチは無意識なのか僅わずかに震ふるえている。

　オーラはアクスを覆おおい、そのまま広がって傍そばにいるアルティアをも包み込んだ。

「ア、アクスくん！　アルの話を聞いてください！　それ以上はダメです！　このままだとあなたの身体が──」

　しかし遠ざかる意識の中、アクスが捉とらえていたのは、アルティアの声ではなく討うつべき敵の存在である。

「…………オマエガァ……テキダァァァァァァァァァッ！」

　アクスの叫さけびに呼応して、さらにオーラは巨大化し、誰だれにも分かる姿となって顕けん現げんする。

　──巨大獅し子し。

　膨ふくれ上がった存在の衝しよう撃げき力りよくのせいか、獅子を中心として生まれた突とつ風ぷうが周囲を薙なぎ払はらうようにして拡張していく。

　村に点在する兵士たちや、村人の死体は当然、さらには建物や大地までも削けずるようにして弾け飛ぶ。まるで極大のハリケーンが真上から落下し直撃したような様相を呈ていす。

　一いつ瞬しゆんにしてその場が更さら地ちと化してしまった。

「うっぐっ！　何という圧力か……っ!?」

　ただまだパラーチだけは、膝ひざをつきながらも、飛ばされまいと必死に耐たえていた。さすがは帝国の准将ともいうべきか。

　しかしそこへ獅子の獰どう猛もうな瞳ひとみが、生き残っているパラーチを射貫く。そのまま追い打ちをかけるように口がゆっくりと開く。

「……ま、まさか……っ!?」

　表情を強こわ張ばらせたパラーチは何かに気づいたように後ずさろうとする──が、すでに獅子の準備は整っていた。

「ガルァァァァァァァァァァアアアアアアアアアアッ！」

　獅子がけたたましく咆ほう哮こうし、その衝撃の渦か中ちゆうにあったものすべてが綺き麗れいに吹き飛んだ。

　当然その場にいたパラーチもまた、悲鳴を上げる間もなく消失した。




　──こうして、【クリノーク】の村は地図から姿を消したのである。




　　　　　※




　──干ひ上あがった川の跡あとのように抉えぐられた地面。果ては見えず、どこまでも続いている。

　その周囲も乾かわき切った大地が広がり、ここで人の生活が営まれていたのだと知らない者が聞けば冗じよう談だんだと思うことだろう。

　しかしほんの少し前までは、確かにここには一つの村があったのだ。

　まだ粉ふん塵じんや煙が覆っていて、周りすべてを確かく認にんすることはできない。そんな煙をかき分けながら群ぐん青じよう色のボサボサ髪がみを持つ十八歳の少年が歩いている。

「うーわ、こりゃ報告通り最悪な状じよう況きようだな、やれやれ。おーい、誰かいないのか！　いたら返事をしろー！」

　少年が声を発しながら進んでいくと、二人の人物が倒れているのを確認。

「！　あの子は──アルティア？」

　一人は以前同志であるパウラに紹しよう介かいされたことがあるハーフエルフだ。どうやら意識がないようだが……。

「生きてるのか？」

　そう口にし近づき、彼女に手を伸のばそうとする──が、アルティアの前に倒れていた子供がフラフラと起き上がり、彼女を庇かばうように立つと睨みつけてきた。

　その瞳には黒い紋もん様ようが刻まれていて、子供とは思えぬ凄すごみがある。

「お前は……そうか、お前が団長の言ってたパウラさんの……。んで、暴走した子供……ね」

　敵を見るような凶きよう悪あくな視線。それが子供から放たれている。

「…………彼女を守っているのか？」

「フー、フー、フー」

　獣けもののような息いき遣づかい。意識があるのか分からないが、ただ本能のまま彼女を守るように動いているように見える。

　だがその時、子供の口や目から血が流れ出した。このままだと子供が死んでしまうかもしれない。まるで内側から漏もれ出す力が器うつわを破は壊かいしているような印象を受ける。

「お、おい……っ」

　それでも子供はアルティアの前に立ち、周りを威い嚇かくすることを止めない。

　すると突とつ如じよ、子供の胸むな元もとが光ると、そこからフワリと何かが出現した。

「！　それは……《守護宝ほう珠じゆ》？」

　ペンダントになっているが、タグの中央に嵌はめられている石は間ま違ちがいなく少年の知識にあるものだった。一度だけ災わざわいから救いを与あたえてくれるもの。

　それは激しい光を放った直後、ガラスの割れたような音とともに砕くだけ散り、子供に降り注ぐ。すると砕けた欠片かけらが輝きながら彼の傷を癒いやしていく。

　同時に足元に落ちていたブレスレットのようなものが、宙に浮いたと思ったら、子供の右みぎ腕うでに装着された。

（こいつは……!?）

　直後、子供は力を失ったかのように膝をつく。

　そこへ少年の背後から幾いく人にんもの人物が姿を見せ、

「立ち止まってどうした……そいつは！　おい、そいつがさっきのバケモノの正体だ！」

　その中の一人が、アクスを指差して警けい戒かいを露あらわにする。他ほかの者たちもだ。

　彼らも少年やパウラ、そしてアルティアと同じ革命団の一員だ。この村が襲おそわれていると聞いて、団長から救出隊を組み助けに向かうように指示を受けやってきたのだ。

「かなり弱ってるようだな。よし、今のうちだ！　村を滅ほろぼした元凶を殺せ！」

　集団の中の一人がそう口にする。

　その言葉に反応したのか、子供は歯を食いしばり再び威嚇を開始。

（意識を失いそうになってもアルティアを守るか）

　命をかけても彼女を守るという強い意志が伝わってくる。

「おい、アルティアも無事みたいだ！　さっさとそのバケモノから引き剝はがすぞ！」

　と、少年の脇わきを通り抜ぬけて同志たちがアルティアの身体に触ふれようとすると、アルティアと同志たちの間に、突如紋章が出現しそれ以上同志たちが進めなくなる。

「うわっ、コ、コイツ!?」

「はいはい、待ちなさいってーの」

　同志たちと子供が本格的に衝突する前に、少年は彼らの間に割って入る。

「あのさ、団長が言うには生存者はすべて保護、捕ほ縛ばくすること、でしょうに」

「しかし！」

「それに村を滅ぼしたのは帝てい国こくの奴やつらだっての」

「はあ？　お前もここに来る前に丘おかの上から見ただろ！　そのガキが何をしたのかを！　暴走したあげく、この村を消し飛ばしたのはそいつだぞっ！」

　情報では帝国に【クリノーク】が襲われているので、その救出に向かってほしいと団長に言われた。

　あいにく手の空いている者たちが少なかったため、団長命令で少年が救出部隊の指揮官となり隊員をかき集めてここまで来たのだ。

　ただ情報が届くのが遅おそかったため、村から少し離はなれた場所にある丘の上に到とう着ちやくした時は、すでにもう何もかもが終末を迎むかえようとしていたのだ。確認できたのは、子供の身体から立ち昇った巨大獅子を模したオーラが咆哮とともに発生させた風圧のせいで、村が薙ぎ払われるようにして消失した瞬間だった。

「あのさ……今回の救出作戦は俺が指揮を執とってんだよねぇ。だから……従ってもらうから。あ、従ってくれないと団長に言っちゃうぞ？　命令無視して生存者を殺したって」

　団長に逆らうという意思はないようだ。序列的には現在少年と彼らに明確な差はないが、団長の名はやはり強い。

　困こん惑わくする周りの者たちをよそに、少年は子供に一歩近づく。

「……安心してもいいよ、アルティアは殺させないから」

「フー、フー、フー」

「だから今は少し休みなさいな」

　しばらく少年の真意を確かめるように、子供は少年と目を合わせる。

　──十数秒後、フッと瞳に刻まれた紋様が消えると、静かに目を閉じた子供はそのまま前のめりに倒たおれ込もうとするが、それを少年が抱かかえて肩かたに持ち上げた。同じようにアルティアも抱える。

「あーこの子たちの身み柄がらは俺が引き受けるから」

「そ、そんな勝手が許されていいと思うのか、カゲツ！」

「いやぁ、ちゃんと団長には許可取るってば」

「お前はいつも勝手過ぎる！　捕ほ虜りよを個人で所有など有り得ん！　それにお前もさっき見ただろ、俺たちに刃は向むかう意志を！　また暴走でもしたらどうするつもりだ！　あんな恐おそろしい力を持つ奴を生かしてたら災いが──ひっ」

　何な故ぜ突然怯おびえたように言葉を詰つまらせたのか、理由は簡単だ。

　少年が鋭するどい目つきで睨にらみつけたからである。その迫はく力りよくには有う無むを言わせないものがあった。

　少年は大きな溜ため息を吐つくと、

「とにかく、あとは頼たのむから。ま、全部なくなってしまってやることもほとんどないと思うけど。じゃ、そういうことで～」

　他の者たちの制止を無視し、少年──カゲツは二人の子供を抱えてその場から去って行く。

　周りに誰だれもいない場所までやってきたあと、ふと足を止めた少年は肩に担かついでいるせいで胸元まで垂れ下がっている子供の頭を見る。正確にはその横顔を。

「……あの力、それに……」

　チラリと視線を送るのは、同じように垂れ下がっている子供の右腕に装着されているブレスレット。

「まさかこれも宿命だっていうのかね……ったく」

　どこか呆あきれた様子の表情を見せながら、軽く溜め息を吐いて空を見上げる。

　まだ朝日が昇のぼるのは先だ。一つの村が壊かい滅めつしたというのに、星空はただただ美しく輝かがやいている。

「これから忙いそがしくなりそうだ。あーやだやだ」

　やれやれと肩を竦すくめてから、再びその場を歩き出した。







　──身体からだが動かない。

　視界が闇やみに覆おおわれている。そこへ小さな光がポツンと現れ、急に視界が開けた。

　真っ先に飛び込んできたのは、自分を……アクスを拾ってくれた赤髪の女性だ。

　パウラ・オーダー。育ての親である。

　男みたいに豪ごう快かいに笑いながら、しかしその温かな手でアクスの頭を撫なでてくれていた。

　彼女の持つ包容力と優やさしさがアクスは大好きだ。とても安心できるから。

　しかし突如として映像が移り変わり、血ち塗まみれになりながら微笑ほほえむパウラが現れる。

（パウラ……さん？）

　背中から大量の血を流しながら、身体中に細かな傷を負いながらも、歯を食いしばり誰かを守るように長刀を構えて立っている。

　彼女の目の前にいるのは、薄うす気き味み悪わるく笑うパラーチとかいう帝国軍の准じゆん将しよう。

　──膝ひざをついたパウラに向かって、パラーチが剣けんを振ふりかぶる。

「パウラさんっ！」

　必死に声を出し身体を動かそうとしても、その声は届かないし手も伸ばせない。

　為なす術すべがないまま──ズシュゥゥッ！

　パウラから大量の鮮せん血けつが噴ふき出た。

「────っ!?」

　声にならない声がアクスから発せられる。

『アク……ス……』

　そんなパウラの声を聞き、アクスは必死に叫さけぶが、目の前の光景はどんどん遠ざかってフェードアウトしていく。

　そして──。

「────パウラさんっ！　あっぐっ!?」

　次に確認できた光景は、見知らぬ天てん井じようだった。上半身を起こした時に走った激痛で、顔をしかめてしまう。

「っ……こ、ここは……？」

　自分の身体にかけられた掛かけ布ぶ団とんを見て、ここがどこかのベッドだということは分かった。

「──ようやく起きたか」

　不意に聞こえてきた男性の声にハッとなり顔を向けると、そこにはこれまた見知らぬ男が一人用のソファに腰こしかけて一冊の本を読んでいた。

「？　……だ、誰？」

「俺はカゲツ。カゲツ・ウォリアス。よろしく」

　若い男だ。眠ねむたそうな垂れ目と乱れた群ぐん青じよう色の髪かみが特とく徴ちよう的だが、何となく悪い人物ではなさそうな印象を受けた。

「俺のこと、覚えてない？」

「？　……覚えて？」

　記き憶おくを探さぐってみるがハッキリと彼だと断定できるものはない。ただ……確かに彼の声は聞いたことがある気がした。

「ふむ。まあ、あんな状態だったしな。意識が朦もう朧ろうとしててもしょうがないね」

「えっと……オレは一体……？」

「目が覚めたばっかで記憶が混乱してるだろう。話はあとにしてもう少し休──」

「アルは!?　アルティアはどこ！」

「……彼女なら」

　沈ちん黙もくがあったので、もしかしたら……と、最悪の事態を予想してしまいゾッとした。

　──だが。

「──アクスくぅぅぅぅぅぅぅんっ!?」

　突とつ如じよ、部屋の扉とびらが開いて一人の少女がベッドに飛び込んできた。

「おわっ!?　うっぷっ!?」

「アクスくんアクスくんアクスくん！　無事で良かったですぅぅぅ～！」

「え、えっと……アル……？」

「はい！　あなたの愛するお姉ちゃん、アルティアですよぉ！　ふえぇぇぇんっ！」

「ええっ!?　何で泣くの!?」

　いきなり声を上げて泣き出した彼女に戸と惑まどう。

　しばらく彼女が泣き止やむまで、抱だきしめて背中をポンポンと優しく叩たたいていた。

「……もう大だい丈じよう夫ぶ？」

「ひっぐ……ぐす……っ、アグズぐぅぅん……っ」

　これではどっちが年上か分からない。しかしどうやら彼女を心配させたらしい。

「ごめん、アル。オレは大丈夫だから」

「う、うん……」

　今まで空気を読んで黙だまってくれていたであろうカゲツを見る。彼もまたやれやれと肩を竦めると、一文字に結ばれていた口を動かす。

「アルティアには何でここにいるのかとか、何が起こったのかはすでに教えた。休まずに聞く？」

「あ……うん。教えてほしい」

「ん、そっか。じゃあまず端たん的てきに言うと……【クリノーク】は滅ほろんだ」

「！　……そう、なんだ」

「生き残ったのは二人。誰かは分かるよね？」

　淡たん々たんとした物言いだが、感情の見えないその言葉が胸に突つき刺ささる。

　何故ならば言外には、自分とアルティア以外は全滅したということだから。

「パウラさん……パウラさんは！」

「……遺体は発見されなかった。こちらの判断は、あの火の勢いだから、恐らく遺体も燃えてしまったんだろうってこと」

　せめて彼女の遺体があれば弔とむらってあげられたのに……。

「……襲おそってきた帝てい国こく軍もほぼ壊滅した」

「！　……助けてくれた？」

「いいや、俺たちが到着した時はすでにもう終わってた。帝国の奴やつらもある奴の攻こう撃げきに巻き込まれて、ね」

「ある奴？」

「お前だよ、アクス」

「……へ？」

　聞き捨てならない言葉が耳じ朶だを打った。懐ふところにいるアルティアの顔を見ると、不安げに見上げてきている。彼女はもう知っている様子だ。

「ど、どういうこと？」

「……お前は、自分が何者か知ってるのかな？」

　彼の問いの意味をすぐには理解できなかった。

　何者と聞かれても、普ふ通つうは戸惑う。人間と答えればいいのか、どこどこの出身のこういう者ですと答えればいいのか、いろいろ迷ってしまう。

　しかしカゲツが望んでいるのは、そんなありきたりな答えではないことは何となく感じ取れた。

「その様子だと、何も知らないか。多分……パウラさんも知らないで拾ったってことだね。アルティアにも聞いたけど」

　彼の口ぶりからパウラと知り合いだということが分かった。

「安心してアクスくん。その……この人はパウラ様と同じ……ううん、アルと同じ立場の人だから」

「！　……つまり革命……団？」

　コクンと申し訳なさそうに頷うなずきを見せた。

　村が襲しゆう撃げきに遭あい、その時にパウラから教えられた衝しよう撃げき的事実。

　パウラやアルティアが革命団に所属しており、帝国から〝神樹・アダム〟を解放するべく戦っている。このカゲツもまた、彼女たちと同志らしい。

「そういうこと。ちなみにここは革命団の本部にある空き部屋の一つだったりするんだな」

「そ、そうだったんだ……」

「なあアクス、アルティアに聞いたけどさ、アルティアが殺されかけた時のこと覚えてるの？」

「…………少しは」

　パラーチにアルティアが殺されようとした時、目の前が赤黒く染まり全身が怒いかりに支配された。ただただパラーチが憎にくく、村の人たちを殺した者たちが許せなくて──。

（そしてオレは…………奴らを殺そうと思ったんだ）

　そこからの記憶はほぼない。微かすかにアルティアの声が聞こえていた気はする。

　アルティアを守らなければという強い意志はあったと思う。それだけ。

　それだけが自分の魂たましいを動かしていた原動力だった。

「アルティアが殺されかけた時、お前は暴走したんだ」

「ぼ、暴走？」

「そう、その暴走は凄すさまじく、帝国の奴らを壊かい滅めつ状態に追いやり、そして──【クリノーク】を消失させた」

　彼が言うには、自分の暴走が生み出したのは破壊と絶望であり、【クリノーク】があった場所は、草木一本生えていない更さら地ちとなっているとのこと。

「オ、オレが……っ!?」

　当然身に覚えはない。圧あつ倒とう的な力を持つパラーチに殺されたとさえ思っていたのだ。

　それがパラーチともども帝国軍を退け、村をも破壊したのは自分だと言われてもピンとこない。

　カゲツが近寄ってきて、アクスの胸を指差す。

「お前の中には強大な力が眠ってる。それこそ帝国を揺ゆるがすことのできるくらい強力な、ね」

「オレは……知らない」

「だろうね。知ってたら使い方をパウラさんが教えてたはずだし」

「………………オレは、人を殺したのか？」

「……ああ」

　暴走状態で意識が朦朧としていたとはいえ、帝国軍の者たちを屠ほふったのは確かだろう。

　いや、もしかしたらパウラの遺体やまだ生きていたかもしれない村人までも粉々に吹ふき飛ばしたのも……。

　そう思った瞬しゆん間かん、胸から熱いものが込み上げてきた。

「うっぷっ」

「アクスくん!?」

「っ、はっ、はっ、はぁ……っ、うっ……だ、大丈夫……うん、大丈夫」

「で、でも顔が真っ青ですよぉ」

　人の命を大量に自分が奪うばってしまった事実は、自分の精神に想像以上の負ふ荷かをかけたことが分かった。またパウラの件に関してもアクスの心に深い傷を刻み付けたのだ。

「ほれ、口を拭ぬぐうといいよ」

　そう言ってカゲツがポケットからハンカチのような布を手て渡わたしてきた。それを受け取ったのはアルティアで、彼女がアクスの口元を拭ふいてくれる。

「アクス、お前は確かに人を殺した。無意識だったとしてもね」

「……！」

「でもね、お前は大切なものを守ったんだよ」

「！　大切な……もの？」

　カゲツが顎あごをしゃくり、視線をアルティアへと促うながす。

「アクスくん……うん、アクスくんのお蔭かげでアルは生きてますよ」

「！　アル……オレは……オレはぁ」

「きっとパウラ様も喜んでくれています。だから……悲しまないで」

　そう言って今度は逆にアルティアがアクスの頭を自身の胸で抱かかえてくれた。

　彼女から心臓の音が聞こえてくる。生きている証しよう拠こ。その音がアクスを心底ホッとさせてくれた。そして──。

「っ……あっ……ああぁぁぁぁぁぁぁぁっ!?」

　人を殺した胸の痛み、パウラを失った悲しみ、そして……アルティアが生きてくれていた嬉うれしさで涙なみだが止まらなかった。

　二人は、アクスが泣き止むまで優やさしげな眼まな差ざしを向けてくれていた。

「…………むふふ～、アクスくん可愛かわいいですぅ～」

「も、もう！　頭を撫なでないでくれよぉ！」

「やです！　だってアルはアクスくんのお姉ちゃんなんですから！」

　彼女にギュッと頭を抱えられ、ずっと頭を撫でられていて恥はずかしさが半はん端ぱない。

　精神的にも女性の前でこんなにも大泣きしたことが結構ショックだった。

　するとパンパンと両手を叩く音が聞こえる。──カゲツだ。

「はいはい、イチャイチャするのはあとね」

「イ、イチャイチャなんてしてない！」

「んなことよりも、これからのことだよ」

「！　こ、これから？」

「そうだ。俺とアルティアは革命団の一員。それはもう分かってるよね？」

「……うん」

「お前は……どうしたい？」

「…………オレは」

　目に浮うかぶのは優しく微笑ほほえむパウラや、【クリノーク】の人たち。

　家族を、仲間を自分から奪ったのは──帝国。

　それにアルティアが革命団にいる以上、いつかまた帝国と衝しよう突とつし戦うはめに。

　また……彼女が殺される危険がある。

　アルティアの顔を見た。どこか寂さみしげで不安を煽あおるような表情を浮かべている。

　するとそこへ手が伸のばされてきた。

「……お前には守れる力がある」

「守れる……力？」

「だけどお前の中に眠ねむっているその力を扱あつかい切れないと、周りにいる者たちを不幸にしてしまうだろうな」

「そ、それは……嫌いやだ」

「なら、この手を取るか？　ただし、取ればもう退ひくことはできないよ」

「…………」

「革命の灯ひを、お前は灯ともせるかアクス」

「オレは……………オレは……っ」

　伸ばされた手を、アクスは痛む右手を伸ばして確実に摑つかんだ。

　フッとカゲツが顔を綻ほころばせ言う。

「お前に力の使い方を教えてやる。俺は俺のため、お前はお前のために強くなればいい」

「…………オレは、パウラさんの仇かたきを討うちたい。パウラさんの遺志は、オレが継つぐ！」

　いつか、彼女が言っていた。




『アクス……アタシにも守りてえもんがある。それは……お前やアルティア、家族の平和だ』




　だから……自分も。

「これからは、アクス・オーダーとして生きる」

「……！」

「アクスくん……！」

　二人が目を見開きアクスを見る。パウラ・オーダーの遺志を継ぎ、その名を戴いただく以上は、敵に決して背中を向けないことを誓ちかう。

「オレも、家族の平和を守りたい！　だから強くなる！」

　こうしてアクスは、晴れて革命団の一員となり戦うことを決めたのだった。










　　　　　　第三章　大罪の紋章眼オラクル・ウィル




　革命団に入ることを決めたアクスは、カゲツに連れられてアルティアとともにある場所へ来ていた。

　それは一つの扉とびらの前。

　その奥にいる人物にアクスを会わせなければならないとカゲツは言う。

　どことなく隣となりに立つアルティアからも緊きん張ちようが窺うかがい知れる。

　カゲツがノックをしようとすると、

「──いいか、何が何でも情報を集めろっ！　どんな些さ細さいなことでもいい！　追つい跡せき調査の部隊を増やしてでも事に当たれと皆みなに伝えろっ！　それとチェリツの奴やつにぜってえ勝手に動くなって伝えておけっ！」

　と、扉が震ふるえるくらいの野太い男性の怒ど鳴なり声が聞こえた。そして「はっ！」と扉の奥から別の声で返事がしたと思ったら、扉が開いて一人の男が慌あわただしく出てきた。彼はアクスたちを一いち瞥べつしたものの、扉を閉めるとすぐに去っていく。

　中に入るのにかなり躊ちゆう躇ちよするような現場に出くわしたせいで、三人の間に沈ちん黙もくがしばらく流れる。

　このアジト内が慌ただしいというか、空気感がピリピリしているのは、当然支部が壊滅したせいだ。ここに来るまでにすれ違ちがった者たちは、口々に帝てい国こくに対して怒りと憎ぞう悪おを含ふくませた表情と言葉を漏もらしていた。

　その中で、パウラの名前がよく飛び交かっていたのを思い出す。誰だれもが彼女の死を信じられずにいた。彼女が革命団の中でも、実力者としてどれだけ信しん頼らいされていたのかよく分かった。

　カゲツが改めて扉をノックすると、向こうから男性の「入れ」という声が聞こえてきた。

　扉が開く──。

　この場所に一体どんな人物がいるのか……いや、察しが悪くても大体予想はつく。

　恐おそらくこの奥には……。

「────よぉ、カゲツか。またずいぶんと勝手なことをしたって報告がきたぞ」

　物が少なくて殺風景だが、多分執しつ務む室だろうとアクスは思った。

　二十畳じようほどの広さを持つ部屋には、小さめの本ほん棚だなが二つと執務用の机と椅い子す、その前には来客用なのか、テーブルとソファが置いてある。ただそれだけの部屋だ。

　椅子へ腰こしかけて腕うでを組みながらカゲツを睨にらみつけていた一人の人物が、入ってくるなり咎とがめるような様子で言葉を発した。

「いやぁ、反省はしてませんが……後こう悔かいもしてませんよ？」

「しろよ、アホ。ったく、お前の身勝手も別段今に始まったことじゃねえがな」

　机の上にある銀の灰皿に置かれたパイプからユラユラと紫し煙えんが立ち昇のぼっている。

　歳としは四十代前半くらいだろう。カゲツを睨む目つきは鋭するどく、額から右みぎ頰ほほにかけて入っている傷きず痕あとがさらにいかつさを倍増させている上、声も野太く、座ったままでも半端ではない貫かん禄ろくだった。

　まるでマフィアのボスと対たい峙じしているような気分になってくる。

「それよりもいいんですか？」

「あぁ？　何がだ？」

「追跡調査に回す部隊を増やすと、本部の守りが薄うすくなっちゃいますよ？」

「……聞いていたのか」

「いえいえ、聞こえちゃっただけですよ。あんなに大きな怒鳴り声だったんですから」

「……ふぅ。お前の言う通り、追跡調査に人員を回すとここの守りは手薄になる。けどな……それでも舐なめた真ま似ねをしてくれた帝国クソ野郎どもにやられっ放しは我が慢まんできねえんだよ」

　ギロリと男の眼光に鋭さが増す。睨まれているわけではないのに、その殺気に気け圧おされてしまう。

「こちとら大切な部下どもを失ったんだ。必ず奴らに報むくいは受けさせる。必ずな」

　この人にとって、パウラや他ほかの同志たちがどれだけ大事だったのか伝わってきた。

「気持ちは分かりますが、焦あせりは禁物かと。ちゃんと手た綱づなを握にぎっとかないと暴走する連中もいますよ？」

「ああ、分かってる。今さっき、その最たる奴に注意を促すように部下を向かわせたところだ」

「ああ、彼女……ですね。確かに一番暴走してもおかしくはありませんから」

「ったく、普ふ段だんクールな奴ほどキレた時に何するか分からねえしな」

　一体誰のことを話しているのだろうと思っていると、不意に男の視線がアクスを射い貫ぬく。常人ならそれだけで物もの怖おじしてしまう迫はく力りよくがあるが、アクスはしっかりと目を見返している。

「……ほう、そのガキがそうか」

　どうやらすでにアクスの情報は上がっているようで、カゲツが「はい」と返事をすると、パイプを口にした男はふぅ～っと長い息を吐はき出しながら観察するようにアクスを見やっていた。

「……名は？」

「アクス・オーダー」

　カゲツが答えるよりもアクスが逸いち早はやく名乗った。同時に男の眉まゆがピクリと動き、「オーダー……ね」と思わせぶりに肩かたを竦すくめる。

「パウラからも五年くれえ前に聞いてたが……そうか、アイツの忘れ形見ってわけか。まさかあの堅かた物ぶつにガキを抱える余よ裕ゆうがあったとはな」

「勘かん違ちがいしないでほしい。オレはパウラさんの実の子供じゃない」

「んなこた分かってる。報告も聞いてるしな。俺が言いてえのは、てめえの立場を考えてなお育てようと思ったアイツの真意が謎なぞでな」

「……謎？」

「カゲツから聞いたろ？　革命を起こそうとしてる俺らは帝国にとっての反逆者。世に言う犯罪者だ。捕つかまったら悪くて死し刑けい、良くても……死刑だ」

　基本的に国こく賊ぞくは極刑と決まっているらしい。

「それなのにガキを引き込むって聞いた時には耳を疑ったもんだ。まあ、アルティアの例もあったしパウラなら二度目があったっておかしくはなかったがな」

　灰皿にパイプを置くと、男は一つ咳せき払ばらいをしてからスッと立ち上がった。

「カゲツに聞いてるかもしれねえが名乗っておこうか。俺がこの革命団──《在るべき世界アヴニール》の団長を務めてるヴィルヘルム・エーベルトだ」

　やはり、この男がパウラやアルティアが所属している革命団のトップだったらしい。

「……アヴニール……」

「そうだ。帝国から〝神樹〟を解放し、本来在るべき世界を取り戻もどす戦いを俺らはしている。…………覚かく悟ごはあるのか？」

「ある！」

「……多くの血を見ることになるぞ？　中には正気を失った奴だっている。長い長い戦いになっていくだろう。身も心も擦すり減へり、志半ばで倒たおれるかもしれん。それでもお前は、その信念を貫つらぬけるか？」

　とてつもない言葉の威い圧あつ感かんだ。彼から発せられる王のような覇は気きに圧あつ倒とうされる。

　ここで一時でも迷いを見せたら、問答無用で叩たたき出されそうなほどに。

　現に初対面ではないはずのアルティアでさえ息を吞のみ表情を強こわ張ばらせている。それだけでヴィルヘルムの凄すごみの度合いが知れるというものだ。

　しかしアクスにとって答えはもう決まっている。

「オレはもう……大切な人を失いたくない。強くなって──全部オレが守ってやる！」

　そこから誰も言葉は発せず、ただただアクスとヴィルヘルムの睨み合いが続く。

　そして不意に「ぷっ」と口火を切ったのは、ヴィルヘルムだった。

「ダーッハッハッハッハッハ！　お前マジで五歳児かよ！　何だその肝きもっ玉たまは！　まるで戦士のような目つきしやがってよぉ」

　それまでの態度が噓うそのように、ヴィルヘルムが発していた張り詰つめるような緊張が一気に解ほぐされている。

　ニカッと豪ごう快かいに笑う彼は、どこか親しみやすい雰ふん囲い気きすら醸かもし出す。

「なるほどなぁ、パウラやアルティアが気に入るわけだ。いや、お前もかカゲツよぉ」

「どうでしょうかね。ただ、面おも白しろい子ではありますけど」

「そうかそうか。……よし、分かった。ならアルティア同様、アクスの面倒はお前が見ろ。一応周りには通達しておいてやる」

「了りよう解かい」

「ただし、アクスが引き起こしたことについてはちゃんと背負わせろよ。自分のケツは自分で拭ふく。それが団のポリシーでもある」

「分かっています。それもしっかり叩き込みますよ。物凄く面倒ですけど」

「やる気出せや、拾い主」

「はぁ、まあやるべきことはやりますよ。ということなんで、しばらく任務には入れないですから」

「しょうがねえな。また風当たりが悪くなっちまっても知らねえぞ」

「元々良くもなかったし別に構わんですよ」

　どうやらカゲツとやらは、周囲からの評判はあまり良くないようだ。あくまでも今の会話の中での判断だが。

「おっと、そうだ。これもいい機会だからカゲツ、お前に言っておくことがある」

「はあ、何でしょうか？」

「これからもう一つ新たな部隊を設けようと思ってたんだ。お前にその隊を率いてもらう予定だしな」

「うわ、マジですか？　それって忙いそがしいんじゃ……」

「名付けて第七特とく殊しゆ任務部隊──『セブンス』だ」

「……人数は？」

　ヴィルヘルムがニッと笑えみを浮うかべながら、１、２、３とアクスたちを順番に指差した。

「え、三人？　しかもこの子らですか？」

「いやいや、実はもう一人いるんだけどな」

「もう一人って……」

　その時、扉とびらからノック音が鳴り響ひびいた。ヴィルヘルムが「お、来たか。入れ入れ」と入室許可を出すと、「入ります」と女性の声とともに扉が開く。

　入ってきたのはアルティアと同じ見た目が十二、三歳くらいの少女だった。

「あーっ、ピュアラちゃんっ！」

「え？　あ、アルちゃん？」

　アルティアが少女の姿を見るなり嬉うれしそうに破顔すると、トコトコと少女へと近づき「久しぶりです～」と言って手を取る。また少女もアルティアの手を握り返しながら、「もう、帰ってきてるなら連れん絡らくしてよ～」と、ピョンピョン飛び跳はねて喜びを身体からだで表現していた。

　アルティアがアクス以外に、こんなにも嬉き々きとした表情をするのを見るのは久しぶりだ。

　どうやらかなり仲の良い友達みたいだが……。

「おいおい、おっちゃんたちを置いてけぼりは酷ひでえなぁ」

　アルティアと少女が、ヴィルヘルムの声を受けてパッと勢いよく離はなれる。

「ご、ごめんなさい団長！」

　少女が代表して頭を下げ、それに倣ならってアルティアも申し訳なさそうな態度を取る。

　アクスはそんな少女をジッと観察した。

　桃もも色いろの髪かみが肩先くらいまで伸のびており、鈴すずを模した髪かみ飾かざりがキラリと光っている。目鼻立ちがハッキリしていて、特に大きくクリッとしたアメジストのような輝かがやきを持つ瞳ひとみは、見つめられるだけで吸い込まれそうだ。

　間違いなく美少女であるものの、特にアクスの目を引きつける存在があった。

　それは──彼女の頭にピョコンと生えている獣けもの耳みみだ。

（この子……獣じゆう人じんか）

　人間やエルフの他ほかに存在する種族──獣人。人と獣が融ゆう合ごうしたような風ふう貌ぼうを持つ者たちのことだ。

　その数はそれほど多くはなく、ほとんどは森や山など、静かな場所でひっそりと集落を成して暮らしているという。

　アクスもその存在は書物などで知ってはいたが初めて目にする。

（おお、耳と尻尾しつぽがピコピコ動いてる。ちょっと触さわってみたい）

　特にフサフサモフモフなリスのような丸みを帯びた尻尾はきっと触り心ごこ地ちが良いだろう。

「……団長、まさかもう一人のメンバーってのは」

　カゲツがどこか乗り気ではない様子で尋たずねる。

「おう、コイツだ。ほれ、紹しよう介かいしなピュアラ」

「あ、はい。えとえと、あれ？　紹介って誰だれにです？」

「主にコイツにだ」

　と言って、ヴィルヘルムの指がアクスへと向けられる。視線を促うながされた少女がアクスを視界に捉とらえた。直後、ハッとしたと思ったら輝く瞳をさらに輝かせる。

　そしてあろうことかパチンと両手を合わせると、信じられないことを口にした。

「わぁ～、もしかしてカゲツさん、お子さんができたんですか！」

「「「「…………は？」」」」

「あ、でも水みず臭くさいですよカゲツさん。こ～んなに大きなお子さんがいたなんて全然知りませんでしたよ」

「いや、ピュアラちょっと……」

「あれあれ？　でもカゲツさんって確か十八歳じゃ……い、いいい一体幾いくつの時のお子さんなんですか!?」

　この子はアレだろうか。天然というか純じゆん粋すいというか……いや、ド天然っぽい。

「あ、そうだ！　ねえ、お名前は何ていうの？　私はピュアラ・ココロクルだよ」

　人ひと懐なつっこい笑顔で尋ねてきた。

「……オレはアクス・オーダー」

「へぇ、アクスちゃんっていうんだね！」

「いや、オレは男だからちゃんづけは止やめてほしい」

「えぇー、でも可愛かわいいよ。アクスちゃん。うん、決めた！　これからはアーちゃんって呼ぶね！　私のことはピュアラでいいよー。あ、でもピュアラお姉ちゃんも捨てがたいな」

「ちょ、ダメだよピュアラちゃん！　アクスくんのお姉ちゃんは私だけなんだから！」

　とんでもなく人の話を聞かない子だ。あと意外にも強ごう引いんである。

（ていうかアクスちゃんからアーちゃんに変わってるし……）

　だが何な故ぜだろうか、満面の笑みには悪意の一欠片かけらすら感じず、むしろ好感を持ってしまう不思議な女の子である。

「頼たのむからアーちゃんは止めてくれ。せめて、くんをつけてほしいんだけど」

「う～ん……じゃあアーくん！　これ決定だよ！　もう譲ゆずれないからね！」

「あ、まあ、うん、もういいやそれで」

　これ以上何を言っても聞きそうにないので諦あきらめた。

「あれ？　でもオーダーって……はっ！　もしかしてパウラさんの隠かくし子ご!?　つまりカゲツさんとパウラさんはそういう関係だったんですか!?　衝しよう撃げきの事実だーっ！」

　加えてビックリするほど想像力が豊かみたいだ。表情もコロコロと変わって、アルティアに似た愛らしさを感じさせる。ただアルティアと決定的に違ちがうのは、同年代に見えても胸の成長はピュアラの方が著いちじるしいというだけだ。

　そこへヴィルヘルムの咳払いが飛び、立場を改めて理解したのかピュアラは姿勢を正す。

「あーピュアラよ、お前には前々から言っておいたと思うが」

「前々？　……あ！　もしかして新設部隊に関するお話ですか？」

「おう。近々お前をそこに配属させたいって言ってただろ」

「ええーっ、ということはピュアラちゃんも一いつ緒しよに任務に就つくことになるんですか！　嬉しいです！」

「私もだよ、アルちゃん！　あ、でもアルちゃんが喜んでくれてるっていうことはここに集まっているのって……」

　ヴィルヘルムが「そうだ」と言って、アクスたちにした説明を改めて彼女にもした。

「う～ん……」

「どうした、嫌いやなのか？」

「アルちゃんやアーくんが一緒の部隊というのはとてもとても魅み力りよく的なんですけど……」

　チラリとカゲツの方を見やり、大きな溜ため息を吐はき出す。

「カゲツさんってば、私のことをいつも使い捨てにするんですもん」

「んなっ、ピュアラ！　その言い方はいけない！」

「ちょっとカゲツさんっ！　い、今のどういうことですか！　アルの親友を汚けがしたんですか、ロリコンですか、そーなんですね！　女の子を使い捨てにするなんて…………凍こおらせます」

「お、おおお落ちついてアルティア！　殺気！　というか冷気が漏もれ出てるからっ！」

　暴走しそうになったアルティアだったが、ヴィルヘルムが間に入って詳くわしい内容をピュアラに問い質ただした。

　その結果、カゲツが事あるごとに『今度美う味まいものでも奢おごるから』とピュアラの情報網もうに頼たより、それから一度も奢られていないということで、ピュアラは使い捨てられていると不満げらしい。

　なるほど、カゲツがピュアラの登場に乗り気しない表情をしていたのは、このことを追つい及きゆうされるかもしれないと思ったからだろう。ただ完全にカゲツが悪いのでフォローのしようがない。

「な～んだ、そうだったんですか。アルは信じてましたよ、カゲツ隊長」

「噓うそだよね。ほら、右手が若じやつ干かん凍っちゃってるんだけど……」

「でもカゲツさん、噓はいけないですよ噓は」

「えへへ、そーだそーだ。アルちゃん、もっと言ってやれー」

「……はぁ。はいはい、時間が空いたら次はちゃんと奢るから」

「はい！　その時はここにいる三人全員でお願いしますね！」

「えと……アルティアが、何故に返事を？　しかも三人っておかしくないですかね？」

「これからはアルたちの隊長なんですから、可愛い部下を労ねぎらうのは当然でしょう！　ねー、ピュアラちゃん！」

「ねー、アルちゃん！　カゲツさん、いえいえ、カゲツ隊長、ゴチになりまーす！」

　何とも息の合った美少女コンビである。

「俺、やっていけない気がしてきた」

　意い気き消しよう沈ちんして肩かたを落とすカゲツに対し、ヴィルヘルムはいかにも楽しそうに笑う。

「ククク、ちゃ～んと育てとけよ、新米隊長殿どの」

「……帰って引きこもっていいですか？」

「いいぜぇ、そん代わり新人だった時にやった数々の失敗を、お前が愛してやまないあの子に赤せき裸ら々らに語ってやるけどな」

「！　…………分かりました。謹つつしんで受けさせて頂きますとも」

　明らかに乗り気ではなく、顔が引き攣つっているカゲツだが、ヴィルヘルムには逆らえないらしい。

（……コイツにも大事な人がいるんだな）

　だからこそ革命なんてしようと思う集団に入ったのかもしれない。その人の平和を守るためにも。

　そして同じく守りたいものがあるアクスに手を差し伸べてくれた理由も、実はそこにあるのではとふと思った。

「アクスのために言っておくが、ピュアラは情報処理班ってとこに所属してて、今までは他ほかの部隊の担当だったんだが、俺がお前らには必要だと思って引き抜ぬいておいた」

　何でも、部隊にはそれぞれ専属の情報処理担当がつくことになっているらしい。ヴィルヘルムがわざわざ他の隊から引き抜いたということは、それほど優ゆう秀しゆうだということだろう。

「まあピュアラは直接的な戦せん闘とう能力はねえが、感知や結界技術、それと事務処理関係においては出来る奴やつだから安心しろ」

「えへへ～、何だかそこまで褒ほめられると照れちゃいますね～。よし、頑がん張ばっちゃうよ！」

　嬉しいのかニヘラと無む邪じや気きに笑っているピュアラ。

「ただまだ活動自体は先送りだ。今は人材とチームワークを育てる期間ってことでな。ピュアラも引き継つぎなんかでいろいろと忙いそがしいだろう。全部終わってからコイツらと合流すりゃいい」

「了りよう解かいです！」

「よし。じゃ、あとはよろしく頼むぞカゲツ」

　やれやれといった様子を見せながらも「了解」とカゲツは口にした。







　執しつ務む室から出たアクスたちはカゲツの案内のもと、現在居る施し設せつの説明を受けることになった。

　ここは大陸の南、珊さん瑚ご礁しようが広がる海うな原ばらに浮うかぶ【コクーン島】という島で、革命団のアジトである。

　とはいっても、外からは容易に確かく認にんすることができない。島の周りには【クリノーク】に張られていたものより遥はるかに強力な結界が行使されていて、簡単には認識できないようにされているのだ。

　島を認識できるのは、特別な許可を受けた者たちだけ。つまりは革命団の一員のみ。

　島の形は丸く大地を隠すほどの森で覆おおわれていることから、上から見ると繭まゆのようだということで〝コクーン〟と名付けられたそうだ。

　しかしただ森だけで何もない島というわけではなく、地下には蟻ありの巣のように張り巡めぐらされた通路や部屋が施ほどこされている。

　とても地下とは思えないような空間で、どこぞの研究施設かのごとく厳重な造りで、団員たちの居室や魔ま法ほうや体術の訓練施設など様々な用よう途とに使う部屋も存在していた。

（凄すごいもんだな。ここが革命団のアジトか）

　革命というと、何だか男心をくすぐるイメージではあるが、まさか自分が渦か中ちゆうにいることになるとは思いもよらなかった。

　ここに住む者たちは皆みな、帝てい国こくの独裁を良しとせずに反旗を翻ひるがえした者たちだ。

　その筆頭である団長のヴィルヘルムは、世界のあちこちを時間さえあれば飛び回り、自ら同志を募つのっているらしい。彼の持つカリスマ故ゆえにか、最初は数えるほどだった団員も、今では幾つもの支部を構成できるほどの規模になっている。

　当然活動に関しても、それまであまり気には留めていなかった帝国だが、規模が大きくなるにつれて無視できなくなり、団の動向を探さぐっては支部を潰つぶしたりと、先の【クリノーク】にしたような行動に出ているという。

　通路を歩いていると、当然ながら他の団員たちの視界に入るアクス。やはり見知らぬ子供ということで注目を浴びてしまっている。

　いや、その視線の中には不ふ愉ゆ快かいさを感じさせるものまで交じっていた。

　その理由は明白。

　どうやらアクスがその身一つで、【クリノーク】を壊かい滅めつさせたという情報が出回っているからだ。暴走した上での出来事というのが全員の意識に危険人物として組み込まれてしまっているらしい。

　そんな視線の意味を理解してか、アルティアが睨にらみつけて追い払はらおうとするが……。

「いいよ、アル」

「で、でも……」

「さっき団長も言ってた。オレが引き起こしたことについて責任を負わせろって。それってこういうことだと思う。でしょ、カゲツ隊長」

「おっと、いきなり俺に振ふるんかね。ていうか隊長って……あ、そっか。残念ながら君らの隊長になっちゃったんだっけか」

　特とく殊しゆ任務部隊のことをすっかり忘れてしまっていたらしい。そんなに隊長というのは嫌なものなのだろうか。結構名めい誉よある立場だと思うが。

「まあ歳としの割にはおかし過ぎるくらいアクスは物分かりいいけど、彼の言う通りだよアルティア。結果的にアクスは暴走して一つの村を地図から消してしまったんだから」

「で、でもそれは帝国が攻せめてきたからで！」

「関係ないのよ、それは」

「か、関係ない……って」

「実際にそれだけ大きな力をアクスが持ってるってことに変わりはないでしょ？」

　そういうことだ。アルティアが庇かばってくれるのは嬉うれしいが、こればかりはアクス自身が受け止めないといけない。

　現実から目を背そむけて、また暴走を引き起こし仲間を巻き添ぞえにするよりかは、現状の立場を理解し成長する方をアクスは選ぶ。

「え～っとぉ、アーくんが村を消した？　う～ん……もしかして最近噂うわさになってる男の子ってアーくんのことだったのかな？」

「あらら、団長に聞いてなかったのピュアラは？」

「はいカゲツさ……隊長。でも噂とか当てになりませんよね。だってアーくんってば、こーんなに可愛かわいらしいのに」

「ですよね！　さすがはアルの親友です！　ピュアラちゃんなら分かってくれると思ってました！　そーなんですよ！　すべては帝国が悪いんです！」

「子供に罪はないってやつだね！　うんうん、分かるよアルちゃん！」

　いや、いくら何でも罪がないとはアクスは思わない。だからこそ、自分のやったことに目を瞑つぶるつもりはない。彼女たちの擁よう護ごは素す直なおに嬉しいのは事実だが。

「よーし、ちょっと待っててね！　おーい、みんなー！」

　突とつ然ぜん何を思ったのか、大きく一歩前に出たピュアラが、声をかけて団員たちの注目を自身へと引きつけた。

「えーっとね、ここにいるアーくんなんだけど、と～っても良い子なんだよ！　だからイジメたらメッだからね！」

　良い子って言われるほどピュアラとは付き合いはないが、多分アルティアが可愛がっている子供ということで信用してくれているのだろう。

　ピュアラの掛かけ声に対し、団員たちが、

「まあ、ピュアラが言うなら……」

「やっぱピュアラは可愛いよなぁ」

「けど何でピュアラがアイツを庇ってんだ？」

「そんなことピュアラが優やさしいからだろ。だって俺たちの歌うた姫ひめなんだし」

　などなど、口々に言葉にしだした。

　気になったのは『歌姫』という言葉だ。疑問を浮うかべたことに気づいたのか、アルティアが耳打ちするように教えてきた。

「ピュアラちゃんはですね、革命団の歌姫なんですよ」

「？　どういうこと？」

「と～っても歌が上手でして、たまに娯ご楽らくで舞ぶ台たいを作ってライブを行ったりするんです。滅め茶ちや苦く茶ちや盛り上がって、ちょ～人気者なんですから」

　このルックスで歌も上う手まければ人当たりも良い。まるでトップアイドルのような存在だ。いや、実際そうなのだろう。

　そういえば歩いている最中、特に男たちの熱っぽい視線が彼女へと向いていたような気がする。

「けどよぉ、ピュアラ！　そのガキってば、本当に君が庇う価値があんのか？」

　そんな心無い誰だれかの言葉が飛ぶ。そのせいで皆の意識がピュアラから、再度アクスへと向く。

「やれやれ、こりゃ騒さわぎになっちゃうかな」

　めんどくさそうに肩を竦すくめるカゲツをよそに、パンパンと乾かわいた音が周囲に響ひびく。

「はいは～い、注目してね～！」
















　ピュアラだった。彼女が拍はく手しゆをして自分に皆の視線を集める。

「え～っとね、実は今度またライブを予定してるんだけど」

「おおっ、マジか!?」

「こりゃ楽しみだ！　いつだよいつ！」

　異様なまでの食いつきだ。特に男どもは。

「ははは、知りたい？　じゃあ私についてきてほしいなぁ～！」

　そう言うと、ピュアラはアクスたちの方へ向いてウィンクをした。そうして彼女はその場から少しずつ離はなれていき、そのあとにライブに興味のある者たちがついていく。

「あ～らら、ピュアラの奴、ニクイことしてくれちゃって。でもまぁ、せっかくのご厚意だし、さっさとこっから離れるよ」

　足早に歩くカゲツのあとを、アクスとアルティアは追っていく。

　ピュアラのお蔭かげで、面めん倒どうな騒ぎから解放された。あとで礼を言っておこう。

　少し距きよ離りを稼かせいだあと、アクスたちは歩く速度を元に戻もどす。

「ま、さっきみたいなことはこれからも山ほどあるだろうけどね。それでもアクスの評価は、アクス自身がこれからの行いで変えていくしかないわけよ。分かったアルティア？」

「…………ぶぅ」

「いや、そんな頰ほおを目め一いつ杯ぱい膨ふくらませて俺を睨まれても、さ」

　アルティアにしたら、隊長なのだから何とかしてやれとでも言っているのだろうが……。

「アル、オレは気にしないって」

「アクスくん……」

「オレは別に万ばん民みんに好かれたいなんて思わない。分かってくれる人たちだけ分かってくれれば、それでいい」

「…………いいんですか？」

「だって、何があってもアルはそこにいてくれるんだろ？」

「！　もちろんですっ！　嫌いやって言われてもずっといますから！」

「ならそれでいい。だったら世界で一人ぼっちには絶対ならない。アルはオレが守るから」

「ア、ア、アクスくぅぅぅぅぅんっ！」

「うっぷ！　く、くるじぃ～っ」

「あ～んもう！　何であなたはいつもアルの欲しい言葉を言ってくれるんですかぁ！　これはもうあれですね！　以心伝心というか、一心同体というか、アクスくんとアルは同一人物ですね！」

　同一人物とは絶対違ちがうと思う……。

　だがツッコもうとしても、アルティアが全力で抱だきしめてきているので声が出ないし、呼吸不全が起こりとても苦しい。

「……はいはい、イチャイチャするのはいいけどアルティア、そろそろ放してやらんと…………死んじゃうぞ」

「はぅ!?　ア、アクスくん!?」

「あ～あ、白目剝むいちゃってる。……あれ、死んだ？」

「怖こわいこと言わないでください！　アクスくぅぅんっ、カムバァァァァックッ！」

　久々にアルティアからの強きよう烈れつな愛の抱ほう擁ようを受けて三さん途ずの川が見えたアクスだった。







　もう少しで黄よ泉みの国へ旅立ってしまいそうになっていたアクスが涙なみだ目めのアルティアによる謝罪を受けたのち、アジト案内は再開された。ちなみにピュアラの演説はまだ続いていたので、悪いが置いていくことにしたのである。

　基本的に案内板などは地下に設置されていないらしい。仮に敵が潜もぐり込んでも容易にアジト内を把は握あくされないために、どこに何があるのか記き憶おくしておかなければならない。

　中には侵しん入にゆう者を迎げい撃げきするためのトラップ部屋や通路などもあり、迂う闊かつに彷徨さまよえないのである。

「あ、そういえばカゲツ隊長、アクスくんと私の愛の巣はどこになるんですか？」

　思い出したかのようにハッとなったアルティアが、カゲツに溢あふれんばかりの期待を込めた眼まな差ざしを向けながら問いかけた。

「あーさっきの空き部屋でいいんじゃない？　誰も使ってないしさ」

　彼が言うにはアクスが寝ねていたベッドがある部屋とのこと。

「えぇー、できればもっと広々としてぇ、ゆったりと愛を育はぐくめるような部屋がいいんですけどぉ」

「君はアジトでナニをするつもりなのかな？」

「いやん、聞かないでくださいよぉ～やんやん！」

　両頰に手を当てて顔をブルンブルンと左右に振って脳内トリップ中だ。

「アルの妄もう想そうにいつまでも付き合わなくていいから」

「みたいだねぇ。でも都合の良い部屋はあそこだけだし、いいよね？」

「好きにしてくれていい」

　アルティアと一いつ緒しよの部屋に暮らすことは、今までと左さ程ほど変わらないので抵てい抗こうなどはない。部屋が与あたえられるだけマシというものだ。

「ていうかこれだけ地下に穴を掘ほって、よく崩くずれないもんだな」

　アクスは歩きながら周囲の土つち壁かべや幾いく本ほんもの通路を見回しつつ言う。

「ああ、それは大だい丈じよう夫ぶ。何たって土属性の魔ま法ほうで強化しつつ掘られた巣穴だからね」

　故ゆえに強度は大きな地じ震しんが起こってもビクともしないほどなのだという。

「特に訓練施し設せつや居住空間は《アヴァルク鉱石》っていう硬こう度どの高い素材で周りを固めてるから、そんじょそこらの衝しよう撃げきじゃ潰つぶれやしないよ」

　なるほど。さすがはアジトと呼こ称しようするだけあって頑がん丈じような造りになっているようだ。

　アジト内には、厨ちゆう房ぼうと一体化した食堂もあり、そこに案内されると食事をしている多くの者たちの視線がアクスたちに突つき刺ささった。

　彼らの瞳ひとみには様々な感情が込められている。ほとんどが好こう奇き心しんでいっぱいだったが、一部にはバケモノでも見るような恐おそれや侮ぶ蔑べつなども感じられた。

　これはすべてアクスに向けられたものだ。何な故ぜ……という疑問は湧わかない。自分が彼らの同志が住む村を壊かい滅めつに追いやった原因でもあるのだから仕方ない。

　ただアルティアは不ふ愉ゆ快かいげに眉まゆをひそめてアクスを庇うように前に立っている。

「ほれ、行くよ二人とも」

　そんなカゲツの言葉に従い、アクスたちは背中に突き刺さる多くの視線を浴びながら食堂を出た。

　出て少ししてから、戸と惑まどい気味にアルティアが声をかけてくる。

「……あのアクスくん、大丈夫ですか？」

「え？　何が？」

「その……さっきの食堂の……」

「ああ、別に気にしてない。ああいうのにいちいち反応してたらしんどいだけだし」

「そうですか……」

「心配してくれてありがとね、アル」

「いえ！　お姉ちゃんですから当然です！」

　フンスーと鼻息を鳴らすアルティアはとても可愛かわいらしかった。

「ところで団員になったオレはこれからどうしていけばいいのかな？」

　いきなり戦場へ、というわけにもいかないだろう。カゲツがその問いに答えてくれた。

「しばらくは鍛たん錬れんだな。まあ、当然だけど」

「そうですね。アクスくんは優ゆう秀しゆうですけど、まだまだ力の使い方だって未熟ですから」

　とにかく強くならないと意味がない。

　今はまだ暴走の後こう遺い症しようで、身体からだも完全に回復し切っていないということで、三日後から訓練施設にてカゲツの指導を受けることになったのである。







　暴走のせいで消しよう耗もうしていた体力及および精神力も完全に回復したということで、鍛錬のために新設部隊の一員として訓練施設でカゲツと対たい峙じしていた。

　今二人が立っている場所は、周囲が頑丈そうな石壁で覆おおわれた部屋で、広さはテニスコートよりも一回り大きい。壁や床ゆかは真っ白のペンキで塗ぬられていて、他ほかには何もないので異様な空間であることは否いなめないだろう。

　前にこの部屋の周囲は《アヴァルク鉱石》でできていると言っていたが、手て触ざわりは普ふ通つうの岩いわ肌はだのようで、確かに頑強で今のアクスが魔力を込めた拳こぶしで殴なぐっても傷一つつかない。

「──そんじゃまずは魔力の全力解放ね」

「へ？　ぜ、全力で？」

「ん、何かおかしい？」

「え、えっと……」

「あれ？　まさかやったことない？　……アルティア？」

　壁かべ際ぎわで静かに二人を見守っていたアルティアにカゲツが視線を巡めぐらせる。

「まだ全力解放はやっていません。アクスくんの魔力量は膨ぼう大だいなので、下へ手たに放出すると暴走してしまう恐れがあったので。ですから少しずつ引き出すためのコントロールを学んでもらっていました」

「なるほど、そっか。んじゃ、今までの鍛錬は忘れて、ほれ、全力解放して」

「！　わ、忘れるの！」

「うん、別に鍛錬で培つちかったノウハウを忘れろってことじゃない。どうもお前にとってはそんなチマチマとした方法じゃなくて、荒あら療りよう治じの方が向いてそうだし」

「ちょっとカゲツ隊長！　もし暴走したらどうするんですか！」

「…………逃にげる？」

「「おいっ！」」

「ハッハッハ、冗じよう談だん冗談。そん時はしっかり止めてやるから安心しなさいな」

「ですが隊長！　実際アクスくんは村で──」

　アルティアが言葉を止めたのは、カゲツが人差し指を自身の唇くちびるに当てて静かにするようにとサインを出したからだ。

「ま、何とかなるから。ここには強い人たちがいっぱいいるしね」

　物もの凄すごく楽観的に見える。

　本当にこのカゲツという人物を信じていいのか分からなくなってきた。

「やっぱり危険ですよ。止やめましょう、アクスくん！」

　確かに彼女の言う通り、安易に暴走するような危険を冒おかすのは止めておいた方が良いかもしれない。

「あっれぇ、強くなりたいっていう意気込みは何だったのかなぁ？」

　カゲツが明らかに挑ちよう発はつと分かる発言をしてくる。

「全力解放くらいやってやるって気き概がいを見せてくれると思ったけどな。や～っぱ、まだお子様過ぎたかぁ」

「むぅ……」

「ちょ、カゲツ隊長！　何でそんな言い方するんですか！」

「あら？　アルティアはアクスのこと信じてないの？」

「そ、それは……もちろん信じてますよ！　アルがアクスくんを疑う部分なんて毛ほどもありませんしっ！」

「だよね～。だったら口出し無用」

「で、ですが……」

「いいよ、アル。オレやるよ」

「アクスくん!?」

　挑発だと分かっていても、ちょっと……ムカついた。

　アルティアもまた止めてもムダだと分かったのか、それ以上何も言わなくなる。

「全力解放……か」

　今まで魔法に使う分、身体強化に使う分しか魔力を体内から放出してはこなかった。

「ほれほれ、一気、一気、一気」

　……うるさい。煽あおられても今までやったことがないのだから、多少不安になってしまう。

　暴走したら止めてくれるというが、傍そばにはアルティアもいるのだ。自分が傷つけたらと思うと力を使うことが怖くなる。

「…………怖がってるだけじゃ、お前は何も守れんよ」

　不意に目の前に立つカゲツからの言葉。それがアクスの心臓をギュッと強く握にぎった。

「……はぁぁぁ～、ふぅぅぅ～」

　大きく、何度も深呼吸をする。アルティアも心配そうに見守っていた。

　心を落ち着かせて、アクスは体内に眠ねむっている魔力を体外に一気に放出するイメージで目め一いつ杯ぱい力を込める。

　──ブォォォンッ！

　アクスの全身から迸ほとばしる白い光。光はアクスの頭上二メートルほどまで立ち昇のぼりアクスを包み込むようにして顕けん現げんしている。

　それをジッと見つめていたカゲツが静かに口を開く。

「……それが全力？　違ちがうでしょ？」

「くっ！　んなこと言ったってぇっ」

　実は彼の言葉は的を射ていた。意識的に全力を出しているつもりだが、感覚でも分かる。

　水道の蛇じや口ぐちがあるとしたら、まだ半分ほどまでしか開けていないイメージだ。

　しかしその先が固くてビクともしない。

　ただし今放出している魔力だけでも、かなりの圧力を有し、魔力強化が身体という器うつわをぶち破ろうとしているのが伝わってくる。これ以上放出すれば、体内から爆ばく発はつしそうな感じだ。

「──ッ！　……っはぁ、はぁはぁはぁ……っ」

　白い光が一いつ斉せいに霧む散さんし、アクスは四よつん這ばいになって盛せい大だいに息を乱していた。

「まだ子供なのにそれだけの魔力を放出できるのは稀まれだけど、お前の中にはまだまだ眠ってる力がある。驚おどろいていないってことはお前もそれに気づいてるってことだよね？」

　確かに、そうだ。

　暴走した時の記き憶おくはほとんどないのだが、身体が……魂たましいが覚えている。

　自分の中には、まだ使い切れていない力があることを。

　前にアルティアも言っていた。自分の中には、彼女の十倍以上の魔力が眠っていると。

　しかしそのすべてをまだ小さいアクスは扱あつかえずにいた。

（き、きつい……っ！　魔力の全力解放がこんなに消耗するなんて……）

　ほんの少しの間、解放という行こう為いをしただけで信じられないほどの疲ひ弊へい感だ。身体に痛みこそないが、虚きよ脱だつ感が酷ひどい。正直にいえば、このまま横になって寝ねたいくらいである。

　これが以前アルティアが言っていた気き疲づかれというものなのだろう。魔力を正確に扱えていないと起こる現象だ。

「ほら立って。眠るのは早いよ。まだ昼前だし」

「ちょ、隊長！　アクスくんはまだ子供ですよ！　初日から厳し過ぎませんか！　それに魔力を一気にすべて解放なんて並の魔法士だって卒そつ倒とうするくらい大変で──」

「並の魔法士レベルでいいの？」

「え……？」

「この子はあのパウラ・オーダーの遺志を継つぐとハッキリ口にした。……あの人の強さは誰だれもが認めていた。当然団長も。その代わりになるっていうんだ。生半可でいいのかな？」

「そ、それは……っ」

　言葉に詰つまるアルティア。彼女もパウラの強さを熟知している一人だ。

　彼女の後を継ぐということがどれほど厳しい現実と向き合わなければならないか理解できているのだろう。だからこそすぐに返答することができないようだ。

「……で、でもアクスくんだって頑がん張ばってますし……」

「それは認めるってば。けど力の使い方は早いうちに学んでおいた方が良い。……じゃないと後こう悔かいしてしまうからね」

　何だろうか。そう言ったカゲツの表情に、理由は分からないが強い説得力を感じた。彼もまた取り返しのつかない後悔をした経験があるのかもしれない。

「酷こくなようだけど、戦場においては子供だろうが大人だろうが関係ない。そこにあるのは強者か弱者か、だ」

　──そうだ。

　自分が無力だったから帝てい国こく軍の奴やつらに大切な人を奪うばわれてしまった。パウラは弱者であるアクスを守ろうとして傷を負い、そして……殺されたのだ。

　だから……。

（だからオレは……あの人みたいに強くなるって決めたんだ！　並の魔ま法ほう士レベルなんかでいいわけがないっ！）

　両足に力を込めて立ち上がると、アルティアが目を丸くしてその姿に見入っている。

「……よし、じゃあ続きを」

「っ……ああ！　──うおぉぉぉぉっ！」

　強くなりたい──。

　そんな思いでアクスは気絶するまで魔力放出を続けていく。

「もっとだ。もっとすべてを出してみろ。自分の身体からだの中に卵があり、その殻からを割るようなイメージだ」

　カゲツの言葉を受けながら、アクスは言われた通りに意識を身体の内部へと潜もぐり込ませていく。

　ちょうど鳩みぞ尾おち部分に固い殻に覆われた卵を想像し、殻にヒビが入るイメージを起こす。

　──ピキ……ピキキ。

　殻に亀き裂れつが走っていくが、本能的にこれ以上作業を進めるとマズイと感じ萎い縮しゆくしてしまう。

　そんな感情の機き微びを悟さとったのか、カゲツが言葉をかけてくる。

「そこで中断するな。思い切って飛び込んでみろ。そうしなきゃ新しい世界なんて見えてこないよ」

「っ!?　くっそぉっ、どうなっても知らないからなぁっ！」

　恐きよう怖ふを勢いで塗ぬり潰つぶし、そして──バキィィィィッ！

　イメージで殻を割った刹せつ那な、全身から膨ぼう大だいな魔力が溢あふれ出した。

「きゃあっ!?」

　アクスから放たれた魔力は、小さな台風のように周囲を吹ふき飛ばすほどの圧力を生み、アルティアが踏ふん張ることができずに弾はじき飛ばされてしまい転がっていく。

「ア……ル……ッ!?」

　彼女の声を聞き、アクスが駆かけ寄ろうとするが、それこそ暴風の中に佇たたずんでいるようで声が発せず息苦しい。身体も自由を奪われているようだ。

　明らかに自身では扱い切れないほどのエネルギーが、自分の中から放出されていることが分かる。ただ直感的に、このままの状態ではマズイということも理解できた。

　──暴走。

　まさしくそれだろう。

　何な故ぜなら次し第だいに魔力が自分を中心に集束し熱を持ち始めていくのを感じる。このままどんどん魔力が凝ぎよう縮しゆくしていけば、いずれ大爆発を引き起こすだろう。

「ア、アクスくんっ！　今、アルが何とかしますから！」

　転倒から起き上がったアルティアが近づいて来ようとするが、風圧によってまたも弾かれてしまう。

　やはり彼女の言った通り、魔力を一気に解放などしない方が良かったのかもしれない。

　これほど自分の潜せん在ざい的な魔力量が多いとは正直思わなかった。

（このままじゃ……アルも巻き込んで……っ）

　何とかそうならないように魔力を再度取り込み制せい御ぎよしようと試みるが、暴れ馬のごとくまったく言うことを聞いてくれない。

（ど、どうすれば──）

　そろそろ限界を迎むかえてしまうと危き惧ぐしていたその時、

「なるほど、大したもんだ。ここまでとはね」

　この場で唯ゆい一いつ平然としている男がいた。カゲツだ。

「あーそう睨にらまなくてもいいって。言いたいことは分かるから」

　アクスは無意識的にカゲツを睨んでしまっていたらしい。

　だがそこでおかしなことに気づく。

　カゲツはアルティアと同じ距きよ離り位置にいたはずだ。

　それなのに何故──彼は吹き飛んでいないのだろうか。

　今もなお魔力暴走の風圧は周囲に影えい響きようを与あたえ、アルティアを近づけさせないようにしているというのに、カゲツはあろうことかポケットに手を突つっ込みながら散歩でもするかのような感じでアクスへと向かってくる。

（ど、どうして……っ!?）

　何故風の影響を受けないのかサッパリ説明がつかない。

　するとカゲツはその答えを教えるために口を動かし始めた。

「流れには流れでもって対たい抗こうするべし。分かるかな？」

「……？」

「簡単にいえば、暴走する魔力の流れを、自身の魔力の流れで受け流してやればいい」

　そこで目を凝こらしてみて初めて気づいた。

　カゲツの周囲にアクスとは違う別の魔力の流れが発生していることに。

　それはカゲツが自身の身体から放出させている魔力であり、自分の身体にアクスの魔力がぶつかる前に、四散するような魔力の流れ道を形成することでダメージを受けないようにしている。

（そうか、自分の魔力でレールを作って、そこにオレの魔力を誘ゆう導どうして受け流してるっていうことか。コイツ……）

　そのようなこと、余よ程ほど魔力コントロールに長たけていなければできないことだ。アルティアもコントロールは上う手まいが、ここまで緻ち密みつな制御はまだできていないはずである。

　そのままカゲツは何にも阻はばまれずにアクスの目前へ立つ。

　──ポン。

　アクスの頭にカゲツの右手が優やさしく乗っかる。

　直後のことだ。暴走していた魔力が、急激に収縮し始めアクスの中へ収まっていく。

　ほんの数秒で解放する前のアクスの状態へと戻もどった。

「え……どういう……」

「アクスくぅぅぅぅぅんっ！」

「はぐぅっ!?」

　突とつ如じよ飛びついてきたアルティアに押し倒たおされてしまう。

「無事で良かったですぅぅぅ！」

「ちょ、アル！　大だい丈じよう夫ぶだって！　ていうかアルの方こそ怪け我がはない？」

「アルは大丈夫ですよぉ！　ていうかこうなった原因はアクスくんじゃなくて、この人なんですから気にしなくてもいいです！」

　アルティアがカゲツを指差して頰ほおを膨ふくらませる。

　どうやらアルティアも大怪我などはなかったようでホッとした。

　ただアクスは、カゲツがどうやって自身の魔力暴走を鎮しずめたのか気になり彼の顔を見上げる。

　すると肩かたを竦すくめたカゲツが説明を始めた。

「魔力が暴走するっていうことは、行き場を失っているということだ」

「行き場……？」

「だから魔力に戻るべき場所を指定した。この場合は、お前の身体の中。もっと正確にいえばお前がイメージした卵の中だな」

「…………」

「何故そんなことができるのかっていう顔だね」

　そんな顔をしていたらしい。

「俺がお前の魔力を防いだ手法と同じ要領なんだよね」

「……！　そうか。魔力で流れを作ってオレの身体に戻るように誘導したってことか」

「お、物分かりいいじゃない」

「えっへん！　当然です！　アルのアクスくんなのですから！」

　先程まで憎にく々にくしい様子でカゲツを睨んでいたアルティアだが、弟が褒ほめられて上じよう機き嫌げんで胸を張っている。

「ま、そういうこと。んで、これで分かったろ？」

「？」

「暴走しても問題ないってことだよ」

「！　……ああ」

　確かに彼の言う通りだ。

　暴走したら止めてやると軽けい薄はくな感じに笑いながら言っていたので、本当に彼が止められるか半信半疑なところはあったが……。

（凄すごいな……これが革命団で隊長に選ばれる者の実力か）

　やる気がないように見えて、さすがは団長が隊長に任命するほどの人物だと改めて理解することができた。

　それと同時に、彼の教えを受ければきっと自分は強くなれると信じることができたのである。







　カゲツのスパルタ教育が三ヵ月ほど続くと、アクスはまだ完全にではないものの、ほとんどの魔ま力りよくを一気に解放するコツを摑つかんでいた。何度か暴走したが、その時もカゲツのお蔭かげで事なきを得ている。

　そしてアクスは今日もまた、カゲツと訓練施し設せつで向き合っていた。

「ふわぁ～。さぁて、やるかぁ」

「だったら横になってないでさっさと相手しろよ！」

　訓練の最初の頃ころは、比ひ較かく的てきまともに相手をしてくれていたカゲツだったが、毎日毎日同じことの繰くり返しで飽あきてきたのか、自前の一人用ソファを持ち込んで寛くつろいでいる。

「いやぁ、相手しろっていっても、まだ基き礎そ段階だしね。それに…………心底眠ねむい」

「あんたのサボり癖ぐせはマジでどうにかしろよな。この前だって平気で遅ち刻こくしてくるし、理由を聞いたら寝ねてたって言うし……」

「諦あきらめましょうアクスくん。隊長は新人の頃からサボり癖が直らないらしいですし。まさにダメ人間ですね！　ああいう大人にだけはなったらダメですよアクスくん。人生が終わっちゃいますから」

　アルティアはそう言うが、こっちは真しん剣けんに訓練をしてほしいので堪たまったものではない。

「──カゲツ隊長！」

「あーはいはい。ていうか一応俺って君らの上司だから、もう少し敬ってほしいなぁ」

「いいから訓練！」

「…………はぁ」

　大きな溜ため息のあと、「じゃあ……」と言ってカゲツが今日の課題を発表する。

「アクスも自分の中にある膨大な魔力を放出できるようになったことだし、そろそろ次のステップに移行してみようかね」

「！　本当！」

　今までの訓練が放出を繰り返し、それを気絶するまで続けるという拷ごう問もんみたいな行こう為いだけだったので、新しい試みと聞くと自然とワクワクする。

「お前が魔法を扱あつかえるってのはアルティアにも聞いてるし知ってる。ただ魔法に関しては、お前と契けい約やくする精せい霊れいの問題だし、行使属性が違ちがう俺じゃあんまり教えることはない」

「へぇ、あんたも魔法を使えるんだ」

「まあね。団の中には魔法を扱える者は多いよ。ただ使いこなしてるかどうかは分からんけどね」

　魔法を使える＝強者というわけではない。あくまでも魔法を使えるという才能があるだけだ。本当の意味で使いこなし、戦術の一つとして行使できる強者はなかなかいないという。

「じゃあ魔法を教えてくれるわけじゃないんだ」

「ん、そういうこと」

「……なら剣術とか？」

「いーや、違うよ。俺がこれから教えるのは、お前ならではの武器の使い方……かね」

「オレならでは……？」

　するとカゲツがスッと人差し指をアクスに突き付けて言う。

「お前の……その眼めだよ」

　息を吞のむ音が響ひびいた。それはアクスもそうだが、傍そばで聞いていたアルティアからも喉のどが鳴ったのである。

「暴走した記き憶おく、全部はなくとも少しくらいあるでしょ？」

「！　……うん」

「その時、自分に妙みような力が働いていたこと、知ってるよね？」

　正直に言えば……理解していた。

　意識が怒いかりと憎にくしみに支配されていたからハッキリとは覚えていないが、何となく今まで使ったことのない力を扱っていたのを覚えている。

「……アルティアは彼にあの力があることを知ってた？」

「いいえ、知りませんでした。パウラ様もご存じなかったと思います」

「だろうなぁ。もし知ってたら封ふう印いんするか扱い方を教えておくかどっちかだろうし」

　封印と聞くと穏おだやかではない。それだけ危険な代しろ物ものだということだ。

　アクスが暴走し、どのようにして【クリノーク】が壊かい滅めつしたのかカゲツやアルティアから事件の後で詳くわしく聞いた。

　特に一部始終を間近で見ていたアルティアからの証言は、かなり衝しよう撃げき的なものだった。

　突如アクスの瞳ひとみに刻まれた黒い紋もん様よう。そのあとに引き起こされた事象は、アクスにとってまるで聞き覚えのない力だった。

「アクス、お前には特別な瞳が宿ってる。その名も──《紋章眼オラクル・ウイル》だ」

　当然初めて耳にする言葉だ。反射的にアルティアを見ると、彼女は険しい顔つきでカゲツの話を聞いていた。どうやら彼女には聞き覚えがあるらしい。

　表情から察するに、どうもあまり歓かん迎げいできない力のようだが……。

「カゲツ隊長……本当にアクスくんの瞳に宿った力は……あの《紋章眼オラクル・ウイル》なんですか？」

「間違いないよ。……同じ眼を持つ者と会ったこともあるし、ね」

　彼の言葉をそのまま受け止めると、アクスと同じような瞳を持つ者が複数いることが分かる。

「アル、その《紋章眼オラクル・ウイル》って何？」

「アクスくん……そうですね、アクスくんは神話にあまり興味がありませんでしたね」

　小さく「コホン」と咳せきをしたアルティアが、教師モードになると語り始めた。

「かつて神によってこの世界が創世された頃に生み出されたと言われている〝神樹・アダム〟。〝神樹〟がもたらす恩おん恵けいは、人々の生活を豊かにし繁はん栄えいを築かせていきました。その結果、人の数は甚じん大だいに膨れ上がり、同時に物が溢あふれ、文明も栄えていきます。ただその中で、人類は互たがいの利権や価値観の違いから争い始め、世界には穢けがれが蔓延はびこることになるんです」

　アルティアが言うには、その穢れこそ理性を失った凶きよう悪あくなモンスターたちなのだという。モンスターは人や自然を破壊し、世界を傷つけていくことになる。

「そこで〝神樹〟は穢れに対たい抗こうするために自らの力を分け与あたえた者たちを創つくり世に放ちます。そしてその者たちによって、穢れの権ごん化げたる存在を討うち滅ほろぼすことができたんです」

「そう、そんなかつて世界を救った者たちには、ある共通した力が宿っていた」

　話の途と中ちゆうにカゲツが入り込んできて、さらに続ける。

「それが──《紋章眼オラクル・ウイル》だ。その眼を持つ者は強大な力を持ち、魔法などとは比べものにならない強さを宿す人を超ちよう越えつした存在だよ」

「！　そんな力が……オレに？」

「ただし話にはまだ続きがある」

「続き？」

　今度はカゲツの話を引き継つぐ形でアルティアが話し始める。

「言い伝えでは、初期の《紋章眼オラクル・ウイル》を持つ者たちは、新たに生み出された《紋章眼オラクル・ウイル》を持つ者たちと衝しよう突とつし、世界を混こん沌とんに陥おとしいれたとされています」

「っ……新たに生み出された？」

「はい。ハッキリとはしていませんが、〝神樹〟は最初に七つの《紋章眼オラクル・ウイル》を世に放ち、そしてその後に何な故ぜか同じ数の《紋章眼オラクル・ウイル》を世に放ったと言われているんです」

「えっと……初期の奴やつらって言っていいのか、そいつらのお蔭で世界は平和になったんだよな？　穢れを倒たおしてさ。なのに何で〝神樹〟はまた新たに創ったんだ？」

　尋たずねてみるが、アルティアは分からないのか首を左右に振ふるだけ。

　そこへ「それで、だ」とカゲツが口にし注意を引く。

「初期の七つの《紋章眼オラクル・ウイル》の特とく徴ちようは、瞳に刻まれた白い紋様なんだよ。そしてそれは〝美徳紋〟と呼ばれている」

「白い……っ!?」

　刹せつ那な、ズキッと頭痛が走ったと思うと、脳のう裏りにある映像が浮うかび上がった。

　それはあのパラーチという帝てい国こく軍人がある言葉を口にしていた姿。




『よもやこのようなところで君のような存在に出くわすとは……。黒ですか……その紋章の色を見ると、どうやら〝大罪紋〟のようですね』




「大罪……紋……」

「！　その名を知ってるのか、アクス？」

　少し驚おどろいた様子で、思わず呟つぶやいたアクスにカゲツが聞いてきた。

「あ、いや……あのパラーチって奴がそう言ってたような記憶があって……」

　正直に話すと、カゲツは「そうか」と答えてアルティアの方を見る。

「はい。アルも聞きました。確かにそう言っていましたね」

「なるほど。……アクス、お前が聞いたことは間違いないよ。お前の瞳に刻まれていた紋様色は──黒。後期に生み出され、結果的に世界を争いに巻き込んだとされる、忌いむべき〝大罪紋〟を宿す瞳だ」







　アルティアが何故言い辛づらそうな表情をずっとしていたのか理由が判明した。

　なるほど、アクスが持つ瞳の正体に彼女も気づいていたからだったのだ。

　初期の《紋章眼オラクル・ウイル》。まさに世界を救った英えい雄ゆうたち。

　そんな彼らと衝突し、世界を破滅に近づけたとされている後期の《紋章眼オラクル・ウイル》。そんな者たちと同じ力をアクスが宿していると分かれば、心配になっても不思議ではないだろう。

「オレの《紋章眼オラクル・ウイル》は……〝大罪紋〟か」

「アクスくん……」

「…………はは」

「？　アクスくん？」

「ははははは、別にいいさそれで」

　アクスの言葉に、アルティアだけでなくカゲツまでキョトンとしてアクスを見つめている。

「どんな力でも、しょせんは力だろ？　だったら使いこなせばいいだけ。違う？」

　たとえこの瞳が本物の〝大罪紋〟だとしても、扱うのは過去で暴れまくった奴ではない。今ここにいるアクスなのだ。

　だったら暴走しないように……アルティアを守るための力として昇しよう華かさせればいいだけである。

「……君さぁ、本当に五歳？」

　アクスの判断力と決断力が五歳児としては異常だと思ったようで、カゲツが若じやつ干かん顔を引き攣つらせながら聞いてきた。

「そんなことはどうでもいい。この力はオレの目的を達成するために使えるって思っただけだ。あるものは使わせてもらう。それでいい」

「……ぷっ、お前はやっぱ面おも白しろいよ。かな～り生意気だけどね」

「笑うなよ。別に変なことは言ってないし」

「いやいや、十分に変だよ。まあ覚かく悟ごがあるならこっちもそれでいい。アルティアも、いいよね？」

「はい、アクスくんが決めたのならアルは永遠に支え続けるだけですから！」

　アルティアの偽いつわりのない気持ちにはいつも心強いものを感じる。彼女がいるからこそ頑がん張ばれるというものだ。

「けど、この《紋章眼オラクル・ウイル》ってどんなことができるんだろ……？　アル？」

「むむむ、ちょ～っと待ってくださいね！」

　と待ってましたと言わんばかりに、彼女が持参していたバッグをごそごそと探さぐり出す。

「ジャ～ン！　アルお姉ちゃんの乙女おとめ秘密道具その一──《愛用の歴史書》！」

　意い気き揚よう々ようとバッグから取り出したるは一冊の分厚い本。

（一体何が入ってるんだろって思ってたけど、あんな重いもの入れて持ってきてたんだ。ていうかその一ってことは他ほかにもあるんだろうなぁ）

　辞書くらいの大きさがあるその本をアルティアは読み出した。

「んー待ってくださいねぇ。弟のためにお姉ちゃんが今調べて……調べて…………」

　最初は勢いよくページを捲めくっていた彼女だが、徐じよ々じよに笑えみも崩くずれ始めていく。

「……アル？」

「……うぅぅ」

「もしかして書いてなかった？」

「せっかく役に立つかもって思って持ってきたんですが……不ふ甲が斐いないです。ごめんなさい、アクスくん」

「いいよ、調べてくれただけで嬉うれしいし。ありがと」

　余よ程ほど期待に応こたえたかったのか、目に見えて意い気き消しよう沈ちんするアルティアにフォローの言葉を投げかけてから、アクスはカゲツへと視線を向ける。

「そうだね。実際のところ、アクスの眼めに宿った特有能力に関しては本人が見つけるしかないと思うんだけど……。ていうより少しも自覚ないの？」

「あー……」

　そう言われて記憶の中を探ってみる。確かに身体からだが覚えていることもあるので、もしかしたら脳が思い出してくれるかもしれない。

　……しかしその時、

「あのーアクスくんがどんなことをしてたのかなら、アルが説明できますけど」

　……そうだった。ここにはあの状じよう況きようで自我を保っていた人物がいたのだった。

　そして彼女からアクスの能力がどのようなものだったのか語られたのである。

　ただその中には、思わず顔をしかめてしまう能力もあった。

「空中に浮かんだ紋章。それで相手の攻こう撃げきを防いだ能力に関しては、《紋章眼オラクル・ウイル》を持つ者の特徴だよ」

　そんなことを言うカゲツに、アクスとアルティアが説明を求むという意を込めた視線をぶつけると、一つの咳せき払ばらいのあとに彼は続ける。

「何でも《紋もん障しよう壁へき》という力らしい。文字通り障壁として使うことで、使用者の身を守ることができるんだよね、これが」

　そういえば、パラーチも《紋障壁》という言葉を口にしていたような記き憶おくがある。濃こい靄もやがかかっていた記憶が徐々に鮮せん明めいになっていくのが分かった。

「あとは……パラーチの技わざを反転させた力と、帝国の奴ら複数人を一いつ斉せいに殺した力……だけど」

　そう、この後者の力に関してつい気分が悪くなってしまったのだ。たとえ敵だとしても、明確に自らの意志で人を殺したのは初めてだったのだから。

「その能力に関しては、アクスが自ら追い求めて答えを出すしかないよ。それこそアクスの《紋章眼オラクル・ウイル》が持つ特有能力だしね」

　どうやらこればかりはカゲツの知識を頼たよっても仕方ないらしい。

「……！　あ、じゃあ最後の獅し子しのようなものは何だったんでしょうか？」

　急にハッとなったようにアルティアがそう言ってきた。

「ああ、それはね、紋章に宿った〝化け物もの〟だよ」

「「けも……の？」」

　二人同時にカゲツの言葉を繰くり返してしまった。

「うん、《紋章眼オラクル・ウイル》が人を超越してるって言われるのは、その力があったればこそ。アルティアはその目で実際に見たから分かるでしょ」

「……はい」

　一いつ瞬しゆんのうちに一つの村を壊かい滅めつに追いやるほどの力を見ていたアルティアは、その時のことを思い出したのかゴクリと喉のどを鳴らした。

　およそ個人が持つには過ぎた強大な力が、アクスの身に宿っているのだ。

「まあ、能力に関していえば、アクスが自在に《紋章眼オラクル・ウイル》を発動できるようになれば自おのずと理解できるかもよ」

「……分かった。どうすればいいのかな？」

「今扱あつかえる魔ま力りよくのすべてを眼に集中させてみなよ」

「眼に……か」

「あ、そういえば昔から魔力コントロールの鍛たん錬れんをする時、自然と眼に集中しがちでしたよね、アクスくん？」

「……そういやそうだったっけ」

　いつかそれをパウラに指し摘てきされたことを思い出す。

「あれは最も防ぼう御ぎよ力が低い眼球を守ろうと、アクスくんが無意識的に魔力を注いでいるからだと思ってたんですけど……」

「もしかしたらその時から、アクスの無意識の自我とでもいうべきか、それが眼の覚かく醒せいを促うながそうとしていたのかもね」

　だから自然と眼に魔力が流れていっていたのだとカゲツは言う。

　しかしこれでハッキリした。《紋章眼オラクル・ウイル》を扱うには、両眼に魔力を注ぎ込めばいいのだということが。

　──しかし。

　それから数ヵ月間、意識的に魔力を眼に集中させてみるものの《紋章眼オラクル・ウイル》を発動させることはできなかった。







　──深夜。アジト内に与あたえられた自分の部屋で就しゆう寝しんしていたアクスだったが、不意に目を覚ました。

「っ…………またあの夢か」

　それはパウラが一人でパラーチや帝てい国こく軍と対たい峙じし、アクスに背を向けて庇かばうように立って戦っている光景。そして最後にはその命を散らしてしまう……アクスにとっては目を背そむけたくなるような夢だ。

　だがそれは夢などではなく、実際に起きた現実であり、恐おそらくアクスの心の傷にもなっている事象であった。

　毎日鍛錬に鍛錬を重ねぶっ倒たおれては、朝起きてまた鍛錬を繰り返すというハードスケジュールの中、こうして定期的に同じ悪夢を見続けている。

「……ちょっと外の空気でも吸ってくるか」

　部屋を出て、トンネルのような通路を歩き階段を上っていく。

　壁かべには明かりが等とう間かん隔かくで設置されているので暗くら闇やみで前が見えないということはない。ただ皆みなは寝ね静しずまっている時間帯なので、物音一つしないほどの静せい寂じやくが広がっている。

　階段の先で岩がん壁ぺきに囲まれた行き止まりがアクスを出で迎むかえた。

　ここには仕し掛かけが施ほどこされており、岩壁の一部にある小さな丸い凹へこみに、個人に支給された銀色のコインを嵌はめ込むと……。

　──ズズズズズズ。

　目の前の岩壁に縦に亀き裂れつが走り、自動ドアのごとくゆっくりと左右に開いていく。

　その奥にはジャングルのような密林が広がっている。

　アクスは外へ出ると、同じように外の岩壁にも設置された凹みにコインを嵌めて入り口を閉じていく。

　これは外からの侵しん入にゆう者対策として施された隠かくし扉とびらというわけだ。

　そのまま木々の隙すき間まを歩いて行くと、その先に待っていたのは砂すな浜はまだった。

　さらに奥にはダークブルーに色づく海が波打っている。

　そんな波音とともに、どこかから虫のさざめきが聞こえてきた。

　顔を上げると大地を明るく照らす満月が視界に飛び込んでくる。無数の星も美しく瞬またたいていた。

　これだけ星が綺き麗れいなのだから、明日はきっと晴れるだろう。

「……はぁぁ」

　つい溜ため息が零こぼれ出るのは、数ヵ月前から試みている《紋章眼オラクル・ウイル》の発動が思うようにいかないからだ。

　魔力のコントロールは、今までのアルティアの教育という下積みもあってかさらに上達しているし、瞳ひとみに魔力を注ぎ込むことだってできている。

　しかし何が足りないのか、発動はしてくれないのだ。

　カゲツ曰いわく、もしかしたらアクス自身がその力を使うことを無意識的に拒きよ絶ぜつしているのかもしれない、と。

　魔力量は恐らく足りている。あとはアクスの心の問題だと彼は言った。

（そう言われてもな……）

　本人に発動する気は十分にある。あの力が使えれば、きっと強い武器となってくれるはずだから。

　ただ……。

（オレの心の問題……か）

　仮に人をあっさりと殺し、村を壊滅させるような力を、アクスの心が無意識的に怖こわがっているのだとしたら、一体どうすればいいのだろうか……。

　そんなことを考えながら、しばらくこうして夜風に身を晒さらし続けていると……。

「…………ん？」

　三日月形に広がった砂浜から、少し離はなれた場所でチラチラと何かが動くのに気づいた。

「あれは…………アル？」

　こんな時間だというのに、砂浜で拳こぶしや蹴けりを突つき出して徒と手しゆ空くう拳けんの鍛錬をしているアルティアを発見した。

　遠目にでも分かるほど、目まぐるしく動き回っている。飛び散る汗あせが月光に照らされキラキラと光っては砂へと吸い込まれていく。

　自然と彼女に向かって歩を進めるアクスだが、接近しているのにもかかわらず彼女はまったく気づかない。かなりの集中力である。

　どちらかといえばアルティアは体術があまり得意ではない。それをカゲツからも指摘されていて鍛錬するように言われていたが、まさかこんな夜よ更ふけまで自身を鍛きたえていたとは思わなかった。

　まるで見えない誰だれかを相手にするかのように、フェイントや回かい避ひなどを織り交ぜている。




　そして息を吐つかせぬほどの攻防がしばらく続いたあと、アルティアは両りよう膝ひざに手をついて激しく肩かたを上下していた。

　額から流れ出る汗が頰ほおを伝ってポタリポタリと止めどなく顎あご先から落下している。

「ぜぇぜぇぜぇ…………！　……え？」

　そこで初めて近くに誰かがいる気配を感じ取ったのか、顔を上げたアルティアの視線がアクスを射い貫ぬく。

「へ……ア、アクスくん!?」

「精が出るな、アル」

「い、いつからそこにいたんですか！」

「さっき来たばっか。……もしかしてアル、毎日ここで？」

「あー見られてしまいましたかぁ。これはちょっち恥はずかしいですねぇ」

　照れくさそうに頰をかきながら笑うアルティア。

「まあ少しの間だけですけど、アルもアクスくんに負けないように頑がん張ばろうと思いまして」

　ここ最近のアクスの頑張りに触しよく発はつされたようで、毎日夜になるとここで身体からだを動かしているそうだ。

「一人でやるくらいなら誘さそってくれたらいいのに」

「いえ、だってアクスくん朝から晩まで鍛錬してクタクタになってるじゃないですか。さすがにこれ以上身体をイジメるとオーバーキルになっちゃいますよ？」

「いや、そんなことで死なないって」

　ただ確かに疲ひ労ろう困こん憊ぱいの今の状態で、さらに深夜の鍛錬をするとなると身体が壊こわれてしまう可能性はあった。

「それにですね……『な、何だとぅっ、知らない間にアルが強くなってるぅ！』的なアクスくんの反応を期待してもいたので」

「……そういうところ結構ガキっぽいよな、アルは」

「正しよう真しん正しよう銘めいのお子様であるアクスくんには言われたくありませんよーだ」

　口を尖とがらせて言う彼女は、まさしく機き嫌げんを損そこねる子供のようであった。

「アクスくんはどうしたんです？　普ふ段だんなら今いま頃ごろは熟じゆく睡すい中のはずでしょう？」

「まあ、な。ちょっと嫌いやな夢を見て」

「…………パウラ様が出てきました？」

「！　……何で」

「分かるの？　……ですか？」

「あ、まあ」

「だって……アルも同じですから」

「え……？」

　アルティアの予想外の返しにアクスは言葉に詰つまった。

　ふぅと小さく息を吐いたアルティアが空に浮うかぶ月を見上げながら口を開く。

「アルも、パウラ様がアルたちを守って消えていく夢を見ます。だから……アクスくんと同じですよ」

　そうだった。彼女もまた自分と同じ経験をしている。同じ悪夢に悩なやまされていてもおかしくはない。

　こうして夜に鍛錬をしているのも、もしかしたらアクスと同じ理由で悪夢を見て目が覚めてしまうからなのかもと、ふと思った。

「……ちょっとお話しましょうか」

　アルティアが砂場に腰こしを落とし、アクスに対し左ひだり隣どなりをトントンと叩たたいて座るように促したので、アクスもまた同じように腰を下ろした。

「アルにとってパウラ様はお姉ちゃんでもありお母さんでもあり、たまに手のかかる子供みたいな人でした」

「……そういやアルもオレと同じで拾われたんだっけ」

「はい。アルには弟がいました。前にも言ったかもしれませんが」

　聞いている。その話題になると悲しげな顔をするので、結局詳くわしいことは聞けずじまいだった。

「アルや弟のようなハーフエルフは、人間にもエルフにもあまり歓かん迎げいはされません。特に種族意識の高いエルフには」

　高潔な種族だと自負するエルフは、純血であることを誇ほこりに思うらしい。故ゆえに他種族との間に生まれたハーフは異い端たん視しされてしまう。その中には、『混じりもの』と蔑さげすむ者たちだっている。

「だからアルたち家族は山奥でひっそり暮らしてたんです。母と父、そして姉弟だけでしたけど、とっても平和で幸せでした。……ですが」

　アルティアの目が細められ、明らかに怒いかりの揺ゆらぎが見て取れた。

「そこへ帝国軍人が現れ、アルたちを襲おそったんです。父と母が殺され、そして弟まで……」

　悲痛な面おも持もちをした彼女の顔を、アクスはただただ黙だまって見ていることしかできない。

「最後にアルが殺されようとした時、助けてくれたのがパウラ様でした」

　そこで手を差し伸のべてくれたパウラにアルティアはついていくことにしたという。

「パウラ様は言ってくれたんです。『家族になろう』って。……嬉うれしかった」

　クスッと笑えみを浮かべるアルティア。

「一度すべてを失ったアルですが、パウラ様のお蔭かげでまた家族ができたんですから」

　そして、今はそんなパウラのお蔭でアクスもいると言いながら、前を向いていたアルティアが、クイッと顔を横に向けてアクスを見つめてきた。

　幼い顔立ちの彼女だが、月明かりに照らされて微笑ほほえむ彼女の顔はドキッとするほど美しいものだった。

「アル……」

「ふふ、だからもう失いたくないんです」

「え……」

「パウラ様の願いでもあります。家族は……一いつ緒しよにいるべきだって」

「……そう、だな」

「パウラ様はアルたちを守ってくれました。育ててくれました」

「うん」

「そして今度はアルの番なんです。お姉ちゃんとして、弟を守れるくらい強くならないと」

「！　アル……」

　互たがいに拾われ、ともに肩を並べて過ごしていた村を、大切な者とともに失った。

　そんな悲劇による痛みが、二人の心に大きな傷をつけていたのだ。

　もし自分がもっと強ければ、という思いはアクスだけでなくアルティアにもあるはず。

（そう、だよな。悔くやしいのはアルだって同じなんだ……）

　だからこそ少しでも強くなろうとしているのだ。アクスとともに進むために。

　アクスは決して一人ではない。傍そばにずっといて支えてくれる人がいる。

　たとえ自分が道を誤ったとしても、彼女がいれば正してくれるという信しん頼らい感があるのだ。

（……怖がってる場合じゃないぞ、オレ）

　そう心に強く言い聞かせる。

「……オレだって」

「はい？」

「オレだって、アルを守る。アルを……家族を悲しませる奴やつらから守れるくらい強い男になる！」

「アクスくん……ふふ、負けませんよ」

「ああ！　……一緒に強くなろうな、アル」

「！　……はい」

　そうだ。ここで足あし踏ぶみしている暇ひまはない。たった一人の家族を守れる力が欲しい。

（パウラさんの遺志をオレが……いや、オレたちが引き継ついでいくんだ！）

　新たに決意を強め、アクスとアルティアは肩を並べて海風に晒されていた。







「……………………これはどういうことなの？」

　目を丸くしながら目前の光景を見て呆ほうけたように言葉を発しているのはカゲツだ。

　場所は例の訓練施し設せつ。

　彼の前には今日も今日とてアクスが立っている。

　だが、今までと違ちがうのは──アクスの両眼に刻まれている紋もん様ようだろう。

　そう、《紋章眼オラクル・ウイル》である。

　今まさにこの場で、アクスは以前【クリノーク】で開眼した時と同じ黒き紋様をその両の瞳ひとみに刻んでいた。

「……昨日まではまったく発動する気配すらなかったのに……どゆこと？」

「ムッフッフ～、これぞアクスくんの真骨頂なんですよ隊長！　アクスくんは常に良い意味で期待を裏切るのです！」

　まるで自分のことのように胸を張っているのは義姉アルテイアである。

「ん、マジで驚おどろいたよ。……どういう心境の変化があったの？」

　実際のところ、発動させたアクス自身もまた驚いていた。

　昨日アルティアと夜の海を眺ながめてから、何となくだが胸につっかえていたものが取り除かれたような気がした。

　朝起きた時に、妙みように気分がスッキリとしていて直感的に分かった。

　今の自分なら、できないことなどない、と。

　そして爆ばく睡すいしていたカゲツを朝早くから叩き起こして、こうやって訓練施設に引っ張り出してきたのである。

（力の使い方は心の持ち様ってことかもな）

　訓練施設には鏡がないので瞳に刻まれた紋様を確かめることはできないが、発動できていることは理解できている。

　何な故ぜなら両眼から今まで感じたことのないくらい強大な力を感じるのだ。

　それと同時に、頭の中にこの瞳の持つ能力が、情報として注ぎ込まれていく。

　とはいっても感覚的なものであり、《紋章眼オラクル・ウイル》についてすべてを把は握あくできたわけではない。

「まあ、とにもかくにも発動できたことはおめでとう。それで？　どんな能力が使えるか分かった？」

「……試ためしてみる？」

　カゲツを挑ちよう発はつするような言い方をすると、彼もまた「へぇ、面白そうじゃないの」と乗ってきた。

　対たい峙じする両者。心配そうに見守っているアルティアという図である。

「んじゃ、こっちから行ってみるよ」

　言葉の終わりと同時にカゲツが素す早ばやく懐ふところへ攻せめ込んできて、そのままアクスを摑つかもうとしてか右手を伸ばしてくる。

　しかし──バチィンッ！

「！　……なるほどね」

　彼の伸ばした右手はアクスに届くことなく、アクスの目前に突とつ如じよとして現れた紋章の壁かべによって阻はばまれていた。

（これが……《紋もん障しよう壁へき》）

　記き憶おくにある能力と合がつ致ちした。またこの壁はただの壁ではない。

　カゲツを後方へ押し返すように指示を出すと……。

「──おっと！」

　カゲツが《紋障壁》に押されてアクスから距きよ離りを取らされていく。ただ足で踏ん張る様子はなく、自ら後方へ跳とんで離はなれた。

「へぇ、自在に動かせるってわけね。便利なもんじゃない」

「ふぅぅ……」

「あれ？　……しんどいの？」

　カゲツの問いの通り、この瞳の力を使い続けていると魔ま力りよくを多大に消費するようで、現状では長期戦は望めない。

　まだ十全に扱あつかえていないから余計に消しよう耗もうしているのだろうが、それでも溢あふれるほどの魔力量を持つアクスでさえ短時間で疲ひ弊へいしてしまうので早く慣れる必要があるだろう。

　ただし、真骨頂はまだ見せていない。

「んー実戦ならこのまま相手がバテるのを待つんだけど、これはお試しプレイだしね。だから攻めさせてもらうよ」

　アクスに向けてカゲツが軽く右手を振ふった刹せつ那な、何かが光り、反射的にアクスは後ろへ跳ぶ。

　アクスが立っていた場所を見ると、床ゆかに小さな凹へこみのようなものができている。

（何だ……？）

　もっとじっくり確かく認にんしてみると、何かが突つき刺ささっているようだ。それは小さな鉛なまり色いろの球体だった。

（石？　いや、錘おもり……か？）

　床の材質は硬こう度どの高い《アヴァルク鉱石》のはず。それを容易に貫つらぬくほどの硬度を持っている。それが恐おそらくカゲツから放たれたものだ。

　目を凝こらしてみると、その錘からキラキラと光るものが伸びていた。そしてそれはカゲツの右手首に巻かれた時計のようなものへと繫つながっている。

「……糸？　もしかして暗器か？」

　多分糸の先せん端たんに錘をつけて、それを対象物に向けて投げつける攻こう撃げきだと推測した。

「へぇ、よく分かったじゃないの。ちなみに錘の材質は《アヴァルク鉱石》だからね」

　カゲツがクイッと手首を引くと同時に、糸は引かれて錘もまた彼の手の中へと戻もどった。

「結構便利なのよ、これ」

　右手を軽く上げて円を描えがくように回すと、ヒュンヒュンヒュンと風切り音が鳴る。

　確かに細い糸なので見え辛づらい上、素早い攻撃もできるので向けられる対象にとっては厄やつ介かいな得物だろう。その代わりに扱うには相当の修練が求められそうだが。

　そこへまたカゲツからアクスに向かって錘が放たれるが──クイッとカゲツが手を動かすと、真っ直すぐだった錘の動きが急に蛇だ行こうに変化し、《紋障壁》を避よけるように脇わきへと滑すべり込んでアクスの腹部へ向かう。

　左側から向かってきた錘に対し、咄とつ嗟さに左ひだり腕うでを上げてガード体勢を整える。

　──バキィッ！

「あっぐぅっ!?」

　小こ粒つぶな錘に込められたとは到とう底てい思えない威い力りよくで、小さなアクスの身体からだは右側へ吹ふき飛ばされてしまった。

「アクスくんっ！」

　アルティアの声に背中を押される形で、アクスは足を踏ん張って転てん倒とうを防ぐ。

「っ……大丈……夫」

　とは言ったものの、錘が当たった左腕は痛みと痺しびれで動かない。

「咄嗟に右へ跳んで衝しよう撃げきを最小限にしたね。いい判断だ」

　さすがに革命団のいち隊長を任せられる実力者だ。アクスが吹き飛ばされる方へ跳んでダメージを抑おさえたのはバレバレだったようである。

（くぅ……にしても何て威力だ。これは様子見とかしてる場合じゃないな）

　カゲツの実力を少しは肌はだで感じたいと思っていたが、先さき程ほどの一撃をもう一度受けてしまえば戦せん闘とう不能になってしまう可能性が高い。

　見れば錘はいつの間にかカゲツのもとへ戻って、またヒュンヒュンと音を鳴らしながら回っている。

「さあ、そろそろその眼の真骨頂とやらを見せてもらうよ！」

　再度アクスへ向けて錘が放たれる。慣れない《紋障壁》では錘の動きを見み極きわめて防ぐことができない。

　ならば──。

「──革命の灯を点せすべてを書き換えろ────《革リ命ラ支イ配ト》！」

　ギンッと一際眼力を強くしたアクスは、その視線をカゲツの放つ錘へと向けた。

　刹那──錘が黒いオーラで覆おおわれると、その動きが変化し、真っ直ぐ向かってきていた錘はＵターンしながら、そのまま今度はカゲツへと突き進んでいく。

「え……ちょ」

　呆けたようなカゲツの表情から、錘の動きが彼の意志によるものでないことは明らか。

　それもそのはずだ。何故なら錘や糸に込められた意志は、すでにアクスによって書き換かえられているのだから。

「おっ、こ、これは!?」

　錘はカゲツの身体の周りをクルクルと回転し、糸が彼の身体に巻き付いていく。

　アルティアもその光景に驚おどろき瞬まばたきを失って見入っている。

　そして身動きができなくなったカゲツが、

「へぇ、そういう能力……ね」

　と、少しも焦あせっている様子を見せずに、一度で大体を理解できたようで視線をアクスへと向けた。

「っ……はあはあはあ……ちょっと、座らせてもらって……いい？」

　アクスは彼らに了りよう承しようをもらって腰こしを下ろす。

　正直、もう立っているのも辛いほど疲弊していた。まだ一度しか使用していないこの能力だが、凄すさまじい消耗力である。

（まあ、それだけの見返りはあるけどな……）

　一息吐ついたあと、アクスが説明し始めようとしたその時──。

「──やっほぉー！　みんな頑がん張ばってるかなぁ！」

　場ば違ちがいなほど明るい声で現れたのはピュアラだった。その手にはバスケットが握にぎられており、その中には数本のポットが入っている。

「訓練お疲つかれさまー！　喉のど渇かわいたよね！　ピュアラ特製──《アイドルドリンク》を持ってきたよー！」

　癒いやしさえもたらすほどの天使の微笑ほほえみがアクスへと向けられる。

　彼女は引き継つぎで忙いそがしく、あまり顔を見せないが、こうしてたまに差し入れを持参してくれるのだ。

　特に彼女の手製の《アイドルドリンク》は、口当たりが爽さわやかで、かつ栄養も豊富なようで疲れた時に飲むと本当に美お味いしい。

「うん、ちょうどいい。ピュアラ、君にも聞いてもらっとこうか」

「ふぇ？」

　カゲツがアクスに続きを話すように促うながしたので、アクスは静かに自分の能力について語り出した。







　──《革リ命ラ支イ配ト》──

　それがアクスの《紋章眼オラクル・ウイル》が持つ唯ゆい一いつ無二の力。

　視界に映ったすべての事象を、任意で新たな事象に書き換えることができるのだ。

　言葉で説明したとしても難しいかもしれないが、例えるならば、目の前に焚たき火びがあると想像してほしい。火は熱いし、薪まきをくべればさらに火の勢いは増すだろう。

　これが普ふ通つうあるべき状態ではあるが、アクスの能力は火が熱いという事実を書き換え、まったく熱を含ふくまないようにすることも可能だし、薪自体を燃えない材質に上書きしてしまうことさえ可能というわけだ。

　これが《革リ命ラ支イ配ト》という能力である。

　アクスはそうしてすべてのものに干かん渉しようし、自由に在り方を書き換えて自分の支配下へ置くことができるのである。

「──なるほど。アルティアが言った、パラーチの攻撃を反転させたのも、奴やつの部下たちを一いつ斉せいに自決させたのも、そして今、俺の攻撃を自在に操作してみせたのもその力の仕し業わざだったというわけか」

「別々の能力じゃなくて、全部が一つの能力によって起こされてたってわけですね！」

　カゲツとアルティアの二人は頭が良いので、一回の説明で十全に理解してくれた。

　彼らの言う通り、パラーチの攻撃に関していえば、〝アクスを狙ねらった攻撃〟という事象を、〝パラーチを狙った攻撃〟に書き換えたのである。

　同じ理由でカゲツの攻撃も、アクスが自在にコントロールをしたというわけだ。

　また軍人たちの自決に関しても、彼らが〝アクスを殺す〟と認識した事象を書き換えて〝自分を殺す〟にしたのである。

「オレの力は、対象物に対し問答無用に革命を引き起こし支配をするんだ」

「っ……何とも凄まじいというか反則的な力じゃないのそれ」

　カゲツの顔がかなり引き攣つっている。それはそうだろう。アクスも《革リ命ラ支イ配ト》の能力を認識した時に半ば信じられないと感じたのだから。

「これがオレの能力──〝七つの大罪〟……その一つの紋章である『傲ごう慢まん』の〝大罪紋もん〟が宿す力みたいだ」

「……そうか。アクスのは『傲慢』の力だったってわけね。なるほど、対象の性質や事象を無む理り矢や理り自分の管理下に置く……か。そうやって新たな法則や秩ちつ序じよのもと従わせる。確かに強制的な革命ともいえるかもね」

「でもアクスくんはどっちかというと謙けん虚きよだと思うんですけどねぇ」

「うんうん、純じゆん粋すいで可愛かわいいよね！」

　両手をギュッと胸の前で握りつつ笑えみを浮うかべるピュアラ。

「……別に本人の性格には比例してないのよ、多分ね。あとピュアラ、可愛いとかもっと関係ないから」

　そう言うカゲツの表情に、何となく引っ掛かかるものを感じる。多分とは口にしていたが、どこか真実味を帯びて聞こえた。

（そういや前にオレとは別の《紋章眼オラクル・ウイル》を持った奴と会ったことがあるって言ってたっけ。今度時間があったら聞いてみようかな）

　より詳くわしい《紋章眼オラクル・ウイル》の使い方を知ることができるかもしれない。

「さて、粗あら方かた能力に関することが分かったようだけど。アクス」

「何？」

「便利な力には必ず相応のリスクや制限があるはずだ。実感はある？」

　カゲツの見立て通り、《革リ命ラ支イ配ト》にはリスクや制限が存在する。アクスは一言「ある」と答えた。

「え、そうなんですか!?」

「ま、そうだよね。それだけの能力だし、当然だと思うよ」

　アルティアとカゲツの反応は対照的だ。ピュアラはよく分かっていないのか、キョトンとしながら小首を傾かしげていた。そしてそのままカゲツが続ける。

「見た感じだと、かなりの魔ま力りよくを消費している。中ちゆう途と半はん端ぱな魔力量じゃ、すぐに枯こ渇かつするほどのね」

　カゲツの見立ては見事に的を射ていた。実際にアクスも《風弾エアガン》の比ではない魔力量を消費していると実感しているからだ。

「他ほかに特別な発動条件とかは？」

「そうだな……革命対象はオレの視界に入っていなきゃならないってことかな」

「なるほどね。つまりアクスに見られていなければ革命されることはないってことか。それにしても恐おそろしい力だね。だからこそ、眼めに関してはここだけの秘密にしておいた方が良いな。君たちも気軽に公言しないように、あとアクスは無む暗やみに能力を使用しないこと」

「ああ、分かってるよ。公おおやけにできるような情報じゃないし」

「了解ですよ！　アクスくんの秘密はアルが守っちゃいます！」

「つまり秘ひ匿とく情報だね！　この尻尾しつぽにかけてバラさないって誓ちかうよ！」

　アルティアはともかく、ピュアラの誓いはよく分からないので若じやつ干かん不安になるが、一応仲間なので信じておこう。

「……アルティアはともかくとして、ピュアラは本当に理解した？」

「と、当然ですよ！」

「目が泳いでるんだけど……じゃあ簡潔に説明してみて」

「え……あ、と、とにかくアーくんはビックリ能力が使えるってことですよね！」

「ビックリ能力て……」

　明らかに理解していない様子のピュアラにガクッとカゲツの肩かたが落ちる。対してアルティアは「ピュアラちゃんらしいです」とにこやかだ。

　カゲツは諦あきらめたように「まあいいか」と言い話を続ける。

「ただ団長にだけは報告させてもらうよ」

　団の一員として、断ることができない理由だったのでアクスは了承することにする。

「アクス、制限やリスクは他にない？」

「んー感覚的にはこれくらい、だな。あとは実際に使って試ためしていくしかないと思う」

　カゲツが難しい顔をするのでどうしたのか聞いてみる。

「いやね、問題は発動回数だよ」

「あーなるほど」

「魔力さえあれば無限に使えるのか、それとも回数制限も存在するのか」

「だったら試してみればいい」

　そんなアクスの提案だったが……。

「んーとぉ、よく分かんないんだけど、そんなに無む茶ちやして大だい丈じよう夫ぶなのアーくん？」

「ピュアラちゃんの言う通りですよ！　無茶してもいいことなんてないですよ！」

「あー彼女たちが正論だよ、アクス。そんなバテバテの身体からだで試さなくても、明日やればいいし」

　普段はスパルタのカゲツも止めに入るということは、アクスが相当に消しよう耗もうしていることが伝わっているのだろう。それとさすがに未知過ぎる能力なので、カゲツも慎しん重ちようにならざるを得ないのかもしれない。

「大丈夫大丈夫。使うっていっても大掛かりな革命じゃなきゃ、それほど消耗しないと思うんだ。あくまでも目的は使用回数を確かめることだし」

　アクスはそう言ってから大きく息を吐き出しながら立ち上がる。

「ほ、本当にするんですか、アクスくん？」

「そーだよ、アーくん！　疲れた時はまずお風ふ呂ろだよ！」

　ピュアラの的外れの気き遣づかいに思わず場がシーンとなった。さらに「あーでも、日光浴とかもいいよね～。それに……」と一人トリップし始めたので無視することにする。

「……とにかくやってみるよ。無茶なことはしないから安心して。隊長も、もし危ないって思ったら力ずくで止めてくれていいから」

「…………しょうがない。ただし本当にヤバイって思ったら気絶させてでも止めるから。文句は聞かないよ」

　アルティアを安心させるように言い、カゲツから忠告をもらったあと、アクスは自身の左ひだり腕うでに視線を落とす。そこは先さき程ほどカゲツが放った錘おもりが当たって赤く腫はれていた。

　まだズキズキと痛みはある。

（普通なら完全に治ち癒ゆするのに二、三日くらいかかると思うけど……）

　それが自身に備わっている自己治癒力の定められた法則スピードだろう。

（けど《革リ命ラ支イ配ト》を使えば、そんな法則に従うことなく怪け我がを負ったっていう事象そのものを書き換かえて無かったことにだってできるはずだ。試してみる価値は……ある）

　もしこれが成功すれば、どれだけ大怪我を負ったとしても瞬しゆん時じに回復することができるという強みを得られる。

「革命の灯を点せすべてを書き換えろ──《革リ命ラ支イ配ト》」

　呟つぶやくと同時に大量の魔力が消費されると、赤く腫れていた箇か所しよが異常な速度で治っていき、ものの数秒ほどで完治してしまった。

（うわ、マジでできてしまった……！）

　できればいいなという程度だったが、内心で驚きよう嘆たんしてしまった。

「き、傷が……っ!?」

「これはまた……」

「わぁ、綺き麗れいに治っちゃった！　噓うそ！　凄すごい凄い！　どうやったのアーくん！」

　アルティアに続きカゲツとピュアラも驚おどろきを隠かくせない様子で目を丸くしていた。

「な、何をしたんですかアクスくん！」

「オレに傷があるっていう現実を書き換えて、元々ここに傷なんて無かったって感じで上書きしたんだ」

「ほ、ほぇ～……」

「そんなこともできるのか。革命し、支配するだけでなく、現実そのものを書き換えることも……便利だが危険な能力だなこれは」

　カゲツが気に掛けるのも分かる。アクスの思い通りの現象を引き起こせるというのは、まるで神の所業のようだ。確かに制限やリスクは存在するものの、それを補って余りある力がある。

「ねえねえ、アーくんってば、何で傷が治っちゃったの！」

「あーピュアラ、あとでアルティアが詳しく説明してくれるから」

「そこでアルに振ふるんですか隊長！」

　騒さわがしい三人をよそにアクスは大きな溜ため息を吐つく。

「……はぁぁ～ふぅぅ」

「だ、大丈夫ですか、アクスくん？」

「あ、うん。かなりしんどいけど、まだ大丈夫。……でも大掛かりなものは残ってる魔力量からしてもう無理だし……靴くつの色を変えるくらいにしとくよ」

　アクスは簡単な革命能力を発揮し、自分が履はいている黒い靴の色を白へと上書きしてみた。

「──っ!?　っはぁ、はぁ、はぁ、はぁ……っ」

　さすがに連続しての使用は相当応こたえる。

　しかしこれで合計三回の使用は終しゆう了りようした。

「す、少し休んだ方がいいですよ。別に二十四時間以内にまた確かめればいいだけですし」

「そうだね。アルティアの言う通り、ここらで休きゆう憩けいを挟はさむ方が良い。さすがに消耗し過ぎだし、連続して行うと何が起こるか分かんないよ」

「じゃあ私お風呂の用意を──」

「いや、しなくていいからピュアラ」

　全身に感じる虚きよ脱だつ感に疲ひ弊へい感。確かに二人の言う通り、このまま行うのはヤバイかもしれない。

「だ……い……じょう……ぶ……っ、もう一回……くらい……なら」

　どうしてそこまで意固地になっていたのかは分からないが、何となく今確かめておいた方が良いと思った。その方が自分の本当の限界を知ることができる気がしたのだ。

　アクスは二人のせっかくの忠告を無視して、瞳ひとみに力を集中させようとした──その瞬間、

「────っっっ!?」

　喩たとえようのない激痛が両眼に走り、それが刹せつ那なに全身へと駆かけ巡めぐる。

　声にならない声が喉のどを震ふるわせ、また呼吸もままならなくなり、視界がホワイトアウトとブラックアウトを繰くり返すという異常事態に。

　そして痛みとともにまるで死神の鎌かまを首に突つき付けられているような死の恐きよう怖ふがアクスの魂すべてを支配していく。

「アクスくんっ!?」

「アーくんっ!?」

「アクスッ!?」

　突とつ如じよとして蹲うずくまり小刻みに身体を震わせるアクスを見て、明らかに只ただ事ごとではない雰ふん囲い気きを察知した三人が駆け寄る。

　しかし三人の言葉はアクスの耳には届かない。

（こ、これは──本気でマズイ──ッ!?）

　それまで感じたことのない負のエネルギーがアクスを覆おおい、心身とも壊こわそうとしていることが分かる。

　アクスはすぐに魔力を抑おさえ込み、《紋章眼オラクル・ウイル》の発動そのものを止める。

「──っかぁ、はぁ、くっ、うっぐぅぅ……っ」

　四よつん這ばいになりながら、ただただまともに呼吸を行うことに必死になる。しっかりと息を吸えて吐くことができると分かると、心の底からホッと息を吐いた。

（……な、なるほど…………そういう……ことか……っ）

　四回目の能力行使で、ハッキリとある事実を認にん識しきすることができた。

「アクスくん！」

　よく響ひびくアルティアの声が耳じ朶だを打ち、彼女を相当に心配させたことを感じつつ彼女に顔を向けた。

「だ、大丈夫……なんですか？」

「ぜぇぜぇぜぇ……う、うん……とりあえ……ずは……ね」

「よ、良かったぁぁぁ～」

　彼女もまた張り詰つめていた緊きん張ちようが解けた様子で、床ゆかにペタリと座り込む。傍そばに立つカゲツもまたやれやれといった感じではあるが、表情から察して安あん堵どしているようだ。

「あ、あわわわわ！　お、おおおお医者さん呼んで来ようか！　そ、それともマッサージとかした方がいいかな？　ああでも私マッサージ上う手まくないんだった！　どうしよーっ！」

「いいからピュアラは少し落ち着きなって。アクスは大丈夫っぽいから」

　獣けもの耳みみを垂れながら「は、はぁい……」とシュンとなる姿を見て、アクスは思わず苦く笑しようしてしまう。

　少しアクスが落ち着くまで、そのままの状態で休憩を取ることにした。

　そしてアクスが普ふ通つうに喋しやべれるようになるのを待ってから、カゲツは説明を求めた。

「──限度、ですか」

「そうだよ、アル。どうも《革リ命ラ支イ配ト》には使用回数に制限があるようなんだ。回数は──三回」

「た、たった三回ですか!?　じゃ、じゃあアクスくんがその力を使えるのは、今後あと二回ってことですか！」

「ああいや、そういうことじゃないよ」

「ふぇ？」

「ごめん。言い忘れてたけど、一日に三回ってこと」

「一日……？」

　これが四度目を発動しようとした時に実感した情報だった。

「まあ、日が昇のぼってから沈しずむまで、って感じじゃなくて、一回目を使った時から二十四時間以内は、あと二回しか使えないってこと」

「えっと……つまり一回目を使ってから二十四時間経たてば、また使えるようになるってことですか？」

「そういうこと。にしても……危ないところだったよ」

　四度目の《紋章眼オラクル・ウイル》──。

　まだ使おうとしただけなのに、この反動。

　もし完全に四度目を使用したとしたら、その先に待っているのは恐おそらく──死であろう。

「アクス、分かってると思うけど、今後何があっても四度目の使用は禁止するから」

「……分かってる」

「そうですよぉ！　三回で十分です！　絶対にぜ～ったいに四回目は使ったらダメですからね！　約束です！」

「うんうん、危ないことはダメだよ！　もししたらお尻しりペンペンだからね！」

　三人に強く念を押されるまでもない。正直もう怖こわくて四度目は使えないだろう。

　あれは人に耐たえられるものではない。仮に命を繫つなぎ止めたとしても、アクスの心は壊れてしまっていただろう。

　ただここは素す直なおに皆みなの言うことを聞かなかった自分に罰ばつが下ったのだと解かい釈しやくした。

「……みんな、ごめん」

　心配をさせたアルティアたちに謝罪をすると、三人もそれ以上追つい及きゆうしてこない。溜め息交じりに微び笑しようを浮うかべて「しょうがない」と呟くだけだった。

　こうしてアクスは、《紋章眼オラクル・ウイル》覚かく醒せいと、そこに秘ひめられた甚じん大だいな力とリスクを知り、さらに強くなるために精しよう進じんすることを決意したのであった。










　　　　　　第四章　鬼の副長




　──それは突然の報しらせだった。

　アクス、アルティア、カゲツの三人が、訓練室で己おのれを鍛きたえていた時のこと。

　その訓練室にピュアラが強こわ張ばった表情で入ってくるなり、カゲツに対し可及的速すみやかに団長のもとへ行くように通達したのだ。

　大おお欠伸あくびをしつつ普段通り眠ねむたそうにアクスたちの鍛たん錬れんに付き合っていたカゲツは、ピュアラの只事ではない様子を感じ取り目を細めると、「何があったの？」と聞いた。

　するとピュアラはただ一言──。

「──副長が帰ってきたみたい」

　そう言ったピュアラの顔は明らかに動どう揺ようしており、同時にカゲツも「げっ」といかにも嫌いやそうな表情を浮かべた。

「それは……さすがに顔を出さないわけにはいかないよね……はぁ」

　いつも何かしら理由をつけては呼び出しを断ってサボっているカゲツだが、そんな彼がまったく断らずに行くことを決めるとは……。

（副長……か。そういやまだ会ったことなかったな）

　というよりもそういう立場の者がいるとは知らなかった。

　チラリとアルティアを見ると、彼女もどこかそわそわしている様子だったので、そこまで副長の帰き還かんが大事なのかと思い首を傾かしげてしまう。

　カゲツはアクスたちにここで待機するように指示してから部屋を出て行った。

「…………ねえアル」

「副長のこと、ですか？」

「そうだけど、何か大物って感じだよな？」

「ま、まあ……いろいろな意味で大物ですね。できればアルは会いたくはないですが」

「そんなに？　……仲間だろ？」

「それはそうなんですけど……ね」

「……ピュアラも？」

「え～っと……ははは」

　いつもはハキハキと物を言う彼女たちなのに、何だかとても歯切れが悪い。

「副長ってことは、団長の次に偉えらい人だよな？」

「はい。元々は団長と副長、そしてもう一人の三人で始まった団だったらしいですよ。そこから人が集まっていき、今のような大規模な組織になったんです」

　ということは初期メンバーであり、団長が最も信しん頼らいを寄せる人物の一人なのだろう。

　剛ごう毅き豪ごう胆たんが歩いているような団長の人ひと柄がらは、アクスも好感を抱いだくほど清すが々すがしい。

　そんな人物が認めている副長なのだから、きっと誰だれもが尊敬するような人格者なのではと漠ばく然ぜんと思ったが違ちがうのだろうか。

「まあとにかく、覚かく悟ごだけはしておいた方が良いかもしれませんね」

　そんなことを言われると会いたくなくなるので止やめてほしい。ただ逆にそこまでアルティアたちが会い渋しぶる人がどんな人物なのか興味も湧わいた。




　　　　　※




　革命団のトップである団長のヴィルヘルムの執しつ務む室にて、それぞれの隊を仕切る長たちが集結していた。

　ヴィルヘルム以外の者たちの表情は、揃そろって強張っている。その中の一人であるカゲツもまた眠気はすでに吹ふき飛び、ソファに腰こしかけて対面している二人の人物の傍で置物のように立ち尽つくしていた。

（うわぁ、隊長全員が揃い踏ぶみみたいだね）

　緊張している隊長たちの思おも惑わくをよそに、ソファに座っている二人はテーブルの上に置かれている茶ちや菓が子しを堪たん能のうしている。

　一人はもちろんヴィルヘルムであり、革命団のトップであるものの、そのくだけた性格からか通常時はさほど緊張する人物ではない。

　しかし彼の対面に座っている人物は別だ。

「今回の遠えん征せいはどうだった？」

　ヴィルヘルムは皿に置かれたビスケットを三枚取って、豪快に一口で嚙かみ砕くだきながら自身と対面している人物に尋たずねた。

「ええ、実に有意義な時間を過ごさせてもらったわよ、ヴィル」

　団長に対して馴なれ馴れしい言こと葉ば遣づかいを許されているのはこの人だけである。

　──チェリツ・ハーゼ。

　革命団──《在るべき世界アヴニール》の副長として、長きに亘わたりヴィルヘルムを支え続けてきた最古参の一人。

　その実力はここにいる誰もが知るところにあるが、決して見かけでは分からないはずだ。

　その理由は、ひとえにその外見が…………幼き少女の姿をしているからだろう。

　さらにいえば、革命団の団員とは思えない黒いゴシックドレスを纏まとい、どこかの国の姫ひめのように可愛かわいらしいルックスなので、初見で彼女の本質を見み抜ぬける者は稀まれだ。

　金の髪かみはサイドに黒いリボンで結ゆわえられていて、クルクルとカールを巻いている。

　多少吊つり上がった紫むらさき色いろの瞳ひとみに、子供の無む邪じや気きさとは正反対の老ろう獪かいさと厳格さが含ふくまれていることをカゲツは知っている。

　その折れそうなほど華きや奢しやな体たい軀くと細い首では、無骨な者たちの集まりである団の副長など務められるようには思えないが、カゲツはできれば彼女とは正面から戦いたくなかった。

　見た目に騙だまされて倒たおされた者たちが数え切れないほどいることを知っているからだ。

　そんなチェリツは、カップに入った茶で喉のどを潤うるおしたあと、ふぅっと温かい息を吐はき出す。

「美お味いしいわね、あなたは料理も勉強もダメだけれど、お茶を淹いれることに関しては優ゆう秀しゆうね」

「おいおいチェリツ、そりゃねえだろ？　料理はまあ……苦手だけどよ、勉強は怠おこたったことはねえぞ」

「それでも足りないのだから、あなたの知識の器うつわが知れるわね」

「あ、相変わらずの毒どく舌ぜつだなおい。遠征先の支部にいた連中の気苦労が知れるわ」

「あら、最終的には彼らもちゃんと私に従順になったわよ？」

　ニコリと微笑む彼女の表情は、どこかゾクリとさせられる。何も知らない人からすれば、可愛らしい少女の笑えみに和なごむのかもしれないが、実際にはこの中の誰よりも長く生きているらしいとカゲツは聞かされていた。

「……手て荒あらなことはしてねえだろうな？」

「そんなことしないわよ。まあでも……捕とらえた帝てい国こく軍の連中には、私がたっぷりとお話をしてあげたけどもね」

　その連中が現在どうなっているのか。それはここに居る全員が理解しているだろう。

　本気の彼女と〝お話〟をして、無事に生還できた者をカゲツは見たことがない。

（さすがは『鬼の副長』って呼ばれてるだけあるね）

　と、心で思ったその時、カゲツは強い視線を感じた。顔を上げると、いつの間にかチェリツの鋭するどい視線が自分の目を射い貫ぬいていたのだ。考えていることを読まれたかと思わず息を吞のみそうになるが、平静を装よそおいそのままポーカーフェイスを維い持じする。

　そして彼女の方から視線を切って、再びヴィルヘルムの方を見た。

（っ……ふぅぅぅ～。危ない危ない。やっぱりこの姐ねえさんだけは敵に回したくないよね）

　どうも勝てるビジョンが思い浮かばない。

　するとチェリツが思いも寄らぬ言葉を発した。

「ところでヴィル。何だか面おも白しろいものを拾ったって聞いたけれど？」

「あぁ？　面白いもの？」

「ええ、とても興味深い話を聞いたのよ。何でもそれは…………パウラの忘れ形見、とか」

　ドキッとカゲツの心臓が高鳴った。まさかここでアクスのことを話題に出されるとは……。

　ヴィルヘルムも苦笑交じりに、「何で知ってんだ？」と聞き返した。

「あら、パウラを一人前に育てたのは誰だったかしら？」

　そうだった。ここにいるほとんどの隊長格は、彼女の手て解ほどきを受けている。とりわけ亡なくなったパウラは、しばらくチェリツの直属の部下として働いていた期間もあったので、ほとんど弟で子しのようなものだろう。

　パウラもまた彼女を師として仰あおぎ慕したっていた様子だった。

　そんな愛まな弟で子しが死んだ報を聞いて、普ふ段だんはクールなチェリツも激情にかられたはずだ。今の表情からはまったくもって読めないが。

「ま、耳の早いお前のことだし不思議には思わねえけどな。……確かにパウラが拾ったガキはこのアジトにいる。そこのカゲツが後見人としてパウラの後を引き継ついでる」

「そういえば何な故ぜ彼がこの場にいるのかしら？　一応隊長格だけを招集したのではなくて？」

「新設の『第七特とく殊しゆ任務部隊』を任せてるからな」

「……本当に創つくったの？　呆あきれた……それで？　まさかとは思うけれど、例の子も隊員ではないでしょうね？」

「そのまさかだ。すげえだろ」

「あなたは……」

　大きな溜ため息を吐きながら首を左右に振ふるチェリツ。

「確か五歳でしょ、その子。団で匿かくまうのもどうかと思うのに、部隊の一員ってあなた正気？」

「何言ってやがる。お前だってガキのパウラを引き取って、俺らと行動をともにさせてたじゃねえかよ」

「……私はいいのよ私は」

「何でだよ！　堂々と自分だけを棚たなに上げるなアホ！」

「っ……アホって言ったわね、この私のことを」

「大体団のことは俺に任せて、自分は副長として自由にやるとか言ってんだから、多少のことは大目に見ろや」

　二人の大物が今すぐにでも殴なぐり合わん勢いで、視線を合わせバチバチと火花を散らしている。いつ爆ばく発はつしてもおかしくない状じよう況きように晒さらされているこっちの身にもなってほしいとカゲツは心の中で切に願う。

「…………はぁ、もういいわ。あなたと言い合いなんて時間というか人生のムダだもの」

「ああそうかい……って、人生のムダは酷ひでえだろ……」

　さすがにショックを受けたのか、ヴィルヘルムの顔が引き攣つっている。

　チェリツの興味がヴィルヘルムからカゲツへと向く。スッとソファから立ち上がると、ゆっくりとした足取りでカゲツの目前まで歩き出す。

　顔を真っ直すぐ向け直立不動で立つカゲツと比べると、かなり身長の低いチェリツの頭はちょうどカゲツの鳩みぞ尾おちあたりにある。

「……久しぶりね、カゲツ」

「はい。副長もお元気で何よりです」

「どうせまだ周りから評判悪いんでしょう？　あなたの事情は知っているけれど、少しは要領よくしてみたら？」

「ははは、俺は俺なので」

「ふぅん、言うようになったじゃない。けれど、優秀なあなただけれど一つ間違っていることを教えてあげようかしら？」

「……何か？」

「人と話をする時はちゃんと目を見なさい」

　襟えり首くびをグイッと摑つかまれ無む理り矢や理り頭を下げさせられたことでバッチリと目が合ってしまう。そして彼女は誰もが振り向くほど魅み力りよく的にニコリと微笑ほほえむが、カゲツは寒気しか感じない。

「カゲツ、一つ頼たのみたいことがあるのだけれど」

「……何でしょうか？」

「例の子に会わせてほしいのよ」

「……理由を聞いても？」

「つべこべ言わずに会わせなさい、副長命令よ」

　一いつ瞬しゆんにして空気が冷えたように感じた。これ以上余計なことを言えば確実に怒おこらせてしまう。

「……おいチェリツ」

「あなたは黙だまってなさい、ヴィル」

　顔だけ振り返り、キッと鋭い視線でヴィルヘルムの言葉を制すると、ヴィルヘルムもやれやれといった感じで押し黙った。

「それじゃ行きましょうか、カゲツ隊長」

　カゲツはただただ「はい」と言うことしかできなかった。




　　　　　※




　息が詰つまる空間とはこのことなのだろうか。

　カゲツが訓練室から嫌いや々いや出て行ってから一時間ほど経たったあと、戻もどってきたが彼は一人ではなかった。

　その後ろに小さな女の子を携たずさえてやって来たのである。

　革命団のアジトに普通の少女がいるわけがないと知りつつも、どこからどう見ても気品あるお嬢じよう様さまにしか見えないその幼い少女の登場に、アクスは思わず見入ってしまう。

　だがカゲツの何とも言えない複雑そうな表情と、アルティアが浮うかべる嫌そうな顔を見るからに、歓かん迎げいしていない人物だということは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

　少女はゆっくりとアクスに向かって歩き出すが、目前に立つなりフッと視線を逸そらして、アルティアとピュアラに声をかける。

「あら、アルティアじゃない。それにピュアラも。とても会いたかったわ」
















「それは光栄ですね。私はお会いしたくはありませんでしたが」

　アルティアの一いち人にん称しようが変化する。これみよがしの他た人にん行ぎよう儀ぎな言い方に分厚い壁かべを感じた。いつもはニコニコ元気な姉なのに、今は能面のような感情の見えない顔になっている。

　ピュアラも「ははは」と空笑いを浮かべているだけだ。

「つれないわね。こんなにも私はあなたたちを求めているのに。どうかしら今夜？　美味しいお酒が手に入ったのだけれど」

「お誘さそい感謝致いたします。ですが私には愛する弟と毎晩一いつ緒しよに床とこに就ついてイチャつき合うという使命がありますので」

　いやいや、そんな使命などないし初めて聞いた。あまりにも当然のようにアルティアが言うものだから一瞬「あれ、そうだったっけ？」と思ってしまう。

「じゃあピュアラは？」

「えと、私も仕事が残ってて……」

　目が泳いでいる。噓うそが下へ手たなピュアラだった。

「……ふぅん。それにしてもアルティア、ずいぶんと可愛がっているのね、その子」

　チラリと覗のぞき込むような少女の瞳ひとみに射貫かれ、アクスは無意識に後ずさってしまう。見た目は幼いが、異様な眼力をしている。

　そのまま視線を逸らさずに彼女が近づいてくる。

「あなた……名前は？」

「……名前を尋たずねる時は先に自分から名乗った方が良いって育ての親に言われた」

「！　……もしかしてパウラかしら？」

　彼女には弱みを見せてはいけないのではと直感したので、つい強気な発言で返してしまった。

　予想外の返事だったのか、彼女は面白そうに「ふぅん」と呟つぶやくとジロジロとアクスを見る。そのまま細い手を伸のばしアクスに触ふれようとするが、アルティアがサッと素す早ばやくアクスと少女の間に入ってアクスを庇かばうように立つ。

「あら、もしかして嫉しつ妬とかしら？　安心しなさいアルティア。私があなたを嫌きらうことはないわよ？」

「誰だれが嫉妬なんてするもんですか！　アクスくんを守るのは姉である私の役目なので！」

「守るって、アル。別にオレ、何かされたわけじゃないぞ？」

「いいえアクスくん！　この方は誰にでもすぐに手を出すんですよ！　しかもそのほとんどが女性っていうアブノーマルな方なんです！」

「それは酷ひどい言い草ね、アルティア。私が味見をするのは可愛かわいいものや美しいものだけよ。ただ男性よりも女性の方が私の嗜し好こうに合っている場合が多いということだけよ」

　確かに可愛い男、美しい男というのは見つけにくいかもしれない。成人しているのならなおさら。

　しかしなるほど。彼女がアルティアに執しゆう心しんしているのも、アルティアが可愛いからに他ほかならない。納なつ得とくすることができた。

　ただ見た目が良ければ男でも女でも構わないというスタイルから考えて、かなり変わった性せい癖へきの持ち主だと認にん識しきしておく。

「アクスくんは可愛いです。可愛過ぎます！　ですから彼女の毒どく牙がから身を挺ていして守らねばなりません！　お姉ちゃんとして！」

「あらあら、そこまでその子が大事なのね。なるほど、聞いていた通りアルティアは立派な保護者をしているというわけね。まあ過保護のようだけれど」

　少し感情が歪いびつだし暴走気味ではあるが、アクスはアルティアには常々感謝しているし、立派な姉だと思っている。

「はぁ、冗じよう談だんはそこまでにしてチェリツ副長、話を進めてほしいんですが」

　今まで静観を保っていたカゲツからの援えん護ご射しや撃げき。彼の言葉から、少女が副長であることが分かったが、二人の態度から察していたので、大して驚おどろきはなかった。

　この世界において見た目＝年ねん齢れいという考えは捨て置いた方が良いのも事実なのだ。

　アルティアのようにエルフの血を引いている者や、人間とは違ちがう血を持つ亜あ人じんと呼ばれる者たちは総じて寿じゆ命みようが長いのだ。

　副長である彼女もまた幼い身み形なりながらも相当の年月を重ねている可能性は高かった。

「仕方ないわね。お遊びはここまでにしましょうか」

　そう言うと副長は「こほん」と可愛らしく咳せき払ばらいをしたあと、カゲツに視線を巡めぐらせる。それが合図となり、カゲツから彼女の紹しよう介かいが始まった。

「えーアクス、この方はチェリツ・ハーゼ副長だ」

「チェリツ……？」

　どこかで聞き覚えのある名前だと思った。

（あ、思い出した。確か初めて団長に会った時に聞いたな）

　とはいっても一度だけだったので、今の今まで忘れていた。いや、覚えていたことに自分で感心する。

「ほら、お前さんも名乗りなさいな」

「ああ。オレはアクス・オーダー。『第七特とく殊しゆ任務部隊』に所属して……いる」

　まだ正式に通達があったわけではないが、一応カゲツの部下という立場にはあるのでそう伝えた。

「…………オーダー、ね」

　呟くように言うチェリツの目が冷たく細められる。

「あなた、その名を名乗る覚かく悟ごはあるのかしら？」

「ある！」

「パウラの代わりをあなたが担になう、と？　そのようなことが可能なのかしら？」

「できるできないじゃない！　オレがやるんだ！」

　こればかりは譲ゆずれない。誰に何を言われようが、これがアクスが貫つらぬくべき信念だと確信している。

　しばらくアクスとチェリツの睨にらみ合いが続く。

　周りはハラハラドキドキしているようだが、アクスはそれに気づかずに目線を逸らしたら負けと思い込みチェリツの目を見返していた。

　すると不意にチェリツが溜ため息を吐はき出した。

「……ダメね」

「え？」

「あなたがパウラの代わり？　……認められないわ、そのようなこと」

「ちょ、副長！」

「命令よ、あなたは黙ってなさい、アルティア。他の者も……分かっているわね？」

　団に所属している以上、命令を無視できないのか三人が押し黙ってしまう。しかしその中でアルティアだけは悔くやしそうに下した唇くちびるを嚙かんでいる。

「……あなた、今すぐ団を抜ぬけなさい」

「なっ!?」

「子供が居ていい場所じゃないのよ、ここは」

「そんなことっ！」

「子供は安全な場所で伸び伸びと過ごしていればいいのよ。世直しは大人に任せて、ね」

「嫌だっ！」

「私たちが運営している保護施し設せつがあるから、今すぐそちらへ向かいなさい」

「絶対に嫌だっ！」

　どちらも譲らずに二人はただただ睨み合いながら言葉をぶつけ合う。

　そうして何度かやり取りを終えたあと、少し沈ちん黙もくが流れ……チェリツが口火を切り静かに語り出す。

「……子供が戦場に立つなんてろくなことにならないわ。それをヴィルも……カゲツも理解していると思ったのだけれどね」

　チェリツに睨まれてしまい、バツが悪そうな表情で頭をかくカゲツ。

「あなたがどうしても団に入りたいというのなら、もう少し成長してからにしなさい。それからでも決して遅おそくなどないわ」

　確かに彼女の言い分は正論なのだろう。まだ五歳程度のアクスのような子供が、命のやり取りをする戦場に立つなど普ふ通つうでは考えられない。

　本来ならばそれを周りの大人たちが止めなければならないはず。チェリツはそれを怠おこたっていると周りの者たちを咎とがめているのだ。

「……副長の言ってることは分かる」

「そう、なら素直に──」

「でも」

「……？」

「でもオレには──創つくりたい世界があるんだ！」







　アクスにも譲れない信念がある。見た目はまだチェリツの言うように何も知らない子供だが、恐おそらくは前世と呼ぶべき記き憶おくがあるからなのか、自覚も覚悟も強い。

　だからこそ普通の子供なら逃にげ出しそうな環かん境きようでもやっていけているのだろう。

　真っ向から反論してくるアクスに、チェリツは何な故ぜか少しだけ驚いたような表情を見せた。しかしすぐにその顔は元に戻ってアクスに強気な言葉を浴びせる。

「子供が生意気を言うものではないわ。新しい世界をそう簡単に創ることなんてできない。諦あきらめなさい」

「嫌だっ！　絶対に諦めないっ！」

「諦めなければ……自分ならできるとでも思っているのかしら？」

「絶対にやってみせる！」

「傲ごう慢まんな子ね……。アルティア、可愛がっているこの子が戦場に立つということは、いずれ死ぬかもしれないということよ。それでもいいの？」

「そ、それは……っ」

「カゲツも、子供が不幸に遭あうことの怖こわさを身をもって知っているあなたが何をしているの？」

「っ……耳の痛い話ですね」

　カゲツも長いこと革命団で活動しているのだから、そういう経験もあったはずだ。それでもアクスに手を貸してくれていることには感謝している。

「子供は子供らしく、大人に守られて遊んでいればいいのよ」

「アルたちが戦っているのに、そんなことはできない！」

　戦える力があるのに、パウラの仇かたきを討うちたいのに一人だけのほほんと過ごしているわけにはいかない。

「だから言っているでしょう？　別にあなたの想おもいを尊重しないとは言っていないわ。ただもう少し成長してから考えなさいと言っているの」

「……副長の言ってることは正しいのかもしれない。けどオレは……守られて過ごすなんてゴメンだ！　守りたいんだよ、オレは！」

「！　……ダメよ」

　ここまで正直に想いを吐と露ろしたにもかかわらず、それでもチェリツには受け入れてはもらえないらしい。

「あ、あの副長、アクスくんは子供ですけど、しっかりした考えも持っていて……。それにすぐに戦場に立つわけでもないですし」

「アルティア、団にいる以上はいつ戦争になってもおかしくないの。ひょんなことからアジトが見つかって、気づいたら帝てい国こくに攻せめられていて……なんてことも珍めずらしくないわよ。そういうこと、他ならぬあなたたちなら分かると思うけれど」

　それはそうだ。何故ならそのようにして【クリノーク】は襲しゆう撃げきを受けたのだから。

「そんな時に真っ先に死ぬのは誰かしら？　この子？　いいえ、違うわ。それはこの子を庇かばう者たちよ」

　アクスはチェリツの言葉に心臓を摑つかまれるような衝しよう撃げきを受けた。

　実際パウラはアクスを逃がすために死に、アルティアもまた同様にして傷付いたのだ。

　戦場で生き残るためには足あし手で纏まといを切り捨てていく必要があるが、アクスを切り捨てることなどアルティアたちができるわけもなかった。

　だがアクスがいるせいで彼女たちに重荷を背負わせたのは事実だったろう。

「そうして仮にこの子が生き残ったとして。またこの子は闇やみを背負うわよ。下へ手たをすれば自我を失ってしまうわ。そのようなこと、あなたは望むのアルティア？　この子を庇い、あなたが死ねば、間違いなく壊こわれてしまうわよ？」

「っ……それは……」

　二の句が継つげないアルティア。アクスの意志を尊重するためにも反発したいようだが、チェリツの言ったことが起こらないとも限らないので言い返せないのだろう。

「そういうことだから、あなたも諦めなさい」

「嫌いやだっ！」

「っ、嫌だ嫌だで渡わたっていける世の中ではないのよ」

「だったらあんたがここにいるのを認めてくれれば全部解決する！　頼たのむよ！　オレは強くなってこの世界を革命してやるんだ！」

　その時、スッとチェリツの目が細められたと同時に、アクスの額へ彼女の指が伸のびて、パチンと音がしたと思った瞬しゆん間かん──

「──っ!?」

　アクスは気づけば後方へと吹ふき飛ばされていた。

　十メートル以上は床ゆかを転がっただろう。一体何をされたのか理解することができない。

　ただ額に痛みと熱を感じることから、何かしらの攻こう撃げきを受けたことは事実だ。

　仰あお向むけのまま顔だけを上げて、遠まきに冷たい視線を向けているチェリツを見る。

　そのまま彼女は困こん惑わくしているアクスをよそに、静かに口を開く。

「教えておいてあげるわ。ここでは私が法律。秩ちつ序じよは私が構築するのよ。歯向かう者は団には要いらない」

　副長なのだから団長の次に権力を持っていると思っていたが、まさかそこまで言うとは思わなかった。

　そのことにアルティアやカゲツが反論していないことから、彼女が言っていることも事実だと知る。

「子供が『戦う』とか『守りたい』などと、安易に口にしていいものではないわ。それには相応のリスクが付いて回るもの」

「っ……それ……でもオレはっ」

「これが私たちとあなたの距きよ離り」

　まるで線引きでもされているかのように、アクスは四人から離はなされ孤こ独どくになっていた。

「十にも満たない子供のくせに、バカなことはせずにただ生きていればいいのよ」

　もう用事が済んだと言わんばかりにアクスに背を向ける。

「ま、待て──」

「あなたの言葉は私には届かないわ。カゲツ、ピュアラ、少し仕事を頼みたいの。ついてきなさい」

　アクスの言葉を遮さえぎるようにそう言うと、チェリツはカゲツと、後ろ髪がみを引かれるような表情をしたピュアラを引き連れて部屋から出て行ってしまう。

　結局最後までアクスという名前で呼ばれることはなかった。

　それはきっと何一つとして認められていない証しよう拠このような気がする。

「アクスくん……」

　悔しさで震ふるえていると、いつの間にか近づいてきたアルティアに声をかけられた。

「……アル……オレ、悔しい……っ」

　ブルブルと震わせている拳こぶしをそっと温ぬくもりが包んだ。見ればアルティアが自身の手を重ね合わせていた。

「その程度の怪け我がで済んで良かったです。あの方はたとえ子供でも容よう赦しやがありませんし」

「……子供……か」

　正直なところ、アクスもチェリツの言っていることは理解できる。というより正論だと思っているのも確かだ。

　何故ならアクスはまだ五歳で、精神的なものはともかく他人から見れば子供である。

　この世界の最高権力者たちで渦うず巻まく帝国に反旗を翻ひるがえす国家犯罪者である革命団に、誰だれが好き好んで五歳の子供を所属させようとするだろうか。

　アルティアはともかくとして、認めてくれた団長やカゲツが一いつ般ぱん常識からズレているといえるだろう。子供の安全を思いやるチェリツの方が正しい。

　ただカゲツ曰いわく、団長の考えは強過ぎる力を持つアクスを放置することはできず、帝国に奪うばわれて利用されるくらいならば手元に置いておいた方が良いという判断らしいが。

　それでもアクスは、この道を自分で選び進んでいる。別に誰かに認められたいわけではないが、団員として活動できないということは、アルティアの傍そばにいられなくなるということだ。

　そうなれば彼女だけが戦場に立ち、自分の知らないところで死んでしまう危険性だってある。それはアクスにとって心が引き裂さかれるくらいに許容できないことだ。

　パウラが言っていた家族の平和を守るという夢。アクスにとって、もう家族と呼べるのはアルティアだけだ。自分もまたその目標に向かっていくためにも、団を抜ぬけるようなことはあってはならない。

「アクスくん……とりあえず怪我の手当てをしましょう。……アクスくん？」

　アルティアは、アクスが無言のまま立ち上がり彼女の問いに対して答えないことに、不思議そうに首を傾かしげた。

「……アクスくん？」

　と、再度確かめるように言葉をかけるアルティアに対し、アクスは覚かく悟ごを秘ひめた眼まな差ざしでこう言った。

「ねえアル、副長はどこにいるんだ？」







　──アクスは今、地下にあるアジトから地上へと出て、前にアルティアが訓練していた浜はま辺べへと来ていた。

　その近くにある森林地帯を進むと、その先は小高い丘おかになっていて、丘の頂上にはポツンと木造のログハウスが建てられていた。

　そのログハウスに、アクスが求める人物がいるとアルティアに聞き、こうして彼女と一いつ緒しよにやって来たのだ。

　今日は天気が良いからだろうか、ベランダに置かれたテーブル席に着いて優ゆう雅がにティータイムを満まん喫きつしている者がいる。

　──チェリツだ。

「あら、来たのね。お茶でも飲む？」

　あれほど冷たい態度でアクスを突つき放した人と同一人物とは思えないほどフレンドリーにお茶に誘さそってくる。しかしアクスはもちろんティータイムをしに来たわけではなかった。

　アクスはベランダから顔を覗のぞかせているチェリツの眼下──地面に両りよう膝ひざをついて、そのまま頭を下げた。

「お願いします！　オレを団から追い出さないでくださいっ！」

　微笑ほほえんでいたチェリツの表情は、つまらないものを見るような面相へと変わる。

「はぁ……そんなバカげたことを頼みに来たのなら帰って荷物を整理しておきなさい。五日後には保護施し設せつへ行く船に乗せるのだから」

　土下座をして頼み込んでも、彼女の意志は固く揺ゆるがない。

「副長、私からもお願いします！　アクスくんなら、団でも上手くやれるはずです！」

　アルティアもまたアクスの横に立って頭を下げる。

　しかしチェリツは呆あきれたように肩かたを竦すくめて、テーブルに置いているティーカップを手に取り喉のどを潤うるおす。

「……ふぅ。アルティア、同じことを何度も言わせないでちょうだい。あなたが本当にその子のためを思うのなら、ここで突き放すべきなのではなくて？　何も一生会えないというわけではないのだから」

「アルは！　わ、私はアクスくんと一緒に強くなるって決めたんです！」

「……だからね、別に将来的に団に入ることに関しては禁じてはいないでしょう。彼はまだ子供なの。子供ならば子供らしい生活を送るべきなのよ」

「オレは！　オレはそんなのいらないっ！」

「……何ですって？」

　明らかに怒ど気き交じりのチェリツの声こわ音ねだった。

「確かに副長の言う通り、オレはまだ子供で……子供らしく過ごすのが一番かもしれない」

「その通りよ。この世の中で、それができない子供がどれほどたくさんいるのか、あなたに分かる？　あなたは恵めぐまれているのよ。それを捨てるというの？」

　帝国に見放され、飢うえて死んでいく子供たちは多い。親にも育てられないからといって放ほう棄きされ、酷ひどい場合は人買いに売る親だっている。

　そんな子供たちの多くの末路は惨むごたらしいものだ。

　そんな中、保護施設へ預けられるというのは喜ばしいことだろう。そこでは貧しいながらもちゃんとした食事も提供され、今の世の中で子供の安息の地としては言うことなしだ。

　誰もが手を伸ばすような幸福を、アクスは自ら手放そうとしているのだから、傍はた目めから見たら愚おろかにしか見えないのは確かだ。

「オレは…………ここに居たい」

「アルティア、鬱うつ陶とうしいからその子を連れて部屋へ戻もどりなさい。五日後までそこで待機よ」

　そう言われても、二人が動こうとしないのを見て、苛いら立だったように眉み間けんにしわをよせたチェリツは、

「また吹き飛ばされたいの？」

　とアクスを威い圧あつしてきた。空気が重くなり、まるで上から押し付けられているような感覚になる。

　だがここで退くわけにはいかず、アクスは頭を下げたまま姿勢をジッと保つ。

　しばらくすると、チェリツは不ふ愉ゆ快かいそうな表情をしながら何も言わずに部屋の中へ入っていった。

　それから数時間が経たち、とうとう太陽も水平線へと沈しずんでしまったが、チェリツからは何の反応も返ってこない。

「……アクスくん」

「アルは地下に戻ってくれていい。仕事もあるだろうし」

「ですが……」

　彼女は団においてもそこそこ長く所属しているため、与あたえられている仕事もたくさんあり、アクスのように日がな一日修練に励はげむだけではいられないのだ。

　特に新設された『第七特とく殊しゆ任務部隊』としての活動が忙いそがしく、カゲツとともに仕事に勤いそしんでいる。

　またピュアラも、歌うた姫ひめとしての仕事や情報処理班としてアルティアたちのサポートなどで慌あわただしく動いていた。

「いいから行って。オレはここに残る」

「…………分かりました。ではあとで食事を持ってきますね」

　それだけを言うと、アルティアはアクスを残してその場をあとにした。




　　　　　※




　アクスがどうしてもあの場を離れないというので、夕食を蓋ふた付きの容器に詰つめたものを持っていったあと、アルティアはカゲツとともに、隊長になってから彼に与えられた隊長室兼けん仕事部屋にて書類整理を行っていた。

　ただやはり思うように仕事が手につかない。気になるのはアクスのことばかり。

「……はぁ」

「あのさ、そう溜ため息ばかり吐つかれると、さすがにこっちまで気が滅め入いっちゃうんだけどね……」

「だったら副長を説得してくださいよ」

「あ、それ無理。逆らうと殺されちゃうかもだしね」

　同志に対してそこまで苛か烈れつなことは、さすがにチェリツもしないだろうが、彼女を敵に回して良いことなど一つもないのは確かだ。

　アルティアはカゲツが判を押した書類を最終確かく認にんしながらファイルに収めて本ほん棚だなに片付けていく。

「ところでアルティア、明日から三日ほど外での仕事があるから」

「珍めずらしいですね、隊長が外出ですか？」

「いーやいや、俺だけじゃなくて君もだしね」

「あ、そうなんですか…………って、ええぇぇっ!?」

「あれ、そんなに驚おどろくこと？」

「だ、だってアルにはアクスくんを見守るっていう崇すう高こうな使命があって！」

「忘れちゃダメだよ、アルティア。君はアクスの保護者かもしれないけど、他ほかならぬ《在るべき世界アヴニール》の一員なんだからね。それに今回は『第七特殊任務部隊』としての任務でもある」

　それを言われると反論することができない。特に団長から期待の声がかかっている新設部隊の任務だということもあり、下へ手たな仕事はできないのだ。

　しかし今、アクスにとって……いや、アルティアにとっても瀬せ戸と際ぎわな状じよう況きようであり、アクスと離はなれ離ばなれになるのは怖こわい。

「安心しなって。確か保護施設の迎むかえは五日後。それまでには戻ってこられるから」

「そうかもしれませんけど……」

「帰ってきたら俺も何かしら動いてみるからさ」

「で、でも情報処理班から嵐あらしが近づいてるって聞きましたし……。アクスくんのことですから、たとえ嵐が来ても副長に認めてもらうまでテコでも動かないかも……」

「本当にアクスのこと分かってるんだね。まあ、嵐が来ても副長の傍にいれば大だい丈じよう夫ぶでしょ。それこそ海にでも出なければ、ね」

「けれど副長の別べつ荘そうって崖がけ上にあるじゃないですか。すぐ下は海ですし……ああ、もし風にでも飛ばされて落ちたりしたらぁぁぁ」

　アルティアはアクスが海に飲み込まれていく姿を想像して真っ青になる。

「まあ、確かにここらの海は危険だよね。嵐になると暴れるモンスターだっているし。前回の嵐の時もそいつは観測されてるって話だしね」

「例のモンスターですよね。うぅ～やっぱり心配ですよぉ～」

「心配しても仕方ないよ。ピュアラもまだ引き継つぎが全部終わってないし、歌姫としての仕事もあるけど、一応それとなく気にしてくれるように頼たのんでおく。だから今は明日からの任務に集中するように、以上」

「…………はぁい」

　とりあえずアクスにこのことを伝えなければいけないと思い、仕事が終わるとすぐに伝えにいったが、彼は一言「分かった」とだけ言ってその場を動くことはなかった。




　　　　　※




　──二日後。

　支部の視察から戻って、しばらくは【コクーン島】で休息する予定だったため、チェリツは自分専用の寛くつろぎ場所として建てさせた丘おかの上のログハウスで、久方ぶりの休みをゆったりと過ごしていた。

　しかし一つだけ気に入らない状況がある。部下に言いつけて部屋に戻すよう伝えても、頑かたくなにログハウスの傍そばで正座をし続ける一人の少年がいた。

　チェリツは二階の窓から眼下に映る子供──アクスを見つめる。

　アルティアとカゲツは任務で島の外へ出で掛かけているという情報は得ていた。それ故ゆえに好き好んでアクスに近づく者はいない。

　彼が団員たちにあまりよく思われていないことも知っている。【クリノーク】の一件を知っている者たちが、彼の身に潜ひそんでいる暴ぼう虐ぎやくなまでの力を恐きよう怖ふし、勝手な推測を吹ふい聴ちようしていたのだ。

　そのためアクス＝バケモノとして、過激派の中では排はい除じよ対象にするべきだという意見を出す者もいる。

　カゲツが島を出る際、チェリツに『アクスのことを頼みます』と頭を下げてきた。もし自分たちがいなくなれば、彼に危害を加える者が出てくるかもしれないから、と。

　チェリツは自分にも他人にも厳しいが、進んで子供が傷つくことを望むほど冷れい酷こくではない。むしろ未来ある子供が悲しまないような世界を創つくるために日々奮ふん闘とうしているのだから。

　だからこそこんな味方が少ない場所にいてはいけないと思い、彼を追い出すことを決めたのだ。

「──まぁだおるでぇ。まるで主あるじを待つイヌコロみたいやのう」

　不意に背後から声がしたが、チェリツに驚きはない。振ふり向かずにその声の主の名前を発する。

「……ペンタ」

　ペタペタとゆっくりとした足取りで接近し、ヒョイッと跳とび上がり窓の縁ふちへと立つ。その姿は、どこからどう見てもペンギンである。首を覆おおう赤いバンダナは彼のトレードマークだ。

　名前はペンタといい、こう見えてもチェリツのパートナーを務め、艱かん難なん辛しん苦くをともに乗り越こえてきた大切な存在である。

「小こ坊ぼう主ずのくせに大した根こん性じようやないか」

　言こと葉ば遣づかいとは裏腹に、可愛かわいらしい甲かん高だかい声をしている。

「根性だけで渡わたっていけるほど甘い世界ではないわ」

「まあのう。けど根性があらへんと己おのれの信念すら貫つらぬけへんわなぁ」

「……何が言いたいのかしら？」

「あの小坊主に対して少々厳しないかって思うてのう」

「そうかしら？」

「まだ五歳くらいなんやろ？　もうちっと甘あもうてもバチは当たらんがな」

「普ふ通つうの子供なら、ね。けれどあの子は団に居続けたいと言っているもの。それは……」

「パウラの二の舞まいにしたぁないか？」

「…………」

「お前さんも難なん儀ぎな性格しとるのう」

　彼の言葉に返答せずに、黙だまってログハウスを見上げながら身じろぎ一つしないアクスの様子を窺うかがっていると、ポツポツと窓を叩たたく雨音が聞こえてきた。

「おっと、雨が降ってきよったわ。風もキツイようやし、これは嵐になるかもなぁ」

「……さすがにもう諦あきらめるでしょう」

　この二日、まともに食事をしておらず、その上雨も降ってきた。そろそろ肉体も精神も応こたえてきただろう。さすがにもう諦めるだろうとチェリツは判断し、

「一応様子を見ておいて、何かあったら報しらせなさい」

　と、ペンタに言いつけておいてから、少し仮か眠みんをとろうと思いベッドルームへ向かった。

　部屋内には巨きよ大だいな黒ダンスがあり、チェリツは六段ある引き出しの一番下を開く。

　そこには紫むらさき色いろの布で包まれた細長い物体が納められていた。

　それが何か、当然チェリツは把は握あくしている。

（……パウラ）

　死んだ彼女のことが頭に浮うかんだが、頭を振って引き出しを閉めると、そのままベッドへと入り静かに瞼まぶたを閉じた。

　──しかし、次に目を覚ました時、チェリツは驚くことになる。

　仮眠をとるつもりだったが、どうやらかなり深く寝ね入いってしまったようで、太陽も沈しずみ夜が訪おとずれていた。

　耳に入ってくるのは、強い雨音と窓に打ち付ける風。どうやら結構な土ど砂しや降りになっているようだ。

（情報処理班の予報通り、嵐になっているようね）

　チェリツはベッドから起き上がって、水を飲もうとキッチンに向かおうとした時、廊ろう下かの突つき当たりにある窓際に立つペンタを発見した。

　──まさか。

　そう思い、足早に彼のもとに向かい愕がく然ぜんとする。

　窓の向こう──雨が降りしきる大地の上に、ポツンと正座し続ける一人の少年がいた。

（噓うそ……まだいたの!?）

　あれから何時間経たったのか……。少なくとも五時間以上は経過している。

　気温は低く、その上雨に打たれては身体からだは冷え切ってしまっているはずだ。

　それなのに……。

「ちょっとペンタ、何かあったら報せなさいと言っておいたはずよ！」

　こんな状況になるまで何一つ報告しなかったペンタを責める。

　だが彼は一いつ切さい慌あわてる様子なく、

「別に何もありゃせんて。今までず～っとあのまんま。ほれ見てみぃ、あの小坊主の目を」

「え……っ!?」

　ログハウスを見上げるアクスの瞳ひとみは、ただただ真っ直すぐに強い輝かがやきを宿していた。そこには辛つらい、苦しいなどの感情は見当たらない。

　身体をブルブルと震ふるわせ、唇くちびるも真っ青になり、強風にフラフラになりながらもなお、眼力だけはここに来た時、いや、訓練室でチェリツ相手に啖たん呵かを切った時と何一つ変わらないことに驚く。

「っ……何でそこまで……」

「んなもん一つしかあらへんやろうが」

「は？」

「譲ゆずれんもんがあるんやろうて。だからああやって、お前に認めてもらうためにアホなことをしとるだけや。いやはや、青あお臭くせえのう」

　普通五歳の子供がここまでできるだろうか。あれだけ自分のことを否定され、突き放されたにもかかわらず、雨の中……いや、二日以上飲まず食わずで正座をし続けるなんて正気の沙さ汰たではない。

「また……あの目なのね」

「せやのう。初めて会った時のパウラを思い出させるで」

　自分が何な故ぜこれほどまでにアクスを突き放そうとしたのか、それはもしかしたらパウラとそっくりの目を彼が持っているからだったのかもしれない。

　あの子の忘れ形見。だからこそ必要以上に冷たくしていた。

「……お、こりゃあかんでぇ」

　ペンタの声が示すように、眼下にいるアクスの頭が急にふらつきだし、そのまま前のめりに倒たおれてしまった。

「まずいわっ！　ペンタ！」

「分かっとる！」

　窓を開け放つと、ペンタはそのまま跳び下りてアクスのもとへと向かう。

　チェリツは部屋から厚手のタオルを持ち出し、一階のリビングへ走る。

　すでにペンタがリビングにあるソファの上にアクスを寝かせて暖だん炉ろに薪まきをくべていた。

　アクスの身体は氷のように冷え切っていて、小刻みに痙けい攣れんしている。

（こんなになるまで……っ）

　大人でもきっとここまで耐たえることができる者は少ないだろう。一体彼の精神はどれだけタフだというのだろうか。到とう底てい子供だとは思えない。

「ペンタ、湯を沸わかしてきなさい。あと毛布も用意して」

「ったく、こき使いおってからに」

　愚ぐ痴ちを零こぼしながらも言われた通りに動いてくれるあたり、彼もまたアクスを心配しているようだ。

　チェリツはアクスの服を脱ぬがせると、濡ぬれた身体をタオルで拭ふいていく。

　その時、気になる物を発見した。

（これは……！）

　それはアクスの小さな腕うでに装着されたブレスレットである。一応外しておこうと思い手をかけるも、アクスの肌はだに吸い付いているかのようにビクともしない。

　そして触ふれたからこそ、ブレスレットの正体にも気がついた。

（信じ難がたいほど強力な封ふう印いん具ね、これ）

　俗ぞくに《魔ま力りよく制せい御ぎよ装置》と呼ばれ、その名の通り魔力を封じるための道具である。

　アクスを一目見た時、その身に秘ひめる魔力の多さには気づいていたのだ。ただ封印するほどのものだとは思わなかった。稀まれにだがアクス程度の魔力を持つ子供だっている。

　しかしそれは考え違ちがいだった。

　こうしてじっくりと彼に触れて観察してみるとよく分かる。自分が感じていたのは、アクスの持つ才の一いつ端たんに過ぎなかったということが。

　同時に納なつ得とくもできた。

（なるほどね。【クリノーク】を壊かい滅めつさせた化け物……〝大罪〟が宿っているというのも頷うなずけるというものかしら）

　アクスに関しての報告は、ヴィルヘルムを通して聞いている。俄にわかに信じられないものではあったが、アクスの暴走を見た者の証言やこうしてアクスを観察していると理解させられた。

（数すう奇きなものね。まだこんな幼い命に忌いまわしいとされる力が宿っているなんて）

　彼が背負った宿命を哀あわれに感じていた矢先、ペンタが毛布を持ってきたので、アクスの全身を包んでから、暖炉の前に横たわらせる。

　しばらくすると……。

「っ……ぁ……」

　意識が回復したようで、アクスが瞼を震わせながらゆっくりと目を覚ました。

「……ここ……は……」

「ここは私のログハウスよ。あなたは雨の中で倒れたの。覚えているかしら？」

「……っ」

　悔くやしげに下唇を嚙かみながら、強く拳こぶしを握にぎり込むアクス。下へ手たをすれば命まで危なかったというのに、どうやら耐え切れなかった自分が悔しいようだ。本当に呆あきれ果ててしまう。

　チェリツは湯にハチミツを入れたものをコップに注ぐと、アクスに「飲みなさい」と差し出す。しかし情けは受けないということなのか、アクスは一向に受け取ろうとはしない。

「……命をムダにする行こう為いだけは止やめなさい。それともそうするようにパウラに教わったのかしら？」

「ち、違う！　パウラさんはそんなこと言わない！　絶対に！」

「だったら……これを飲みなさい」

「…………うん」

　コップを差し出すと、渋しぶ々しぶといった感じで受け取って飲み始めた。

「…………はふぅ……あったかい」

「そうでしょうね。それが……生きてるってことよ」

「！」

「あなたが無む茶ちやをして死んでしまったり、重い病を抱かかえたりすれば悲しむ人がいるわ。それが誰だれか……分かるわね？」

　言われてアクスは、申し訳なさそうに顔を俯うつむかせると「ごめんなさい」とだけ呟つぶやいた。

「体調はどう？　痛いところはない？」

　そう尋たずねたが、何故かアクスがキョトンとしながらチェリツを見てくるので、

「？　何かおかしなことを言ったかしら？」

「あ、いや……その、優やさしいなって思って……。こんなに迷めい惑わくかけたのに」

「はぁ……あのね、あなたは私を何だと思っているのかしら？　子供が倒れたら介かい抱ほうくらいするわよ」

　どうやら彼の中で、子供すら平気で見捨てるような人物に思われていたようでショックが大きい。

「だって、初対面でいきなり吹ふき飛ばされたし」

「う……それはまあ……そうだけど」

　確かに子供に対して大人げない行為をしたのは事実なのだから何とも反論しにくい。

「カーッカッカッカ！　こいつぁ、理論派に見えてその実、感情で物事を判断するような奴やつやしのう。災難やったな小こ坊ぼう主ず」

「……へ？」

「む？　どないしたんや？」

「ペ、ペンギン……？」

「何やそのハトが豆まめ鉄でつ砲ぽうもろたみてえな顔は。どっからどう見てもペンギンやろがい」

「ペンギンが喋しやべってるっ!?」

　アクスの驚おどろきは至し極ごく当然の反応である。ペンタを初めて見た者は例外なく今のアクスのように目を丸くしていた。

「ああ、いきなり大きな声出しおってからにうっさいのう。ペンギンが喋ったらあかんいうんか？　お？　どついちゃろかワレェ！」

　脅おどし文句をアクスにぶつけてくるが、ペンギンが喋るということ自体に驚き過ぎているので怯おびえたりはしていないようだ。それに声にも迫はく力りよくはないので怖こわくないのだろう。

「ペンタ、口を慎つつしみなさい。大体彼のような反応は珍めずらしくないでしょうが」

「ワシは格の高たけえモンスターじゃ。人の言葉くらい話せるわい」

「モ、モンスター？　何でここに……？」

「彼はペンタ、私のパートナーよ。口と態度は悪いけれど危険はないわ」

「そ、そうなんだ……」

「おいこらチェリツ、口と態度が悪いのはお互たがい様やろが」

「あなたよりマシよ。私には分別があるもの」

「けっ、どの口が言いよる」

「この可愛かわいらしい口よ」

　自信満々に自分の唇に触れながらチェリツは言い張った。

　そんなやり取りが珍しいのか呆ほうけたように眺ながめていたアクスに、視線を合わせたチェリツは言うべきことを言う。

「とにかくああいう無茶はもうしないこと。いいわね？」

「…………でも」

　彼が何故ここまで頑かたくなな態度なのかは分かる。ペンタも言っていたように、自分に認めてもらいここに置いてもらうためだ。

（本当に厄やつ介かいな子ね）

　仮にこのまま保護施し設せつに預けたとして、そこから抜ぬけ出して自ら危険に飛び込む可能性が非常に高い。

　この子が力を求めている理由は分かるが、それでは死に急いでいるようにしか思えない。

　アクスにとって一番良い対応はどうすることなのだろうか……。

「……ねえ、前にあなたは言ったわね。創つくりたい世界がある、と。あなたはどんな世界を創りたいのかしら？」

「オレは…………オレは、家族が……大切な人たちが平和に暮らせる世界を創りたい」

「その道みち程のりはあなたが考えているより遥はるかに険しいものよ。仲間の死や罪なき者の死が溢あふれ、その屍しかばねの上を歩いて行かなければいけない地じ獄ごくの道。それがあなたに理解できて？」

「…………正直言うと、実感なんてないし理解だって……できてない」

　当然だろう。そんなものは実際に戦場に立ち生き抜き続けている者にしか分からない。自分やヴィルヘルムのように。

「でも辛つらいことも、痛いことも……悲しいことだってあると思うけど、オレは誓ちかったから」

「誓った？」

「オレは……パウラさんのように家族の平和を守る存在になるって」

「！　……そう。……あなたはパウラの小さい頃ころの話は聞いたことある？」

「え？　あまり聞いてない。親に捨てられたってことくらいしか」

「そう……それなのに同じ言葉を言うのね」

「えっと……それってどういう……」

「とにかく許可してあげるから今日はゆっくりここで休息を取りなさい。外に出ることを禁じます」

「あ、あの……」

「あとは頼たのむわね、ペンタ」

「？　どこ行くんや？」

「どうも今回の嵐あらしの規模が大きいみたいだしね。それにさっきヴィルから連れん絡らくが入ったわ。──目もく撃げき情報があった、と。だから私も団員たちに注意勧かん告こくをしてくるわ」

「ああ、例の。まあこんな日に海に出る奴はおらんと思うがのう」

「それでも中には浮うかれてバカをする輩やからもいるのよ。アレの存在を知らずに海に出たら、どうなるかペンタも分かっているでしょ？　じゃ、頼むわね」

「しょうがねえのう」

　アクスはチェリツの言葉をよく理解できていないようだが、チェリツはそれ以上何も言わずに建物から外へと出て行った。




　　　　　※




　残されたアクスは、休息を取れと言われても手て持もち無ぶ沙さ汰たな感じがして居い心ごこ地ちが悪く、ずっと固まっていた。

　そこへ……。

「あれはのう、不器用な女なんじゃ」

　突とつ如じよペンタがアクスが座っているソファに飛び乗ると、静かに語り出す。

「パウラもそうやなかったか、小坊主？」

「……オレはアクスだ。アクス・オーダー、小坊主じゃない」

「カッカッカ！　お前みたいなちんまいの、小坊主でええわい！」

　どっちがちんまいのだとムッとしたので言い返そうとしたが、先にペンタが口を開く。

「いいか小坊主、あれがお前さんに厳しく当たるのはお前さんのためでもあるんやで」

「それは…………分かってる」

「まあ、根本はアイツ自身が同じ過あやまちを繰くり返したくねえって思っとるだけやけどのう」

「え……同じ過ち？」

「んん？　聞きたいんか？」

　アクスは少しでもチェリツ攻こう略りやくのヒントになる情報を集めようと、ペンタから話を聞くことにした。

　そして彼から語られたのは、チェリツの過去──。










　　　　　　第五章　試しの刻印




　かつて、戦場の爪つめ痕あとが残る場所で一人の少女を拾った。彼女はお世辞にも綺き麗れいとは言えないボロボロの真っ赤な髪かみと、瘦やせこけた身体からだをし怪け我がもしていた。まだ十歳にも満たない彼女は、放置すれば良くても三日以内には死んでしまうくらいに衰すい弱じやくし切っていた。

　その時、すでにヴィルヘルムたちとともに革命団を創設していたチェリツは、同情からその子を拾い、保護施設へと預けようとした。

　聞けば親からは捨てられ、生きるために戦場で亡なくなった者たちの身ぐるみを剝はぎ、それを売ることで何とか金にして生活していたらしい。だがそんな生活も長くは続かず、流れ矢に当たって負傷し戦場で倒たおれてしまっていたのだ。

　チェリツはそんな彼女を手当てし、まともに歩けるようになってから、彼女に保護施設の話を持ち出したのだが、彼女は首を左右に振ふった。

　そしてチェリツたちが何者なのか、その部下たちから聞いていた彼女は、自分を強くしてほしいと願い出てきたのだ。

　当然子供が何を言っているのだと断った。それでも彼女は頑なに退ひかず、自分も仲間に入れてほしいと譲ゆずらなかった。

『……何な故ぜそこまで必死なのかしら？』

　彼女の真意を知りたいと思ったチェリツは尋ねた。

　すると彼女はチェリツの瞳ひとみを真っ直すぐに見返して言う。

『アタシには……何もない。何も……なくなっちゃった。それはきっと……アタシが弱かったから』

　子供が何を悟さとったことを……とチェリツは思ったが、それだけ彼女が経験してきたことが過か酷こくだったのだろう。

『もう……手放したくないんだ……何も。守りたいって思ったものは……全部守りたい』

『あなた……』

『だからアタシに戦い方を……強くなる方法を教えて！　あんたの部下に聞いた！　あんたは物もの凄すごく強いって！　だから！』

　魂たましいからの懇こん願がんのように感じた。もうそれしか縋すがるものがないという強い意志。

　断ることは簡単だった。チェリツが立っている場所は、いつ死んでもおかしくない戦場。

　子供が立つような場所ではない。

　今思えば、少女の揺ゆるぎない眼まな差ざしに心を射貫かれていたのかもしれない。

　それ故ゆえに、普ふ通つうなら突つき放すべき場面だったにもかかわらず、チェリツは彼女の気き迫はくに押し負けてしまったのだった。

　ただそれでも、聞いておかないといけないことがある。

『……強くなって、何がしたいの？』

『アタシは……』

『…………』

『アタシには──創りたい世界があるんだ！』

　そんな彼女の願いに賛同したチェリツは、その少女の後見人となり、また弟で子しとして育ててきたのである。







「────まさかその子って」

「そう、パウラじゃ」

　ペンタの話を聞いていたアクスは、パウラがそんな目に遭あっていたことも初耳だったが、それ以上にパウラが口にした言葉に驚おどろいていた。

　──創りたい世界がある。

　それはまさしく、アクスがチェリツに言い放った言葉だ。

「小こ坊ぼう主ず、お前さんは血が繫つながっとらんのに、憎にくらしいくらいにパウラそっくりなんや。まあそのせいもあって、余計にお前さんに冷とぉしとるんやろう」

　チェリツは子供ながらに強い眼差しを向けてくるアクスに、同じ瞳を持ち同じ言葉を吐はいたパウラとの出会いを思い出し、心臓が摑つかまれるような痛みを覚えていたのだ。

「あれはのう、パウラとの思い出が辛いわけやあらへん。ホンマに大事に……娘むすめみてえに育てとったしのう。心が辛つろうて痛いんは……あん時、パウラの手を引いて団に入れてしもうた自分の愚おろかさのせいやと思うとるんや」

　もし無む理り矢や理りにでも保護施設に入れていれば、きっとパウラは今も平和に暮らせていたかもしれない、と自分を責めているのだろう。

「せやからもう二度と、選せん択たく肢しを間ま違ちがえたぁない。パウラの子供ならなおさら。そう考えとるんやと思うで」

　パウラのために何かできるとしたら、忘れ形見であるアクスの命を守ってやること。

　だからこそ敢あえて傍そばには置かず、突き放して安全な場所へ預けようということだ。

「お前さんの想おもいは大事にしてええもんや。こうして眼めを見て話しとるとよう分かる。真っ直ぐで純じゆん粋すい、それに強うなる資質も持っとるわ。あん時のパウラと同じようにのう。せやからこそ長生きしてもらいてえんや。いずれ自分たちが創つくる平和な世界を担になう次世代として任せたいと思っとるから。……とまあ、そこまでは言い過ぎやもしれんけどのう」

　まさかチェリツとパウラにそこまで深い繫がりがあっただなんて知らなかった。

　最初はアクスのことに興味がなく、ただただ子供は団には要いらないと決めつけているのだと思ったが、ペンタの話を聞いてその考えは覆くつがえってしまった。

　そもそも本当に冷たい人物なら、アクスのために言葉をかけることなどはしないだろう。

（……パウラさんの親代わりだったんだな、あの人）

　パウラが死んで一番悲しいのは長年一いつ緒しよに過ごし、大事に育ててきた彼女なのかもしれない。

「……パウラが殺されたっちゅう話を聞いて、あれが何したか知っとるか？」

「へ……？」

「たった一人で帝てい国こくに乗り込もうとしたんや。ま、さすがにワシが止めたけどのう」

　それは明らかに無む謀ぼうだ。いくら革命団の中でトップ２に位置するといっても、単独で敵の本ほん拠きよ地ちに乗り込むなど正気の沙さ汰たではない。絶対返り討うちに遭う。

　ただいつも冷静沈ちん着ちやくな彼女が、無謀で大だい胆たんな行動を起こそうとした事実は、どれだけ彼女にとってパウラが大切だったかを物語る。

　恐おそらく、いや、確実にアルティアが今誰だれかに殺されたら、アクスもたとえ相手が誰だろうと、どんな戦力を持っていようと、後先考えずに報復へと突っ走ることだろう。

「あれものう、表面にこそ出しとらんが娘を殺されて悲しまねえ親はおらんわい」

「親……か」

　パウラから血の繫がった親のことは聞いたことがある。最低の両親だったらしい。

　パウラがチェリツのことを親と思っていたかどうかは今はもう分からないが、きっと心の底から感謝していたはずだ。自分を拾い、強くなるまで育ててくれたのだから。

（だって、オレがそうだから……）

　自分とパウラの境きよう遇ぐうをついつい重ねてしまう。

「…………だったらなおさらこっから出て行きたくない」

「は？　いきなりどうしたっちゅうんや？」

「あのさペンタ」

「親分って呼んでもええんやで」

「……じゃあペンタ親分、オレは絶対にあの人に認めてもらいたい」

「むぅ……」

「どうすれば認めてもらえると思う？」

「あれは基本的に頑がん固こや。一度決めたら余よ程ほどのことがねえ限り前言撤てつ回かいなんてせんわな」

「それでも、オレは諦あきらめない。だってオレは、パウラさんの息子むすこなんだから！」

「！　……ぷっ、カーッカッカッカッカ！　そかそか、パウラの息子か、んなら仕方ねえわなぁ！　アイツもまた頑固一いつ徹てつやったしのう！」

　愉ゆ快かい気に笑うペンギンというのも不思議なものだが、彼は真っ向からアクスの決定を否定しようとはしないようだ。

「あれに認めてもらうのは骨やでぇ。それに期限もそうあらへんねやろ？」

　確かにそうだ。あと数日で、保護施し設せつへ向かう便が手配されるはずだ。今のアクスでは強制的に連れて行かれるだろう。その前にチェリツを説得しなければならない。

「署名を集めるんはどや？」

「無理。オレは団内で評判が悪いから」

　化け物呼ばわりされていることは知っている。それにカゲツから聞いたことがあるが、アクスを追い出すべきだと言う者たちも結構の数いるとのこと。そんな輩やからに署名を頼たのんでも無理な話だろう。

「……団長に頼むのはどうかな？」

「ん～どやろな。ヴィルヘルムはチェリツの決定にあまり逆らわんしのう。昔からそうやったし。今も何も言ゆうてけえへんやろ、それが答えとちゃうか？」

　正直、団長の真意は定さだかではないが、付き合いの長いペンタの言う通りだとしたら彼を頼たよるのは望み薄うすだろう。ならやはりチェリツ自身に手放せないと思わせるような状じよう況きようを作らないといけないわけだ。

「何かないか……何か方法が……っ」

　しかしいくら頭を捻ひねっても良い案は浮うかんでこない。

「そういやパウラもようチェリツに認めてもらいたいって悩なやんどった時期があったのう」

「？　パウラさんも？」

「せや。このログハウスの下に海があるのは知っとるか？」

　丘おかの上のログハウスとは聞こえはいいが、実際は少し先は崖がけになっており、下には広大な海が広がっている。

「その崖下には岩がん礁しよう地帯があって、そこはパウラが試練を受けた場所なんや」

「パウラさんが？　試練？」

「その試練を受け、子供扱あつかいしていたチェリツに認めさせるつもりやったんや」

　今のアクスの状況ととてもよく似ていた。

「ど、どんな試練だったんだ？」

「お、興味あるんか？　崖下の岩礁地帯には一つの石せき碑ひが設置されとるんや」

「石碑……」

「崖を下り石碑に自身の名を刻む。それが勇気を示す試練──〝試ためしの刻印〟や」

「崖を下りる……」

「お、その顔は分かっとるようやな。崖は高く断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきになっとって、海から吹ふく風も強い。一歩間違えたら真っ逆さまに落下。岩礁に叩たたきつけられてお陀だ仏ぶつやな」

　仮に風に流されて海にまで運ばれたとしても、高所からの落下は海とはいえど、衝しよう突とつ時は普通の地面と同様の衝しよう撃げきがあり、打ち所が悪ければ即そく死しだろう。

「思った以上に危険なもんや。石碑に名を刻むのは容易やないんやで。チャレンジした連中のほとんどは足が竦すくんで、結局諦めよったしのう」

「それが試練……か」

　そこでアクスはピンときた。パウラと同じその試練を受け、乗り越こえられたら認めてもらえるかもしれない。

　本当にそんなことで彼女に認めてもらえるのかどうか定かではないが、このままジッとしていたら数日後には保護施設だ。そうなってしまえば手て遅おくれになってしまう。ならば一いち縷るの望みに賭かけてみるしかない。

「……それだ」

「は？　何がや？」

「…………その試練、オレやってみる」

「!?　アカン！　いくら何でも無む茶ちやっちゅうもんや！　当時のパウラは十歳やった。そんなパウラでさえ危あやうく命を落としそうになったくらいの試練やで！　今のお前さんじゃ、死にに行くようなもんや！」

「ううん、今から行ってくる」

「い、今からやって!?　ちょっ、アホ言うたらアカン！　それにそんな弱り切っとる身体からだで何ができるって──」

「革命の灯を点せすべてを書き換えろ────《革リ命ラ支イ配ト》」

　アクスは最近身に付けた自分だけの術を使用する。効果は疲つかれ切った身体に対し、健康な時の自分の身体状態へと上書きしていく。

　凄すさまじい魔ま力りよくがアクスから放たれたことにより、ペンタは目を丸くしながら、

「い、一体何しよったんじゃ……？　ちゅうかその眼めは……っ」

　完全に顔色も戻もどり健康体となったアクスと、アクスが宿す《紋章眼オラクル・ウイル》に驚きを隠かくせないようだ。

「……これで動ける」

「！　まさかマジで向かうっちゅうんか？」

「時間は限られてる。当然だ」

「そいつは許さへんで。試練を受けるとしてもチェリツの許可がいるんや。ちゅうか、勝手なことされたらワシがアイツに怒ど鳴なられてまうやろ！」

　ペンタの言葉を無視して出て行こうとしたが、ペンタが目の前を遮さえぎるようにして立つ。

「外を見てみぃ。今日は運悪く嵐あらしや。お前さんは知らんかもしれんけどのう、嵐の日には奴やつが現れよるから海に近づくことは禁止されとるんや」

「奴？」

　気になるワードが耳じ朶だを打ったものの、だからといって諦めるわけにはいかない。

「何が出て来ようと関係ない。オレは行くって決めた」

「カーッ、ホンマ聞き分けが悪いのう。そういうとこもパウラそっくりやわ。こんなことなら話さんかったら良かったわい」

「感謝してるよ、話してくれて。これで少しだけ希望が見えた」

　何もせずにジッとしているより身体を動かしていた方が自分に合っている。

「それじゃ……」

「待ちぃ、試練は逃にげへんで」

「でも時間は逃げるから」

「アカン言うてるやろ！」

　アクスが止めようとするペンタを振ふり切り、扉とびらへと向かおうとしたその時──

「──ぐっ!?」

　突とつ如じよ後ろ首に衝撃が走り、両りよう膝ひざを床ゆかについてしまう。

　意識が朦もう朧ろうとし、自然と瞼まぶたが下りてくる。

「な……にを……っ」

　いつの間にか傍に立っていたペンタが、アクスに手を出したことは明らかだ。

「すまんけどのう、後は頼むってあれに言われとるし。勘かん弁べんせえや」

　その言葉を最後に、アクスの意識は闇やみの中へと沈しずんでいった。




　　　　　※




　──二時間後。

　外に出ていたチェリツがログハウスに帰ってくると、ペンタはそれを出で迎むかえた。

「……あの子は？」

　ソファの上に居たはずのアクスの姿が見えないので、チェリツは周りを見回しながらそう尋たずねた。

「二階のお前の部屋に寝ねかせとる。別にええんやろ？」

「勝手なことを……まあ、仕方ないわね」

「お前こそ、ずいぶん遅おそかったのう」

「嵐に対する注意勧かん告こくのついでにヴィルに今回のことを報告しに行っていたのよ。しばらくあの子の様子をここで見るということをね」

「ほう、預かるんか」

「ほんの数日だけよ。放ほうり出せばまたバカなことをしそうだもの」

「させたのはお前さんやろがい」

「何か言ったかしら？」

「何でもねえわい」

　咎とがめるような視線をペンタにぶつけるチェリツだが、ペンタは気にも留めない様子で見返している。

「……あの子はあれからどうだった？」

「別に大人しいもんやったで。疲れとったみてえで、すぐに寝よったわ」

　完全に噓うそなのだが、ペンタは余計な小言をもらいたくないのか、アクスに〝試しの刻印〟の話をしたことを黙だまっている。

「そう……少し様子を見てくるわ」

「そんなに心配なら、ずっと傍そばに置いとったらどや？」

「バカを言いなさい。そんなこと……できるわけがないでしょう」

　そう言い放つチェリツの横顔は、どこか物もの寂さびしく悲痛な歪ゆがみを宿していた。

　チェリツを見送り、ペンタが暖だん炉ろに薪まきをくべていると……。

「──ペンタッ！」

　突如として二階から慌あわてて下りてきたチェリツがペンタに早足で詰つめ寄る。

「あの子がいないわよ！　どういうこと！」

「は……はあ!?　んなわけあらへん！　ワシはちゃんとベッドに寝かせたっちゅうに！」

「いないわよっ！　本当にベッドに寝かせたんでしょうね！」

「…………！　あのバカ、まさか！」

「？　何か心当たりでも……って、ペンタ、あなた余計なことをあの子に教えたのではないでしょうね？」

　追つい及きゆうされペンタはバツが悪そうにチェリツから目を逸そらすとそのまま泳がせている。明らかに動揺している証しよう拠こだ。

「とにかく知っていることがあるなら話しなさいっ！」

　ペンタは仕方なくといった様子で、アクスと二人きりの時に何を語ったのかを説明し始める。

　しかしそこへ、一人の人物が慌てながらログハウスの門戸を叩いた。




　　　　　※




　ペンタには正直悪いと思っていた。

　彼が自分の身を案じてくれていることもアクスは理解しているし、試練のことを話してくれたことも嬉うれしい。だから感謝している。

　ただ話を聞いたら居ても立ってもいられなかったのだ。

　もし時間に猶ゆう予よがあれば、明日から試練に挑ちよう戦せんというのも抵てい抗こうはなかっただろう。

　だが残念ながらアクスには悠ゆう長ちように明日まで待っている余よ裕ゆうなどない。

　アクスはペンタにベッドルームへ運ばれてすぐに意識を取り戻した。そして彼にバレないように窓から外へと抜ぬけ出たのだ。

　枕まくら元もとに子供用の服が置いてあったので、恐おそらく用意してくれたであろうチェリツかペンタに心の中で礼を言いつつ服を着込んでから目的地である崖がけへと向かった。

　せっかくの新しい服も、外へ出るとものの十秒足らずでびしょ濡ぬれになるほどの豪ごう雨うだ。それに木がしなるほどの風は、気を抜けば体重の軽いアクスなど紙のように吹き飛ばされてしまう。

　だから魔力で身体能力を強化しつつ、吹き飛ばされないように歩を進める。

　また月明かりもない闇で視界も悪く、ほとんど手て探さぐり状態だ。

（このままじゃ何も見えない、か）

　なら簡単な話である。

　闇夜でも周囲を確かく認にんできるような視力を得ればいい。

　アクスはふぅっと小さく息を吐はきながら瞼をそっと閉じた。そのまま意識を自分の瞳ひとみへと集中させていく。

　カッと見開いた眼には先さき程ほどまで刻まれていなかった紋もん様ようが浮うかび上がっている。

「革命の灯を点せすべてを書き換えろ──《革リ命ラ支イ配ト》」

　刹せつ那な──暗闇で目前しか把は握あくできない状じよう況きようが一転し、まるで昼間のようにハッキリと海やその周囲の様子が確認できるようになる。

　やはりこの力は便利だ。しかも一度上書きすれば、さらに書き換かえない限りそれがずっと持続する。

　アクスは夜行性の動物のように夜目を獲かく得とくすることができたのだ。

　しかし……。

「っ……はあはあはあ……やっぱ立て続けに二回はキツイか……っ」

　これでも大分慣れたつもりだったが、魔力も回復していない状態で行使する連続使用は、かなり疲れを生じさせてしまう。

　それに魔力で身体を強化し続けているので、魔力消費が刻一刻とかさんでいっている。早く目的を達成しないとすぐにバテてしまいそうだ。

（残り一回、簡単には使わないようにしないとな）

　崖へ到とう着ちやくすると、アクスは恐る恐る下を確認する。大体高さは四十メートルから五十メートルといったところだろうか。かなり高い……。

　それにペンタが言っていたチャレンジした者の足を竦すくませるという理由も分かる。軽いネズミ返しにもなっていて、スタート地点からすでに困難を極きわめていた。

　心の中で「よし」と気合を入れると、下りる位置を確認しつつ崖を下り始めた。

「うっぐ……っ！」

　魔力で身体能力を強化してはいるものの、ネズミ返しのせいで、ほぼ腕わん力りよくだけで身体からだを支えなければならず、相当にキツイ。

　それに海から吹ふいてくる風がアクスの身体を翻ほん弄ろうする。何な故ぜなら真後ろから吹いたかと思えば、吹き下ろしだったり、数秒後には横風に変わったりして対応に困ってしまう。

　元々この島に吹く海風は強いとアルティアに聞いていたが、こんなにも不規則だとは知らなかった。

（それでも諦あきらめるわけには……いかない！）

　全力で壁かべにしがみつき下へと向かっていく。

　崖下には岩がん礁しよう地帯があり、そこに石せき碑ひがあるということだったが、どのようなものか聞くのを忘れていた。まずは石碑を発見することが急務である。その時──。

「──うわぁっ!?」

　しっかりと岸がん壁ぺきのでっぱり部分を握にぎっているつもりだったが、雨でツルンと滑すべってしまう。そのまま数メートルほど落下してしまうが、何とか大きなでっぱりを摑つかむことができてホッとする。死ぬかと思い肝きもが冷えた。

「はあはあはあ……ふぅ～。おわっ!?」

　今度は横からここ一番の強風が襲おそい掛かかってきた。必死に岸壁にしがみつく。

　ハッキリ言って崖を登るよりも、下りる方が難しい。それにこの嵐あらしの中、難易度は究極に上がってしまっているだろう。

　だがここで引き返すわけにはいかない。もう意地だった。

　ゆっくり、そして確実にアクスは岩礁地帯へと近づいていく。

　激しくなる息いき遣づかい。次し第だいに体力もなくなっていくが、それ以上に筋肉疲ひ労ろうが酷ひどい。

　ずっと全身に力を込め続けているので当然だろう。

　そして慎しん重ちように、できるだけ早くを意識して歩を進め、ようやく下を見れば岩礁地帯をハッキリ把握できるところまでやってこれた。

　海は荒あれてはいるが、幸い岩礁を覆おおうほどの大きな波は、たまに来るくらいだ。

　しかし時間も過ぎれば、海はもっと荒れ波も高くなってくるだろう。やはり今のうちに事を為なす必要がある。

　そうしていよいよ岩礁地帯に足を踏ふみ入れたアクスは、息つく暇ひまもなく石碑とやらを探し始めた。

　するとそれはすぐに発見することができたのである。

（…………！　アレは……）

　目を凝こらしながら周囲を見回していると、少し先に奇き妙みようなものを捉とらえた。

　それは一部の岩礁から伸のび出た巨きよ大だいな石板。アクスよりも大きいのは確かだ。

　その周りには小さな石柱が、石板を中心にして四つ角を囲うように地面から突つき出ている。明らかに人の手が加えられていると一目で分かった。

（そうか、アレが石碑……。よし、アレに名前を刻めば）

　思わず頰ほおが緩ゆるむのを自覚しながら、浅あさ瀬せに落ちている尖とがった小石を手に取って石碑へと近づく。

　だがその時──アクスの全身に強きよう烈れつな敵意が襲い掛かってきた。

　反射的に視線は敵意が感じられた海の方へと向かう。

　するとそこにはいつの間にか大きな渦うずが出現しており、そこからは身み震ぶるいするほどの恐きよう怖ふにも似た威い圧あつ感かんが放たれていた。

　──直後、渦の中心を突き破るように何かが飛び出してくる。

「なっ、何だコイツはっ!?」

　トビウオのごとく跳はねて現れたソレは細長い体たい軀くをしており、青あお紫むらさき色の鱗うろこで全身を纏まとった巨大な大だい蛇じやのようだった。

「シャァァァァァァァァッ！」

　頭と思われる部分は、額らしき部分にギョロリとした大きな目が一つだけありアクスを睨にらみつけている。大きく開いた口はサメのような鋭するどい歯がビッシリと生えており、こちらの恐怖をさらに煽あおってくる。

　体長は推定で軽く二十メートルはくだらないだろう。胴どう回まわりもそこらの大木よりも太く、数人の人間でも軽く飲み込めるくらいである。

「この海には、こんなモンスターが出るのかよ！」

　逃にげようにも後ろは切り立った岸壁で、前は荒れる海。足場の悪い岩礁地帯。逃げ場など無いに等しかった。

　さらに一つ目大蛇は、明らかにアクスを獲え物ものとしてロックオンしている。

　その証拠に、すぐさま蛇だ行こうしながら接近してきた。

「速いっ!?」

　咄とつ嗟さに魔ま力りよくで脚きやく力りよくを上げて、その場から右へ跳とんで距きよ離りを取る。──だが、素す早ばやさは格段に相手の方が上らしく、尾おの部分で薙なぎ払はらうようにしてアクスに攻こう撃げきしてきた。

（マ、マズイ！　──《紋もん障しよう壁へき》！）

　目の前を両りよう腕うででガードしつつ、目前に紋章の壁を構築した。

　──バキィィィィッ！

　直接的な攻撃は防いだが、それでもアクスの軽い身体は容易に弾はじき飛ばされてしまい、背中から岸壁へ激げき突とつした。

「かはぁっ!?」

　背中に走る激痛。目の前に幾いくつもの星が浮かび意識が飛びそうになる。

　さらに大蛇は追い打ちをかけるように大口を開けて突っ込んできた。このままではアクスは大蛇の栄養と化してしまう。

「っ…………んで……たまるか」

　ここで命を諦めるわけにはいかないのだ。

「死んで──たまるかぁぁぁっ！　──《風弾エアガン》！」

　アクス得意の風の魔法。堅かた木ぎを凹へこませるほどの威い力りよくを持つ風の塊かたまりが大蛇の上うわ顎あごに命中した。その結果、痛みに怯ひるんだのか大蛇は動きを止める。

　すぐにアクスはその場を離はなれ、今度はこっちの番だと《風弾エアガン》を連発した。

　しかし大蛇の身体は固い鱗で覆われているようで、弾たまは左程ダメージを与あたえられていないようだ。それでも大蛇は一いつ旦たん海へと逃げ込み様子を窺うかがっている。そのまま逃げてくれれば助かったのだが、そう甘くはないらしい。

（くそっ、倒たおすにはもっと威力が必要か。どうする……？　こうなったら最後の《革リ命ラ支イ配ト》を使うか？）

　ただもしそれで失敗すれば、体力も精神力もギリギリのこの状況では確実に殺されてしまうだろう。

　この数ヵ月の鍛たん錬れんで判明したが、対象が生物の場合、《革リ命ラ支イ配ト》を発動させるためには、アクスの《紋章眼オラクル・ウイル》を見てもらわないといけないのだ。

　ただ支配できるといっても、生物に関してアクスが現状行うことができるのは、攻撃的意志の改かい竄ざんである。

　例えば突進という攻撃のベクトルを、アクスから他ほかの対象物へと変動させることだけ。

　故ゆえに〝消えろ〟と念じても大蛇そのものをこの世から抹まつ消しようすることはできない。

　だが無生物はその限りではないので……。

（なら海をすべて凍こおらせて……いや、そんな大掛かりな《革リ命ラ支イ配ト》を使ったら、確実にぶっ倒れる。いや、今のオレじゃさすがに海を支配できる力はないか）

　もっと自身の魔力を引き出しコントロールできるようにならないとできない技わざだ。ただ将来的にそれができるという点で、やはり《革リ命ラ支イ配ト》は恐おそるべき能力を秘ひめた力ではあるが。

　仮に三回目を使用したとしても、確実に相手を封ふうじるか撃退できるようなタイミングが必要になる。

「……やっぱり魔法を使うしかない、か」

　もう魔力も大分消費している。ダメージもあるし、あまり時間をかけられない。こうしている間も、どんどん体力は奪うばわれていっているのだから。

　アクスは何度か深呼吸を繰くり返す。冷たい雨が痛む身体を打つ。

（……パウラさん）

　思い起こすのは、育ての母。彼女もまた、傷を負いながらも決して諦めずにアクスたちを守るために戦っていた。そう、逃げることなく。

「オレ……絶対に諦めないから」

　アクスは改めて決意を口にし、再び海から飛び出し襲い掛かってくる大蛇に備えた。







　現在アクスが使用できる魔法は三つ。そのうちの一つである、風を身体に纏まとい防ぼう御ぎよ力を高める《風鎧アーマード》を使いながら、不意の攻撃に備えて回かい避ひに集中していた。

　一番怖こわいのは、海中へ引きずり込まれること。それだけは絶対に避さけなければならない。

　《紋章眼オラクル・ウイル》を使用していると、相手の動きがよく見える。先読みすら可能になるのだ。ただし避けるだけではどうしようもないのも事実。

（どうする……どうすればこの状じよう況きようを打破できる？）

　思考をフル回転させる。命のかかった戦せん闘とうはパラーチと戦った時以来だ。ただこうしてギリギリの状況が続いているせいか、アクスの感覚はいつも以上に研とぎ澄すまされ、高い集中力を生んでいた。

　翻弄させるような蛇行した動きで大蛇が間を縮めてくる。そして大きく跳ねると、頭上からアクスを飲み込もうと突撃してきた。

（！　そうか、もしかしたら！）

　あるアイデアが脳のう裏りに浮うかぶ。

　アクスは大蛇の攻撃を後方へ跳んで避けた。しかしすぐさま大蛇は身体をうねらせてアクスの身体に巻きつくと強く締しめ付けてくる。

「しま──っ!?」

　凄すさまじい締め付けだ。このままでは全身の骨が砕くだかれてしまう。加えて大蛇はアクスを海に引きずり込もうと動き出す。

「やら……っ、せるかぁっ！　うおぉぉぉぉぉぉぉっ！」

　《風鎧アーマード》を最大限に発揮し、風圧で大蛇の締め付けを弾いた。同時に驚おどろいた大蛇の目に向かって《風弾エアガン》を打つ。

「ギシャァァァァァァッ!?」

　さすがに目は鱗ほどの防御力はないようで、苦し気に暴れ回る。その隙すきに距離を取って、アクスは必死に息を整えた。

　すると薄うすく開けた目で、アクスを捉えた大蛇が口から水の塊を放ってきたのだ。

「ちぃっ、オレの魔力──もってくれよっ！　──《紋障壁》っ！」

　水の弾だん丸がんから身を守ることに成功したが、予期せぬ魔力を立て続けに使ったため膝ひざがガクッと落ちてしまう。

　そこで狙ねらい目だと判断したのだろう。大蛇は再度蛇行しながら、アクス目掛けて大きく跳び上がってきた。

　──しかし、アクスはそこでフッと頰を緩める。

（──それを待ってたんだっ！）

　アクスは天に向けて両手をかざした。

　アクスの両手の先から次第に風の流れが螺ら旋せん状に現れ、徐じよ々じよに上方へ向かって大きくうねりを上げていく。

「行っけぇぇぇっ、《渦風サイクロン》ッッッ！」
















　アクスが行使できる風の魔法の中で最も広こう範はん囲いで攻撃力の高いのが、この《渦風サイクロン》である。巨大な竜たつ巻まきと化し周囲を薙ぎ払ってくれる代しろ物ものだ。

　大蛇は踏ん張りの利きかない空の上で、まともに竜巻に閉じ込められ、さらなる高みへと押し上げられていく。

（よし、あとは……っ!?）

　グラリと視界が揺ゆらぐ。意識が遠のきそうになるが、下した唇くちびるを嚙かんだ痛みで正気を取り戻もどす。

（絶対にこのチャンスを逃のがしはしないっ！）

　逃せばさすがに万ばん策さく尽つきてしまう。

「革命の灯を点せすべてを書き換えろ──《革リ命ラ支イ配ト》ッ！」

　アクスの両の眼めに刻まれる黒き紋章。

　直後、岩がん礁しようの形が変化し始め、針山のような光景を生み出していく。

　そして、竜巻によって遥はるか上空に飛ばされた大蛇が、真っ直すぐにその針山へと落下してくる。

　翼つばさを持たない大蛇は、その巨体故に加速して落下した。そのまま幾本もの鋭い岩礁に全身を貫つらぬかれていく。

「ギャシャァァァァァァァァァアアアアアアアッ!?」

　まさしく断だん末まつ魔まのごとく響ひびき渡わたった大蛇の叫さけびは、次し第だいに小さくなっていき、やがて身体の動きとともに止まった。

「やっ……た……」

　仕留めることに成功したアクスは、そのまま倒れたい衝しよう動どうにかられたが……。

「まだ……だ」

　為なすべきことがまだ残っている。

　アクスはすぐに方向転てん換かんをして、石せき碑ひのある場所へと覚おぼ束つかない足取りで向かう。

　石碑へと近づき、刻まれている幾つかの名前を見た。

　そこには上から順番に団長の名前、副長であるチェリツの名前がある。よく見れば刻まれているのは四人だけだ。

　そしてその中には……。

（……パウラさん）

　彼女の名前も最後に刻まれていた。

　アクスは辺りを見回し、尖とがった石を拾いパウラの下に名前を刻んでいく。

　──アクス・オーダー。

　パウラの名前に連なるように確かに自分の名を刻むことができた。

　これで試練は達成できた。

　と思ったその時、気が緩ゆるんだせいなのか全身が虚きよ脱だつ感に襲おそわれる。

　さらに運の悪いことに、そこへ高波が押し寄せてきた。波はアクスを飲み込み、そのまま海の中へと連れ去っていく。

「がばぶぁっ!?」

　マズイ。身体からだがまったく言うことを聞かない。

　これは完全に三回も続けて《革リ命ラ支イ配ト》を使った反動だろう。膨ぼう大だいな魔力を一気に放出したことで、身も心も疲ひ弊へいし切ってしまっている。

　このままでは溺でき死ししてしまう。

（しまっ……っ、せっかく…………）

　せっかく試練を乗り越こえられたのに……。

　水面に向かって手を伸のばすが、ただただ沈しずんでいくだけ。

　悔くやしさに打ちひしがれアクスの意識が失われようとした矢先、グイッと誰だれかに手を引っ張られる感かん触しよくがした。

　ただそう感じたと同時にアクスの瞼まぶたは静かに閉じたのである。




　　　　　※




　海からロケット花火のように上空へ向かって飛び出た人ひと影かげ。その人物は子供を横よこ抱だきに抱かかえていた。

　その子供はアクスであり、抱えている人物は──チェリツだった。

　チェリツの背中には、蝙こう蝠もりのような黒い翼が生えている。

　チェリツは電光石火の勢いで飛行しながら、そのまま真っ直ぐ自身のログハウスへと向かった。

　すぐに辿たどり着くと、初めてアクスをログハウスに上げた時と同じようにタオルで身体を拭ふき冷たくなった全身に毛布を巻くと、暖だん炉ろ近くのソファに横たわらせた。

「ふぅ……まさかこの短期間で二度も同じことをするとは思わなかったわ」

　意識は失っているが命に別状はなく、静かに寝ね息いきを立てているアクスをジッと見つめる。

「子供って、こんなにも極きよく端たんで無む謀ぼうな生き物だったかしら」

　まあ、すべてはアクスに試練のことを教え、自分に認めさせる援えん助じよをした存バ在カのせいだが。

「──いやぁ、間に合おうて良かったのう」

　そのバカの声が背後から聞こえた。

「今回ばかりはワシも肝きもが冷えたわい」

　アクスがログハウスから消えたあと、チェリツはペンタから話を聞き、大急ぎで石碑がある崖がけ下したへと向かったというわけだ。

「にしてもホンマ驚きやのう。まさか試練を突とつ破ぱするやなんて」

「そうね。しかもあの『嵐の蛇王』──スネイクロードを一人で撃げき退たいするなんて」

　スネイクロード──深海に棲せい息そくする海うみ蛇へびの一種。嵐の時を好んで水面へと上ってきて回遊する特性を持っている。故ゆえに嵐になると、団員たちに注意を促うながし、決して海へ近づかないようにさせていたのだ。

「まだ五歳でコレとは。末すえ恐おそろしい小こ坊ぼう主ずやで」

「まあ、あのスネイクロードはまだ子供だったのだけどね」

「子供でも危険度はＡクラスや。子供が一人で討とう伐ばつできる対象やあらへんわい」

　それはその通りだ。モンスターは、その危険度に応じてランク付けされており、Ａというのは上から三つ目。戦いに慣れた団員たちでも、隊を組んで対応するレベルの相手だ。

「ちゅうかお前こそ何ぞ思うことがあらへんのんか？」

「…………正直驚いたわ」

「せやろな。これまで〝試ためしの刻印〟にチャレンジして達成した奴やつは四人やったしのう。最後にチャレンジしたパウラでも、成功したのは十歳で最年少やったのにのう。いきなり記録を大おお幅はば更こう新しんやで」

「そうね……」

「それにあの力やな、お前が危き惧ぐしとる代物は」

　ペンタが言うあの力。

　それが《紋章眼オラクル・ウイル》のことだというのは分かっている。

（『傲ごう慢まん』の〝大罪紋もん〟。まさかアレがこの子に宿るなんてね……）

　誰が信じられるだろうか。こんな幼い身体に〝悪魔の力〟が備わっているという事実を。

　数時間前に倒たおれた者の為なせることではない。しかも子供で熱に浮かされていたというのに。

（恐らく〝傲慢の大罪紋〟の力を使って自身の体調を書き換かえたのでしょうね）

　彼の持つ《紋章眼オラクル・ウイル》の力をチェリツは知っていた。何せずっと昔にその力を持つ存在と出で逢あったことがあるのだから。

　そこへ、「失礼します！」という声が聞こえ、それと同時に一人の人物が入って来た。

「──アーくんは大だい丈じよう夫ぶですか!?」

　入ってくるなり、横たわっているアクスへ駆かけ寄ったのは、ピュアラ・ココロクルだった。

　チェリツは微び笑しようを浮うかべ、彼女に向かって礼を言う。

「あなたには感謝するわ、ピュアラ。彼が危ないって教えてくれてありがとう」

　実は、ペンタから話を聞いている最中に彼女がログハウスへ血相を変えてやって来たのだ。

『ア、アアアアーくんが大変ですよぉっ！』

　彼女は自身の感知能力を活いかし、仕事終わりにアクスの気配を探さぐっていたという。チェリツのところにいることは知っていたらしく、何度か仕事の合間にアクスの様子を探っていたらしい。

　アルティアたちに頼たのまれていたこともあり、顔こそアクスに見せることはできなかったが、アクスの状じよう況きようだけは感知していたとのこと。

　しかし突とつ如じよ、アクスの気配が弱々しくなり、さらにその傍そばには凶きよう悪あくな気配があることを感じ取ったため、すぐさまチェリツへ報告にやって来たのだ。

「いえいえ、団長には今回のことを報告しておきました」

「感謝するわ」

「あーでも良かったぁ。無事だったんだぁ」

　気が抜ぬけたのか、ピュアラはペタンと座り込む。

　チェリツは可愛かわいらしい寝顔をしているアクスの頰ほおに手を当てた。

「……子供が無む茶ちやをするものではないわよ」

　どうもこの子はパウラよりもやんちゃで目を離はなせない存在のようだ。

　本当はこの子のためにも試練達成をなかったことにするべきだろう。

　しかし強くあろうとする姿勢、壁かべを乗り越えようとしているアクスを見ていると、何な故ぜか応おう援えんしている自分がいることに気づいた。

　この子がスネイクロードを倒した時、思わず興奮し「よし」と口にしてしまっていたものだ。ただ……。

「……この子は危あやういわね。とても放ほうっておくことなんてできないわ」

「…………ええんか？」

「……きっとカゲツもアルティアも、兄や姉代わりになれても親代わりにはなれないわ」

　あの二人は結局アクスを甘やかしてしまうだろう。アルティアは言うに及およばず、カゲツでは若過ぎてまだ導き手にはなれない。それにピュアラもまた、他人に厳しくできるタイプではない。

「……同じことを繰くり返すかもしれへんで？」

「それをあなたが言うことかしら、ペンタ？　試練の件、わざと話したのではなくて？」

「カッカッカ、何のこっちゃ分からんのう」

「まったく、あなたは当分食事抜き。反省しなさい」

「マジで!?　……まあしょうがねえのう」

　このままノータッチでいれば、自分が再び罪悪感に苛さいなまれることはないのかもしれない。アクスが傍にいれば、結果的にパウラの命を奪うばってしまった自分と向き合い続けることになる。

（けれど……そうね、それが私に与あたえられた〝大罪〟による〝罰ばつ〟なのかもしれないわ）

　パウラのことを生しよう涯がい背負い、目を背そむけずに生き抜くこと。

　そして、パウラの遺志を宿した子供アクスを、パウラの二の舞まいにならないために強く育てること。

　それができるのはきっと自分だけであり、為すべきことなのかもしれない。

「二人とも、少し頼むわね」

　ここをペンタたちに任せて、チェリツは自室へと向かっていった。




　　　　　※




「……っ、…………ぅ……ん」

　ふと瞼を上げると見知った天てん井じようが映った。自分を包んでいる温ぬくもりに心ここ地ち好よさを感じながら眼球をキョロキョロと動かす。

　そこが少し前までいたログハウスのソファの上だとすぐに判断できた。

「──あ、アーくん！　大丈夫？」

「ったく、ようやく目ぇ覚めたようやのう」

　聞き覚えのある声が二つ。顔を横に向けると、すぐ傍にピュアラとペンタが立っていた。

　ただペンタはギロリと咎とがめるような目つきをしているので若じやつ干かん怖こわい。

　彼が怒おこっている理由が分からないほど鈍どん感かんではない。

「……ごめん」

「謝るようなら最初からしなや。どれだけ心配したぁ思うとんねん」

「そだよ、アーくん！　命は一つなんだからね！」

「うん……」

「もし無茶ぁして死んでしもたら、一体どないするつもりやったんかいのう」

「それは…………ごめん」

　アクスはただただ謝ることしかできなかった。

「……ペンタが助けてくれたの？」

「ちゃうわい。お前を助けたのはチェリツや」

「あ……そう、だったんだ」

　ではあの時、薄うすれゆく意識の中、自分の手を摑つかんでくれたのは彼女だったのか……。

「多分……すっごく怒ってるよね……」

「当然や。お前がおらへんようになって〝試しの刻印〟の話をワシがお前にしたと知った時、チェリツは青ざめとったしのう」

　それは本当に申し訳ないことをしてしまった。どうしても試練を達成して彼女に認めてもらわないと、という思いで一いつ杯ぱいで後先のことなど考えていなかったのだ。

　自分なら最悪《革リ命ラ支イ配ト》があるから何とかなるだろう、と。

　しかし結局、その《革リ命ラ支イ配ト》の使い過ぎで死にそうな目に遭あった。まさしく本ほん末まつ転てん倒とうである。

「……謝らないと。副長はどこ？」

　ペンタに尋たずねたと同時に、

「──あら、起きたのね」

　と、噂うわさをしていた当人が姿を見せた。

　その手には布に包まれた長い物体が握にぎられている。チェリツは厳しい目つきをしながら、反射的に上半身を起こしたアクスの前まで来ると──パァンッ！

　一いつ瞬しゆん、何が起こったか分からなかった。

　しかしすぐに左ひだり頰ほほに痛みを覚え、自分がビンタをされたことを知る。

　ピュアラなどは「ひっ」と怯おびえて萎い縮しゆくしてしまっていた。

「聞きなさい。あなたが無茶をして死んでしまったら」

「ああ、それもうワシが言ゆうたで」

　ペンタの言葉に、チェリツは大きな溜ため息を吐ついたあと「……そう」とだけ言う。アクスは言い訳などすることもできず顔を俯うつむかせているだけ。

　そこへ不意に左頰に温もりを感じた。顔を上げてみると、チェリツが心配そうな表情でアクスの頰にそっと手を当てていたのだ。

　そのまま自分の身体からだを近づけて、ギュッとアクスを抱だきしめた。

「無事で良かった。……本当に」

　何故だろうか。その時、強きよう烈れつに胸に込み上げてくるものがあり、自然と涙なみだが流れ落ちてしまった。

「──っ、ごめ……っ、なさい……っ」

　ようやく実感した。

　怖かったのだ。何もできずに、一人であの海の底で死んでしまったかもしれないという事実に、今いま更さらながら恐きよう怖ふが込み上げてきたのである。

　そしてチェリツが心の底から心配をしてくれているという想おもいを感じ取り気持ちが溢あふれ出てしまった。

　泣きじゃくるアクスを優やさしく抱きかかえながら頭を撫なでてくれるチェリツに、パウラと同じニオイと温かさを感じる。それはまるで母親の温もりのように感じられた。

　そうだ。この感覚には覚えがある。

　それはパウラが別れの最後に抱きしめてくれた時のことだ。あの時の彼女とチェリツがシンクロした。心地好い穏おだやかな時間が流れていく。

　しばらくして落ち着いたアクスは、何だか物もの凄すごく恥はずかしくなりチェリツの顔をまともに見られなくなった。

　するとチェリツは、スッとアクスの目前にあるものを差し出した。

　それは先さき程ほどチェリツが持ってきた布に包まれたもの。

「これが何か分かるかしら？」

「？　……分からない」

「手に取ってみなさい」

　手て渡わたされた時、ズシッとかなりの重さを感じた。

　恐おそる恐る布を捲まくっていくと、中身の正体が露あらわになる。

「こ、これは……っ!?」

　思わず息を吞のんだ。

　そこにあったのは、一ひと振ふりの刀。

　そしてそれにはアクスにも見覚えがあった。

「見たことがあるわね。そう、それはパウラの刀──《赤せき斗と刃ば》よ」

　確かに何度か目にしたことのある刀である。最後の……アクスとアルティアを守って戦った時にも、パウラが振るっていた長刀だ。

「パウラの遺体は残念ながら見つからなかったけれど、その刀だけは回収できたのよ」

　何でもチェリツが自ら現場に赴おもむいて探し当てたという。

「その刀はね、私がパウラに与えたものなの」

「！　そう、なの？」

「ええ、あの子は魔ま法ほうよりも剣けん術じゆつの方に才があったからね。だから私が最高の素材と最高の鍛か冶じ師を見つけて完成させたものよ」

　結構な親バカだったようだと、今の発言で分かった。

　そうなのだ。この刀にはチェリツの愛が詰つまっているのである。

「────アクス」

「……！　あ、名前……」

　それまで「あなた」としか言わなかった彼女が、その時初めてアクスの名を口にしたことに驚おどろきを隠かくせなかった。

　ただ彼女の顔は真剣そのもので、ジッと揺ゆるぎない双そう眸ぼうでアクスを見つめている。

「アクス、あなたにその刀を受け取る覚かく悟ごがあるかしら？」

「え……受け取る？」

「あなたは強さを求めている。そして、ギリギリながらも〝試しの刻印〟を攻こう略りやくした。試練を達成したわ」

　てっきりあれは助けられたので失敗に終わったのだと思っていたが、どうやら達成できていたようでホッとする。

「だからこそあなたには選せん択たく肢しをあげることにしたわ」

「選択肢……？」

「そう。一つはもちろん、革命のことは忘れて保護施し設せつへ向かうこと。言うまでもなく私はそちらを推すい奨しようするわ」

　そう言いながら、アクスが握っている刀を彼女が手に取る。

「そしてもう一つ──私のもとで修しゆ業ぎようを行い、強くなること」

「え……！」

　まさかの提案にアクスは一瞬思考が止まってしまう。

「もし強さを追うのならば、このままあなたを放置するのは危あやうい。徹てつ底てい的に教育をする必要があるのよ。いいえ、調教とも言い換かえていいわ」

「いや、それは言い換えたらアカンやろ……」

「あなたは黙だまっていなさいペンタ。それだけこの子の今の状態は危険だってこと。自分の命を軽々しく扱あつかい過ぎてる。〝大罪〟の力だって浅く考え過ぎよ」

「！　オレの眼めのこと……知ってるの？」

「この団において知らないことはないわ。もちろんあなたのことも当然、ね」

　つまりヴィルヘルム団長が知っていることは、彼女も知っているということだろう。

「アクス、後者を選ぶのなら……その刀を受け取るのなら、十分に覚悟しなさい。これからあなたを待つのは地じ獄ごくに等しい未来よ。その未来に負けないために、あなたには強くなってもらわないといけないわ」

「……分かってる」

「泣き言は一いつ切さい聞かないし、逃にげようとしてもどこにも行かせないわ。強くなるまで、その刀に見合う者になるまで精しよう進じんしてもらうわ。それでもいいというのなら、再びこの刀を受け取りなさい」

　再度、チェリツが刀を目前へと突つき出してきた。

　恐らく……いや、間ま違ちがいなくここがアクスの人生における大きな分ぶん岐き点の一つとなるはず。ここで今後の未来、進むべき道が決定するのだ。

　前者を選べば、ある程度の平和を約束された場所で長生きできるかもしれない。

　しかし後者は戦いの道。いつ死んでもおかしくない修しゆ羅ら道どうである。

　賢かしこい者ならば前者を選ぶだろう。

　ただアクスの答えはチェリツに会う前から決まっているのだ。

「──オレは、革命の道を選ぶ！」

　ガシッと力強く刀の鞘さやを握った。

「だから副長、オレに力の使い方を教えてほしい！」

　瞬まばたき一つせず、チェリツの瞳ひとみを見つめ返す。

「…………いいでしょう。ではこれからは私があなたの後見人、親代わりであり師となる。あなたにはこの世で生き抜ぬく術を伝えるわ。必死についてきなさい、オーダーの名を守るためにも！」

「──はいっ！」

　こうしてアクスは、見事チェリツに認めてもらうことができた。ピュアラも涙を流しながら喜んでくれた。

　それからチェリツの後ろ盾だてを得たという報は、団内に瞬く間に広がり、それは翌日に任務から帰き還かんしたアルティアやカゲツの耳にも伝わる。

　アクスが無む茶ちやをして倒たおれたことや試練で死にそうになったことについて、アルティアには目め一いつ杯ぱい説教を受けたが、団に残れることになった事実を自分のことのように喜んでくれた。カゲツも同様にだ。

　何はともあれ、アクスはチェリツの弟で子しとして日々を過ごすことになったのである。







「────では午前修業はこれで終しゆう了りようよ。午後は一時間後から開始するから遅おくれないように」

「「ふぁ……ふぁい……っ」」

　過ぎ去っていくチェリツの背中を四よつん這ばい状態で見つめるのは、アクスとアルティアの二人だった。

　ここはチェリツのログハウスから少し離はなれた場所にある平地。

　試練を達成したあとから、正式に彼女の弟子となったアクスはチェリツが後見人となり、こうして毎日修業に明け暮れている。

　またアルティアも団の仕事が無い日は、アクスと一いつ緒しよにチェリツの課す地獄のような鍛たん錬れんを受けているのだ。

「あぁぁーっ、もうダメだっ！　キッツイ……マジで……キツイ……ッ」

　ぐたーっと仰あお向むけになりながら疲ひ弊へいした身体を休ませる。

「まったく……副長は手加減てものを……知りませんから……」

　アルティアはパウラとともにチェリツの鍛錬を受けたことがあるらしく、アクスよりはまだ消しよう耗もう率はマシという感じではあるが顔を引き攣つらせて座っている。

　カゲツの出す課題も辛つらいものがあったが、それでも慣れてくれば要領良くこなし、少し楽を覚えることもあった。

　しかしチェリツの鍛錬は、慣れるということが一切ない。ずっと筋肉痛だし、魔力切れを起こさない日などないのだ。

　彼女曰いわく、空っぽになるまで身体を痛めつけるのが修業らしい。これは比ひ喩ゆでも何でもなく、本当に意識が飛ぶ寸前まで追い込むのだから、初めて体験した日は冗じよう談だんかと思ったものである。

　思わず痛いやしんどいなどという言葉を発したことがあったが、「泣き言？　そのようなものは犬にでも食わせなさい」と言って、そこからさらに扱しごきがヒートアップした。

　まさしく地獄の鍛錬である。

　鍛錬中、チェリツはニコリともしないし、ただただ冷たく課題を口にしていくだけ。できなければ「は？　こんなこともできないの？」や「その程度でよく強くなりたいと言えるわね」など、アクスの心を折るような言葉を平然と投げかけてくる。

　彼女が団内で『鬼おにの副長』と呼ばれている所以ゆえんがよく分かった。あれは世界中に存在するドＳというドＳを集めてミキサーにかけ生まれた存在かもしれない。

「アクスくん……大だい丈じよう夫ぶですか？」

「あ、うん。早く回復させないと。何せあと一時間しか休きゆう憩けいないし」

「そうですね。ではさっそく昼食の準備をしますね」

　とアルティアは立ち上がり、少しふらつきながらも食事の用意をするために、ログハウスへと向かっていく。

（はは、タフだなぁ、アルは）

　ああ見えてアクスの何倍も生きているし、鍛錬の経験だって豊富だ。だからこそ今のアルティアがある。

　アクスは雲一つない空を見つめながら大きく息を吸って吐はく。

　汗あせでびしょ濡ぬれになった身体からだに風が当たり、火ほ照てりが少し引いていく。

（気持ちの良い空だなぁ）

　パウラもこんなふうに疲つかれ切って空を眺ながめたことがあるのだろうか。

　いいや、きっと強くなるために必死に前だけを向いて進んでいたに違いない。

　アクスは真上に位置する太陽に手を伸のばし、グッと握にぎり込む。

「パウラさん、オレ……強くなるから。そして……家族の平和を守ってみせるからね」

　だから安心して見守っていてほしい、と心から願う。

「──アクスくぅぅぅ～ん！」

　アルティアの声がする。どうやらお呼びのようだ。

　アクスは筋肉痛に悩なやまされながらも身体を起こし、暖かな陽ひ射ざしを浴びながら家族が待つログハウスへと戻もどっていった。










　　　　　　エピローグ




　赤子として目覚めてから十五年間の過去に思いを馳はせながら、成長した少年アクスは帝てい国こく軍に襲しゆう撃げきされていた村へようやく到とう着ちやくしていた。

　しかし……。

「これは……酷ひどいです」

　傍そばにいるアルティアの表情が歪ゆがむ。

　村人たちは惨ざん殺さつされ、建物にも火が放たれている。

　さらにその犯人である兵士たちは、村の倉庫から備び蓄ちくを奪うばい取っている最中だった。

「何だ何だお前らは！　この村の奴やつか！」

　そこへアクスたちの姿に気づいた兵士たちが、警けい戒かいを強めながら接近してくる。

「ぎゃははは、運の悪いことだな！　もうちょっと帰ってくるのが遅おそかったら死なずに済んだのによぉ！」

「いいじゃねえか！　暇ひま潰つぶしにはもってこいだ！　どうせ『デロタ』なんだしなぁ！」

　口々に耳みみ障ざわりな言葉を吐き出す兵士たち。

　アクスはチラリと瓦が礫れきの中から伸びている小さな手を見つめる。

　──子供まで。

　アクスは静かに兵士へと近づいていく。

「お？　無む駄だな抵てい抗こうは致いたしませんってか？　それは結構けっこ──っ!?」

　刹せつ那な、声を出していた兵士の首が飛んだ。

　アクスが持つ長刀の刃やいばから血ち糊のりが滴したたり落ちていた。

　何が起きたかようやく理解した兵士たちは、一様にギョッとなって後ずさる。

「……お前らは奪ってばかりだな」

　アクスの冷え切った言葉が連なる。そして、その赤き双そう眸ぼうに漆しつ黒こくの紋もん様ようが刻まれた。

「──奪われる側の痛みを教えてやる。代金はお前らの命でいい」

　それから村中に響ひびく悲鳴は、しばらく止とどまることはなかった。




　　　　　※




「────地獄絵図、だな」

　崩ほう壊かいした村に、一台の馬車が停とまっていた。馬車には白銀の旗が立てられてあり、帝国を象しよう徴ちようする大樹と三日月が描えがかれた紋様が刻まれている。

　そして馬車から降りていた若き少年騎き士しは、目の前に広がっている残ざん酷こくな光景に悲しみと怒いかりを露あらわにしていた。

　そんな少年のもとに、村の中を探たん索さくしていた部下らしき兵士がやってくる。

「報告します、村人ともに帝国兵は全ぜん滅めつの模様です！」

　報告を受け少年の顔がさらに怒りで歪む。

「……原因は分かるか？」

「恐おそらく手て際ぎわから例の革命団ではないかと」

「！　……《在るべき世界アヴニール》か。くそっ、ふざけんなよっ！」

　少年はギリッと歯を嚙かみ鳴らし、固く握った拳こぶしを震ふるわせる。

　帝国に反旗を翻ひるがえす存在だと、今では誰だれもが知っていた。だが組織は年々大きく、そして強くなっており帝国ですら殲せん滅めつするに至っていない。

「何でこんな最低なことができんだよ。ぜってえ許さねえ……っ」

　少年の瞳には、揺ゆるぎない怒りが込められていた。

「死んだ者たちの墓を作る。お前らも手伝ってくれ」

「「「「はっ！」」」」
















　この場にいる者たちは、数分前の真実を知らない。

　同志である者たちが村人に行っていた非道に、気づいていないのだ。

「こんなことをする奴らを、俺はいつかぜってえこの手で捕つかまえてやる！」

　闘とう志し漲みなぎる白はく髪はつの少年。

　帝国軍に属する彼の名を──セイガといった。




　　　　　※




　アクスとアルティアは、いまだ森の中を歩いていた。身体に付着した敵の返り血のニオイで気持ち悪い。

　それでも先さき程ほど壊かい滅めつした村で起こした行動は間ま違ちがいだとは思っていない。

「せめてお墓くらい建ててあげるべきでしたかね。村人の分くらいは」

「そんなもん、何の慰なぐさめにもならない。死んだ奴は、ただの肉の塊かたまりになってしまうだけだ」

「アクスくん……イライラしてます？」

　図星を指されてドキッとしてしまう。

「……ふぅ、悪い。けど殺された奴らのためにオレらができることがあるとしたら、それは帝国の奴らから〝神樹〟を解放することだと思う」

「それは……そうですね」

「だからそれまでは……すべてが終わるまでは、オレは立ち止まらない。振ふり返ることもない。ただ真っ直すぐ突き進むだけだ」

　たとえこの先に地じ獄ごくが待っていようと、この世を革命すると誓ちかったあの時から覚かく悟ごはできている。

「ですね。あーでも勝手な行動をしたせいで、また始末書が増えますね～。はぅ～」

　それを言われるとアルティアの了りよう承しようなしに突っ走ったアクスに罪悪感が生まれる。

「悪いな。ほら、元気出せ」

「ふあ……ん」

　こうして彼女の頭を撫なでてやったらすぐに機き嫌げんが良くなることを知っている。それは気持ち良さそうに目を細めて頰ほおを緩ゆるめている彼女の表情を見れば一いち目もく瞭りよう然ぜんだろう。

「それじゃ、行こうか」

　元気よく「はい！」と返事をする彼女と連れ立って、アクスはその場を去った。










　　　あとがき




　皆みな様さま初めましての方は初めまして、お久しぶりの方はお久しぶりの十とお本もとスイです。

　さて、ご存知の方もおられるかもしれませんが、この物語はＷＥＢで掲けい載さいさせて頂いていたものを書しよ籍せき化したものです。

　掲載するまでは、結構試行錯さく誤ごを繰くり返し、プロットも練りに練って書き始めました。

　転生ものということで、数ある転生ものの中に埋うもれないように自分らしさを出すことを意識した作品だと思っています。

　特に気を付けた点は、やはりキャラクターの構成でした。

　魅み力りよく的な主人公はもちろんのこと、主人公の周りにいるキャラクターたちにも個性豊かに動いてもらいたかったので、かなり悩なやんだのを覚えています。

　ダークヒーローものを書きたいと考えていたので、主人公の性格や環かん境きようなどはパッと思い浮うかびました。

　恵めぐまれた環境で育っていくだけの主人公ではなく、悲劇に見み舞まわれながらも耐たえ、そして仲間とともに乗り越こえていけるような存在にしたかったのです。

　ただやっぱり女の子は可愛かわいい方が良いということで、思わずニヤニヤしてしまうような子を意識してアルティアやピュアラを書きました。

　チェリツのドＳな感じは、決して僕がＭだからという理由ではないです。書いているとあんな感じに仕上がっただけなんです。

　でも作者的にお気に入りなのは、ほとんど活かつ躍やくはしてませんがペンタですね。是ぜ非ひともウチに一いつ匹ぴき欲しい。

　一いつ緒しよにゲームとかやったら絶対楽しいと思います。

「あ、こら！　そんなんアカンわ！　ズルイでホンマ！　もうやっとれんわ！」

　とかいちいち愚ぐ痴ちを言いながらも、最後まで付き合ってくれそうですよね。

　多分彼は温泉も好きでしょう。

　一緒に浸つかりながら酒を飲みかわすのもいいかもしれません。

　……まあ僕は飲めないので怒おこられそうですが。







　ここで少し内容の方に触ふれたいと思います。

　ある日、赤ん坊ぼうとして転生した主人公であるアクスは、誰だれもいない廃はい墟きよとなった都市に一人ポツンと置かれていました。

　そこで出会ったパウラという女性がアクスを拾い育てていきます。

　ただこのパウラが住む村は、ただの村ではなく帝てい国こくに反旗を翻ひるがえす革命団の支部だったというわけです。

　それを知るのは、村が帝国の襲しゆう撃げきに遭あう時なのですが、そんなことが起こるなど露つゆ知しらず、アクスは日々を平和に生きていました。

　姉代わりのアルティアにはちょっと度が過ぎるほど可愛がられ、パウラには剣けん術じゆつや戦せん闘とうに関して教わります。

　そしてある時、アクスは宿命の邂かい逅こうを果たすことになるのです。

　それが五歳の頃ころに出会う、同い年のセイガでした。

　彼とは短い間しか一緒に過ごせませんでしたが、この出会いがのちに起こる大きな戦いへのプロローグになります。

　残念ながら今巻では、あまりセイガとの絡からみを書けませんでしたが、次巻では何とか書くことができればと思っています。

　帝国の襲撃を経て、アクスは自身に秘められた能力を悟さとり、帝国への復ふく讐しゆうを胸に成長していくことになります。

　最後に謝辞を述べさせて頂きたいと思います。

　第一巻の出版に関わってくださった全ての皆様、ファンの方々には感謝を申し上げます。

　原作絵師担当の柴しば乃の櫂かい人と先生には、目を奪うばわれるほどの美び麗れいなイラストを描かいて頂きました。

　特にアルティアの可愛さといったら言葉を失うほどです。もちろん他のキャラクターも魅力的ですが。もっと僕のキャラクターを絵にしてほしいと思いました。

　こうしてＷＥＢでしか掲載していない物語を、書籍という形で発売させて頂けるのも、多くの方たちの尽じん力りよくあってのものです。

　そんな支えを失わないためにも、さらに精進しより良い物語を生み出していきたいと思っております。

　次巻では大きく物語を動かしていくつもりなので、よろしくお願いします。

　ではまた、是ぜ非ひ皆様にお会いできることを祈いのっております。

　そして皆様が素す晴ばらしき本に巡めぐり会えますように。


十本　スイ










十本スイ

●とおもとすい



十本スイです。どちらかというと僕は熱血ヒーローよりは、クールでダークなヒーローの方が好きです。そのせいか自分の作品の主人公も、そういう気質を持った者が多い。多分自分がそういう性格ではないから憧れてしまっている部分があるのだと思います。熱血でもないですが、クールでもない。いってみればぬるま湯的な人間なのかもしれません。
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十とお本もとスイ
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